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日
本
郭
沫
若
研
究
会 

会
報
編
集
部 

 

周
作
人
と
郭
沫
若
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
中
国
国
内
は
い
ざ
知
ら
ず
、
日
本
の
学
界
で
は
、
従
来
、
と
い
っ
て
も
一
九
四
五
年
以
後
の
こ
と
だ
が
、
ま
ず
言
及
さ

れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
理
由
の
最
大
の
も
の
は
、
戦
後
日
本
の
中
国
文
学
研
究
の
主
流
が
中
華
人
民
共
和
国
の
政
治
や
学
術
の
動
向
の
強
い
影
響
下

に
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
中
国
で
は
、
周
作
人
は
対
日
協
力
者
と
し
て
、
日
中
戦
争
終
結
後
収
監
さ
れ
、
漢
奸
と
し
て
長
く
公
的
活
動
を
制
限
さ
れ
て
き
た
。 

そ
の
た
め
、
研
究
対
象
と
し
て
正
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
お
ろ
か
、
彼
と
同
時
代
の
文
学
者
と
の
関
係
を
云
々
す
る
こ
と
さ
え
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
き
た
状

況
が
長
く
続
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
文
革
後
、
周
作
人
の
文
学
者
と
し
て
の
復
権
に
よ
っ
て
状
況
に
変
化
が
生
ま
れ
た
。
周
作
人
の
作
品
の
読
み
直
し
が
す
す
み
、

彼
に
つ
い
て
の
研
究
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
変
化
は
日
本
に
も
及
ん
で
い
て
、
近
年
、
日
本
で
も
周
作
人
研
究
が
本
格
的
に
行
な
わ
れ
始
め
て
い
る
。 

そ
う
い
う
流
れ
の
な
か
で
、
今
年
２
月
、
謝
冰
心
の
詩
集
『
春
水
』
を
め
ぐ
る
学
術
集
会
が
九
州
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。
九
州
大
学
図
書
館
に
は
「
濱
文
庫
」
と
い

う
中
国
戯
劇
関
係
の
資
料
庫
が
あ
る
。元
九
州
大
学
教
養
部
教
授
だ
っ
た
濱
一
衛
が
中
国
留
学
中
に
収
集
し
た
戯
劇
文
献
を
中
心
に
し
た
資
料
庫
で
あ
る
。そ
の
中
に
、

濱
一
衛
が
周
作
人
か
ら
贈
ら
れ
た
冰
心
に
よ
る
『
春
水
』
の
自
筆
原
稿
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
発
見
し
た
の
が
、
九
大
言
語
文
化
研
究
院
の
中
里
見
敬
教
授
で
あ
る
。
中

里
見
さ
ん
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
「
濱
文
庫
」
の
資
料
整
理
に
従
事
し
、
そ
れ
を
論
文
に
纏
め
て
き
た
人
で
、
今
回
の
発
見
は
そ
の
仕
事
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
い
っ

て
い
い
。
こ
の
発
見
を
中
里
見
さ
ん
が
『
中
国
現
代
文
学
研
究
叢
刊
』
に
発
表
、
日
中
両
国
で
大
き
な
反
響
を
よ
ん
だ
。
去
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

九
州
大
学
図
書
館
が
主
宰
し
て
「『
春
水
』
手
稿
と
日
中
の
文
化
交
流
―
周
作
人
、
冰
心
、
濱
一
衛
」
な
る
国
際
学
術
集
会
を
開
く
こ
と
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。 

こ
の
集
会
に
は
周
作
人
の
息
子
・
周
豊
一
の
ご
子
息
・
周
吉
宜
氏
も
参
加
さ
れ
、
報
告
を
さ
れ
た
。
当
会
も
中
里
見
さ
ん
か
ら
頼
ま
れ
て
、
集
会
参
加
者
の
た
め
に

「
郭
沫
若
文
学
散
歩
」
と
称
し
て
郭
沫
若
九
大
留
学
中
の
関
連
の
場
所
を
案
内
し
た
。
ま
た
、
郭
沫
若
と
謝
冰
心
に
つ
い
て
の
編
集
子
の
エ
ッ
セ
イ
を
集
会
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
載
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
が
、
そ
れ
が
縁
で
、
こ
の
学
術
集
会
の
期
間
中
に
、
周
氏
か
ら
周
家
に
郭
沫
若
が
周
作
人
に
送
っ
た
ハ
ガ
キ
が
保
存
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
同
時
に
郭
家
と
の
連
絡
役
を
依
頼
さ
れ
た
。
そ
の
間
の
詳
し
い
経
緯
は
省
略
す
る
が
、
周
氏
と
郭
平
英
前
郭
沫
若
記
念
館
長
と
が
連
絡
を
と
り
あ

い
、
こ
の
ハ
ガ
キ
を
公
表
す
る
こ
と
、
公
表
の
方
法
は
当
会
に
委
ね
る
が
、
当
会
の
申
し
出
に
よ
り
日
本
郭
沫
若
研
究
会
会
報
誌
上
と
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。 

こ
の
間
、
周
氏
側
の
意
向
は
弘
前
学
院
大
学
の
顧
偉
良
教
授
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
、
当
会
は
直
接
周
氏
と
連
絡
を
と
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
ハ
ガ
キ
の
公
表
を
当

会
の
会
報
上
で
行
う
こ
と
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
２
月
27
日
に
顧
氏
を
通
じ
て
周
家
か
ら
ハ
ガ
キ
の
コ
ピ
ー
が
、
ま
た
、
郭
平
英
氏
か
ら
は
、
翌
日
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ

て
い
る
周
作
人
と
郭
沫
若
の
交
流
を
示
す
文
献
資
料
が
送
ら
れ
て
き
た
。
公
表
に
当
た
っ
て
の
解
説
の
便
宜
の
た
め
で
あ
る
。 

こ
の
ハ
ガ
キ
は
、
も
と
も
と
本
号
の
巻
頭
を
飾
り
、
関
係
文
献
や
そ
の
解
題
、
い
く
つ
か
の
関
連
論
文
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、
編
集
部
の

準
備
不
足
で
今
号
の
掲
載
に
至
ら
な
か
っ
た
。
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
、
周
・
郭
両
氏
に
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。 

次
号
第
２
０
号
は
、「
郭
沫
若
か
ら
周
作
人
宛
て
の
ハ
ガ
キ
公
開
、
郭
・
周
両
文
学
巨
匠
交
流
特
集
号
」
と
し
て
編
集
す
る
。
ハ
ガ
キ
と
、
関
係
の
文
献
、
そ
の
解
題
、

関
連
論
文
は
、
次
号
で
大
公
開
の
予
定
で
あ
る
。
ご
期
待
を
乞
う
。 
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毛
沢
東
は
一
九
四
九
年
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
ヨ
シ
フ
・
ス
タ
ー
リ
ン
支
持(
向

ソ
一
辺
倒)

の
下
、
中
華
人
民
共
和
国
を
建
国
し
た
が
、
一
九
五
三
年
三
月
五
日

に
ス
タ
ー
リ
ン
が
死
去
し
、
後
継
者
ニ
キ
ー
タ
・
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
一
九
五
六
年

二
月
に
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
共
の
政
策
は
ソ
連
と
の

協
調
と
独
自
性
が
交
錯
す
る
よ
う
に
な
る
。 

そ
の
流
れ
を
受
け
て
一
九
五
六
年
九
月
、
中
国
共
産
党
第
八
回
党
大
会
で
は
フ

ル
シ
チ
ョ
フ
と
歩
を
合
わ
せ
、
採
択
さ
れ
た
綱
領
に
於
い
て
も
「
毛
沢
東
思
想
」

と
い
う
文
言
が
削
除
さ
れ
、
集
団
指
導
体
制
の
確
立
が
強
調
さ
れ
て
、
毛
の
決
定

権
が
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
。 

こ
れ
を
受
け
て
、
毛
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
再
強
化
を
大
衆
運
動
に
よ
っ
て
挑

み
、
一
九
五
六
年
五
月
二
日
、
毛
沢
東
は
最
高
国
務
会
議
で
「
共
産
党
へ
の
批
判

を
歓
迎
す
る
」
と
し
て
、
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
所
謂
「
双
百
」
を
提
唱
、

百
花
斉
放
百
家
争
鳴
と
は
「
多
彩
な
文
化
を
開
花
さ
せ
て
、
多
様
な
意
見
を
論
争

す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

毛
沢
東
が
こ
の
よ
う
な
運
動
を
始
め
た
理
由
は
、
現
在
で
は
概
ね
毛
沢
東
が
反

中
共
分
子
を
炙
り
出
す
た
め
の
巧
み
な
陰
謀
だ
っ
た
と
見
做
す
説
が
有
力
で
あ

る
１
。 

そ
の
当
時
、
郭
沫
若
は
、
一
九
五
五
年
の
中
国
社
会
科
学
院
の
前
身
に
あ
た
る

中
国
科
学
院
の
哲
学
、
社
会
科
学
科
の
設
立
、
そ
れ
と
と
も
に
、
全
国
の
古
跡
名

所
を
訪
れ
る
視
察
旅
行
が
始
ま
り
、
ま
た
日
本
訪
問
な
ど
が
あ
っ
て
も
、
ま
だ
北

京
で
過
ご
す
日
々
が
多
く
、
ま
だ
中
国
全
土
視
察
は
本
格
化
し
て
い
な
か
っ
た
時

期
で
あ
る
。 

そ
の
一
九
五
六
年
五
月
二
日
の
翌
々
日
、
四
日
郭
沫
若
は
全
国
先
進
生
産
者
代

表
会
議
で
「
向
科
学
技
术
进
军
」
と
い
う
講
話
を
発
表
し
、
各
国
の
先
進
技
術
の

中
国
へ
の
導
入
を
訴
え
て
い
る
。 

ま
た
一
九
五
六
年
八
月
二
四
日
の
毛
沢
東
の
「
推
陳
出
新
」
方
針
の
談
話
を
受

け
て
、
二
六
日
『
人
民
中
国
』
《
百
家
争
鸣
“
万
岁
！
》
に
於
い
て 

认
为
“
百
家
争
鸣
”
具
有
它
的
时
代
性
“
，
”
由
于
历
史
发
展
的
阶
段
不

同
，
因
而
每
个
阶
段
‘
百
家
争
鸣
’
的
实
质
也
各
不
相
同
”
，
指
出
：
“
在

我
们
的
时
代
中
实
现
‘
百
家
争
鸣
’
是
比
历
史
上
任
何
时
期
都
有
更
有
利

的
条
件
”
，
并
分
析
了
具
体
条
件
和
措
施
，
从
而
断
定
：
“
只
要
我
们
不

断
努
力
，
我
们
的
‘
百
家
争
鸣
’
将
永
远
继
续
下
去
”
。 

（
大
意
）
「
百
家
争
鳴
に
は
、
そ
の
時
代
性
が
備
わ
っ
て
い
る
。
歴
史
の
発
展

段
階
は
同
じ
で
は
な
い
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
百
家
争
鳴
の
実
質
も
同

じ
で
は
な
い
」
と
み
な
し
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
た
「
我
々
の
時
代
に
百

家
争
鳴
を
実
現
す
る
の
は
、歴
史
上
の
い
か
な
る
時
よ
り
も
有
利
な
条
件
が

あ
る
」
。
同
時
に
具
体
的
な
条
件
と
措
置
を
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
「
我
々
が
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A8%E3%82%B7%E3%83%95%E3%83%BB%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%AA%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/1953%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1953%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1953%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8B%E3%82%AD%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%BB%E3%83%95%E3%83%AB%E3%82%B7%E3%83%81%E3%83%A7%E3%83%95
https://ja.wikipedia.org/wiki/1956%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1956%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1956%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1956%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%AA%E3%83%B3%E6%89%B9%E5%88%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AF%9B%E6%B2%A2%E6%9D%B1%E6%80%9D%E6%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/1956%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1956%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1956%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/5%E6%9C%882%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%80%E9%AB%98%E5%9B%BD%E5%8B%99%E4%BC%9A%E8%AD%B0_(%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD)
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不
断
に
努
力
を
続
け
さ
え
す
れ
ば
、我
々
の
百
家
争
鳴
は
永
遠
に
続
い
て
い

く
で
あ
ろ
う
」
と
断
定
し
た
。 

と
述
べ
、
そ
し
て
翌
月
九
月
六
日
に
は
、 

 

发
表
《
“
百
家
争
鸣
”
可
以
推
广
》
，
就
“
百
家
争
鸣
”
的
方
针
是
不
是
仅

限
于
学
术
界
等
问
题
，
答
《
工
人
日
报
》
读
者
问
。
认
为
“
百
家
争
鸣
”
主

要
是
发
展
学
术
研
究
方
针
”
，
但
“
在
实
际
工
作
中
和
在
技
术
上
都
可
以
适

用
”
，
问
题
于
“
怎
么
来
进
行
‘
百
家
争
鸣
’
，
怎
么
通
过
‘
百
家
争
鸣
：

而
求
得
进
步
’
。 

（
大
意
）
『
百
家
争
鳴
は
広
め
て
い
い
』
を
発
表
し
、
「
百
家
争
鳴
」
の
方
針

は
学
術
界
だ
け
に
限
ら
れ
る
の
か
等
の
問
題
に
つ
い
て
、
《
工
人
日
报
》
の

読
者
の
質
問
に
答
え
、
以
下
の
よ
う
に
表
明
し
た
。
「
「
百
家
争
鳴
」
は
主

と
し
て
学
術
研
究
を
発
展
さ
せ
る
方
針
で
あ
る
。
だ
が
、
実
際
の
工
作
と
技

術
面
に
も
適
用
で
き
る
。
問
題
は
、
ど
の
よ
う
に
百
家
争
鳴
を
進
め
て
行
く

の
か
、
「
百
家
争
鳴
」
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
進
歩
を
求
め
ら
れ
る
の
か
、

と
い
う
点
に
あ
る
」
。 

と
表
明
し
て
い
る
。 

そ
し
て
、
百
花
運
動
は
当
初
盛
り
上
が
ら
な
か
っ
た
た
め
、
党
外
人
士
や
知
識

人
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
呼
び
か
け
、
二
月
に
は
、
毛
は
「
人
民
内
部
の
矛

盾
を
正
し
く
処
理
す
る
問
題
に
つ
い
て
」
と
い
う
講
話
を
行
い
、
党
に
対
す
る
党

外
か
ら
の
批
判
を
歓
迎
す
る
と
表
明
し
た
。 

さ
ら
に
一
九
五
七
年
三
月
六
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
全
国
宣
伝
工
作
者
会

議
で
も
さ
ら
に
中
国
共
産
党
に
対
す
る
批
判
を
促
し
た
。 

か
く
て
、
知
識
人
の
間
で
中
国
共
産
党
に
対
す
る
批
判
が
徐
々
に
始
ま
り
、
次

第
に
そ
の
批
判
は
激
し
、
知
識
人
た
ち
は
共
産
党
の
「
党
天
下
」
や
、
最
高
指
導

者
を
名
指
し
で
批
判
す
る
よ
う
に
な
る
。 

ま
た
、
始
め
は
批
判
の
場
は
壁
新
聞
や
座
談
会
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
拡
大

す
る
潮
流
に
対
し
、
一
九
五
七
年
五
月
十
五
日
、
毛
沢
東
は
、
「
事
情
正
在
起
变

化
」
を
撰
文
し
「
右
派
」
に
対
す
る
批
判
も
行
う
よ
う
に
奨
励
し
た
。 

そ
の
前
日
の
十
四
日
、
郭
沫
若
は
、
北
京
中
国
画
院
成
立
大
会
で
、
百
花
斉
放

を
称
え
る
漢
詩
を
発
表
し
、
二
三
日
の
日
記
に
よ
る
と
、 

上
午
，
往
北
京
饭
店
，
出
席
中
国
科
学
院
学
部
委
员
会
第
二
次
全
体
会
议
，

并
致
开
幕
词
，
指
出
“
能
够
领
导
制
订
科
学
远
景
规
划
的
党
，
一
定
能
够

领
导
我
们
实
现
远
景
规
划
”
：
强
调
“
贯
彻
学
术
性
的
百
家
争
鸣
，
是
促

进
学
术
发
展
的
原
动
力
”
。 

（
大
意
）
午
前
中
、
北
京
飯
店
に
赴
き
、
中
国
社
会
科
学
院
学
部
委
員
会
第
二

次
全
体
会
議
に
出
席
。
そ
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
、
「
科
学
の
将
来
計
画
を

定
め
る
よ
う
指
導
で
き
る
党
は
、必
ず
我
々
を
指
導
し
て
将
来
計
画
を
実
現

で
き
る
」
と
述
べ
、
「
学
術
上
の
百
家
争
鳴
を
貫
徹
す
る
こ
と
は
、
学
術
発

展
を
促
進
す
る
原
動
力
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。 

と
あ
り
、
三
十
日
に
は
、 

 
 

下
午
，
在
中
国
科
学
院
学
部
委
员
会
第
二
次
全
体
会
议
上
致
闭
幕
词
，
肯

定
这
次
会
议
展
开
了
争
鸣
，
体
现
了
当
前
的
时
代
精
神
，
初
步
发
扬
了
学
术

民
主
，
希
望
既
不
要
盲
目
自
大
，
也
不
要
盲
自
菲
薄
，
在
重
视
自
己
的
劳
动

的
同
时
，
更
要
重
视
别
人
的
劳
动
。 

（
大
意
）
午
後
、
中
国
社
会
科
学
院
学
部
委
員
会
第
二
次
全
体
会
議
で
閉
会
の

あ
い
さ
つ
を
行
う
。
今
回
の
会
議
が
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
繰
り
広
げ
、
現
下

の
時
代
精
神
を
体
現
し
、初
歩
的
に
学
術
上
の
民
主
を
発
揚
し
た
こ
と
を
肯

定
し
た
。
ま
た
盲
目
自
大
、
盲
目
浅
薄
に
な
ら
ず
、
自
己
の
成
果
を
重
視
す

る
と
同
時
に
、そ
れ
以
上
に
他
人
の
働
き
の
成
果
を
重
視
す
る
よ
う
希
望
す

る
と
述
べ
た
。 

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
ま
だ
学
術
界
の
百
家
争
鳴
、
民
主
性
を
唱
え
て
い
る
。 

し
か
し
、
一
九
五
七
年
六
月
八
日
、
人
民
日
報
は
「
这
是
为
什
么
？
」
と
い
う

「
右
派
分
子
が
社
会
主
義
を
攻
撃
し
て
い
る
」
と
い
う
毛
沢
東
が
執
筆
し
た
社
説

を
掲
載
。
こ
れ
に
よ
っ
て
党
を
批
判
し
た
知
識
人
た
ち
は
、
毛
沢
東
に
よ
っ
て
社

会
主
義
政
権
破
壊
を
画
策
し
た
「
右
派
」
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
知
識
人 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/1957%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1957%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1957%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/3%E6%9C%886%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/3%E6%9C%8813%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/5%E6%9C%8815%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/6%E6%9C%888%E6%97%A5
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の
粛
清
運
動
で
あ
る
所
謂
「
反
右
派
闘
争
」
は
、
こ
の
時
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。 

郭
沫
若
の
六
月
二
六
日
の
日
記
で
は
、 

就
回
击
资
产
阶
级
右
派
分
子
进
攻
等
问
题
，
对
《
光
明
日
报
》
记
者
何
柄
然 

 
 

发
表
谈
话
，
认
为
“
无
罪
者
的
言
者
无
罪
，
有
罪
者
的
言
者
还
是
有
罪
者
”
，

对
资
产
阶
级
右
派
分
子
必
须
坚
决
回
击
，
希
望
他
们
不
要
自
绝
于
人
民
。 

（
大
意
）
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
右
派
の
進
攻
に
反
撃
す
る
等
の
問
題
に
つ
い
て
《
光 

 

明
日
报
》
記
者
、
何
柄
然
が
談
話
を
発
表
し
「
無
罪
の
発
言
は
無
罪
、
有
罪 
 

者
の
発
言
は
、
や
は
り
有
罪
」
と
見
て
い
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
右
派
に
は 

 

必
ず
断
固
と
し
て
反
撃
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、彼
ら
が
自
ら
人
民
と
手
を
切 

る(

絶
縁
す
る)

こ
と
の
な
い
よ
う
望
む
。 

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
郭
沫
若
の
右
派
闘
争
期
当
初
の
ス
タ
ン
ス
と
な
る
の

だ
ろ
う
。 

 

二 

百
花
斉
放
時
の
旧
詩
と
書 

 

郭
沫
若
の
当
該
期
の
旧
詩
の
作
は
、『
郭
沫
若
旧
体
詩
詞
系
年
注
釈
』
に
拠
る

と
、
一
九
五
六
年
は
六
首
、
一
九
五
七
年
は
十
首
と
少
な
く
、
一
九
五
八
年
以
降

増
産
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
百
花
斉
放
期
は
作
（
旧
）
詩
を
作
る
旅
行
の
機
会

が
少
な
か
っ
た
こ
と
と
、
行
政
的
な
多
忙
さ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
ろ
う
が
、

一
九
五
八
年
後
の
旧
詩
の
増
産
は
、
大
躍
進
政
策
に
伴
う
視
察
旅
行
に
便
乗
し
て
、

文
化
面
に
も
何
ら
か
の
予
算
が
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
百
花
斉
放
期
の
旧
詩
を
見
て
行
く
と
、 

ま
ず
一
九
五
六
年
十
月
一
日
に
発
表
さ
れ
た
「
文
匯
報
継
続
出
版 

用
陳
叔
老

韻
」
に
は
、 

建
国
七
年
慶 

普
天
万
歳
声 

続
編
文
匯
報 

敢
作
驚
人
鳴 

愚
者
一
籌

慮 

秀
才
半
紙
情 

集
思
忠 

益
広 

日
久
自
成
城 

（
大
意
）
建
国
七
年
の
慶
賀
、
天
下
に
万
歳
の
声
が
響
き
渡
る
。
続
編
「
文
匯

報
」、
敢
え
て
人
を
驚
か
せ
る
。
愚
者
は
小
さ
な
こ
と
に
慮
り
、
秀
才
は
半

紙
で
情
を
伸
ば
す
。
忠
誠
へ
の
思
い
は
益
々
広
が
り
、
日
は
長
く
自
ら
城
塞

を
築
く
。 

と
あ
る
が
、
こ
の
和
さ
れ
た
詩
は
、
陳
叔
通
の 

国
慶
歓
騰
日 

飛
来
第
一
声 

発
揚
八
大
会 

貫
徹
百
家
鳴 

取
譬
群
流

匯 

提
高
再
厲
情 

従
茲
文
教
益 

頼
此
作
干
城 

 

（
大
意
）
国
慶
を
歓
喜
す
る
日
、
飛
び
来
た
る
第
一
声
。
八
大
会
を
発
揚
し
、

百
家
争
鳴
を
貫
徹
す
る
。
す
べ
て
の
情
報
が
流
れ
集
ま
り
、
凄
ま
じ
い
情
熱

を
高
め
て
く
れ
る
。こ
こ
か
ら
文
教
は
益
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
城
塞
を
築
く
。 

で
あ
る
。
次
に
一
九
五
六
年
十
一
月
一
日
の
「
賀
張
元
済
老
先
生
九
十
寿
辰
」
で

は
、 

興
国
禎
祥
見 

老
成
今
道
行 

百
年
暦
甘
苦 

七
載
浄
風
塵 

文
化
高
潮

至 

和
平
普
海
親 

百
家
鳴
鼎
盛 

翹
首
寿
斯
人 

（
大
意
）
国
家
が
振
興
を
み
せ
、
老
い
て
今
の
道
を
行
く
。
百
年
の
甘
苦
を
重

ね
、
七
年
で
風
塵
を
浄
め
て
く
れ
た
。
文
化
の
高
潮
は
、
遍
く
海
を
和
平
に

導
く
。
百
家
争
鳴
は
盛
ん
に
な
り
、
首
を
上
げ
て
こ
の
人
を
寿
ぐ
。 

と
あ
る
。
そ
し
て
一
九
五
七
年
五
月
の
「
贈
北
京
中
国
画
院
」（
図
１
）
で
は
、 

 

十
日
一
山
五
日
水 

由
来
画
道
不
尋
常 

胸
羅
萬
彙
憑
呑
吐 

筆
有
千
鈞

任
歙
張 

漫
詡
百
花
斉
放
蕊 

出
新
須
待
推
陳
後 

民
主
発
揚
要
共
当 

図1 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%8D%E5%8F%B3%E6%B4%BE%E9%97%98%E4%BA%89
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（
大
意
）
十
日
で
一
つ
の
山
、
五
日
で
水
を
、
も
と
も
と
画
の
道
は
尋
常
で
は 

 
 

 
 

な
い
。
広
範
な
知
識
、
抱
負
や
万
物
が
、
の
み
は
き
し
、
筆
に
は
千
鈞
の
重 

 
 

み
が
あ
っ
て
、
一
開
一
合
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
。
ほ
し
い
ま
ま
に
百
花
斉
放
の

お
し
べ
を
ほ
こ
り
、
古
い
も
の
か
ら
精
髄
を
取
り
出
し
新
た
に
発
す
る
。
民

主
の
発
揚
は
、
共
に
当
た
る
を
要
す
。 

と
あ
り
、
反
右
闘
争
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
一
九
五
七
年
九
月
の
「
贈
香
港
大

公
報
」
で
も 

為
民
喉
舌
誇
天
職 
報
国
精
誠
万
感
通 

大
陸
風
伝
森
大
厦 

長
江
電
見

架
新
虹 

百
花
斉
放
文
化
蕊 

七
載
双
成
革
命
功 

奮
鋒
継
今
循
宇
内 

仍
期
為
善
与
人
同 

（
大
意
）
民
の
喉
舌
と
為
る
を
天
職
と
誇
り
、
報
国
の
忠
誠
は
す
べ
て
に
通
じ

る
。
大
陸
の
風
は
森
や
ビ
ル
に
伝
わ
り
、
長
江
の
電
力
は
新
た
な
虹
を
か
け

る
。
百
花
斉
放
は
文
化
の
蕊
、
七
載
双
つ
〔
百
花
斉
放
＝
芸
術
上
の
繁
栄
と

百
家
争
鳴
＝
学
術
上
の
繁
栄
〕な
が
ら
革
命
の
功
と
成
る
。奮
鋒
今
に
継
ぎ
、

宇
内
を
循
（
め
ぐ
）
る
。
善
行
を
人
と
と
も
に
な
す
事
を
期
し
て
い
る
。 

と
あ
り
、
未
だ
そ
の
基
本
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
。
但
し
一
九
五
七
年
の
「
卜
算
子 

為
文
君
公
園
題
詞
」
で
は
、 

文
君
当
壚
時 

相
如
滌
器
処 

反
抗
封
建
是
前
駆 

佳
話
伝
千
古 

会
当

一
凭
弔 

酌
取
井
中
水 

用
以
烹
茶
滌
塵
思 

清
逸
諒
無
比 

（
大
意
）
文
君
壚
に
当
た
り
し
時
、
相
如
器
を
滌 あ

ら

い
し
処
〔〈
卓
文
君
と
司
馬

相
如
の
故
事
が
典
拠
〉富
豪
の
娘
司
馬
相
如
が
親
に
背
い
て
貧
し
い
卓
文
君

に
添
い
、
居
酒
屋
を
開
い
た
話
。
史
記
に
あ
り
、
次
の
「
反
封
建
」
は
そ
の

こ
と
を
指
す
〕。
封
建
制
へ
の
抵
抗
へ
の
先
駆
け
、
そ
の
逸
話
は
千
年
も
伝

わ
っ
て
い
る
。
今
は
古
人
を
弔
い
、
そ
の
井
水
を
汲
む
。
今
は
お
茶
を
煮
る

に
使
っ
て
俗
念
を
浄
め
、
そ
の
清
涼
感
は
無
比
で
あ
る
。 

 

と
あ
り
、
右
派
を
牽
制
し
て
い
る
。 

そ
し
て
私
は
当
時
の
旧
詩
の
書
相
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
抗
日
勝
利
か
ら
中
華

人
民
共
和
国
建
国
期
、
百
花
斉
放
時
に
至
る
郭
沫
若
の
書
様
式
の
整
理
」
に
於
い

て
２
、 

 

…
つ
ま
り
「
郭
体
」
の
確
立
の
背
景
に
は
、
政
治
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
う
目

的
が
あ
っ
て
、
そ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
性
格
が
決
定
的
な
役
割
を
担
い
、
と

り
わ
け
、
幾
多
の
書
風
遍
歴
を
経
て
、「
百
花
斉
放
」
時
代
に
完
成
し
た
と

い
っ
て
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

つ
ま
り
所
謂
「
郭
体
」
は
、
単
発
と
し
て
は
、
未
成
熟
な
が
ら
早
く
抗
日

戦
争
期
か
ら
見
ら
れ
た
が
、
感
情
の
起
伏
の
表
現
た
る
用
筆
の
伸
縮
の
激

し
さ
、
最
高
度
の
気
魄
が
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
「
百

花
斉
放
」
時
で
あ
り
、
知
識
人
の
復
権
と
い
う
精
神
的
な
興
奮
を
背
景
に
、

こ
の
確
立
さ
れ
た
様
式
が
常
態
と
し
て
、
次
の
大
躍
進
時
代
に
ま
で
引
き

継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

と
述
べ
、
さ
ら
に
「
郭
沫
若
の
書
、
所
謂
「
郭
体
」
の
規
定
と
成
立
過
程
及
び
そ

の
時
期
を
巡
っ
て
」
３ 

に
於
い
て
、 

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
郭
沫
若
の
行
草
、
所
謂
「
郭
体
」
は
、
実
際

に
二
度
の
変
転
を
経
て
、
形
成
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 
 

そ
の
一
つ
は
一
九
三
〇
年
代
後
期
の
抗
日
全
面
戦
争
期
に
形
成
さ
れ
（
第
一

期
郭
体
）、
も
う
一
度
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
期
の
百
花
斉
放
期
に
変
貌
を

遂
げ
た
と
言
え
る
（
第
二
期
郭
体
）。 

 
 

そ
し
て
そ
の
内
実
に
つ
い
て
ま
と
め
れ
ば
、「
第
一
期
」
は
、
口
語
様
式
の

文
語
様
式
へ
の
流
入
体
、「
第
二
期
」
は
、「
第
一
期
体
」
に
再
度
文
語
様
式

が
盛
り
込
ま
れ
た
体
と
定
義
で
き
よ
う
。 

と
定
義
し
た
。 

図
１
の「
贈
北
京
中
国
画
院
」の
書
、ま
た
図
２
の「
百
花
斉
放 

推
陳
出
新
」、

さ
ら
に
図
３
の
自
作
詩 

 
 

百
花
斉
放
百
鳥
鳴 

貴
在
推
陳
善
出
新 

看
罷
牡
丹
看
秋
菊 

四
時
佳

気
永
如
春 

郭
沫
若 
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図2 
 
 
 
 

 

図3 

（
大
意
）
百
花
斉
し
く
放 さ

き
、
百
鳥
が
鳴
く
。
貴
ぶ
べ
き
は
陳 ふ

る

き
を
推
し
て
、

新
し
き
を
出
す
に
あ
り
。
牡
丹
を
見
終
わ
れ
ば
次
は
秋
菊
、
四
時
の
佳
気
は

永
と
こ
し
え

に
春
の
ご
と
し
。 

と
あ
る
書
風
か
ら
、
私
が
従
来
指
摘
し
て
き
た
要
素
が
汲
み
取
れ
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。 

 

三 

詩
集
「
百
花
斉
放
詩
」
の
構
成
過
程 

Ａ 

全
体
構
成
と
一
九
五
六
年
時
期
の
三
首 

 

一
九
五
八
年
四
月
九
日
付
の
後
記
に
は
、
こ
の
詩
集
は
三
月
三
十
日
に
正
式
に

開
始
し
、
一
九
五
六
年
の
作
三
首
（
牡
丹
／
芍
药
／
春
兰
）
以
外
は
、
十
日
で
書

き
上
げ
た
と
あ
り
、
大
躍
進
政
策
の
東
風
に
感
謝
す
べ
き
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

実
際
に
そ
の
内
容
を
分
類
し
て
み
る
と
、 

一 

総
路
線
、
大
躍
進
の
頌
歌 

二 

知
識
分
子
の
心
理
を
反
映
し
た
も
の 

三 

植
物
使
用
の
価
値
と
、
接
ぎ
木
の
詩
と
間
に
合
わ
せ
の
詩 

と
従
来
整
理
さ
れ
て
い
る 

４
。 

 

本
章
で
は
、
先
ず
一
九
五
六
年
時
の
百
花
斉
放
期
の
三
つ
の
詩
の
分
析
か
ら
始

め
た
い
。 

先
ず
「
牡
丹
」
で
あ
る
が
、 

我
们
并
不
是
什
么
‘
花
中
之
王
’，
也
不
曾
怀
抱
过
所
谓
‘
富
贵
’
之
想
；

只
多
谢
园
艺
家
们
的
细
心
栽
培
，
使
抽
出
了
碧
叶
千
张
，
比
花
还
强
。
尽

管
被
人
称
为
国
色
与
天
香
，
尽
管
有
什
么
‘
魏
紫
’
或
者
‘
姚
黄
’
花
开

后
把
花
瓣
散
满
了
园
地
，
只
觉
得
败
坏
风
光
，
令
人
惆
怅
。 

（
大
意
）
私
達
は
決
し
て
「
花
中
の
王
」
な
ど
で
は
な
く
、
ま
た
「
富
貴
の
花
」

の
想
い
な
ど
抱
い
た
こ
と
も
な
い
。た
だ
園
芸
家
達
の
心
を
込
め
た
栽
培
の

お
か
げ
で
何
千
も
の
緑
の
葉
を
抜
き
取
ら
れ
、花
よ
り
ず
っ
と
強
く
な
っ
た

だ
け
。た
だ
人
様
か
ら
国
の
色(

国
家
一
番
の
美
女)

天
の
香
り
と
誉
め
そ
や

さ
れ
、「
魏
紫
」
や
「
姚
黄
」(

い
ず
れ
も
古
代
の
牡
丹
の
名
品
種)

な
ど
が

あ
る
と
言
っ
て
も
、
咲
い
た
あ
と
は
花
び
ら
を
庭
中
に
散
ら
し
、
風
景
を
台

無
し
に
し
、
人
を
悲
し
く
さ
せ
る
だ
け
。 

次
に
「
芍
药
」
で
は
、 

有
人
竟
贬
低
我
们
为
“
花
之
奴
”
，
我
们
都
不
愿
受
这
样
的
侮
辱
。
委
屈

生
活
过
了
不
知
多
少
年
，
如
今
是
奴
隶
翻
身
，
人
民
作
了
主
。
花
开
在
今

天
，
我
们
是
倍
有
精
神
，
发
出
的
一
花
一
叶
都
是
为
了
人
民
。
蝴
蝶
们
的

午
梦
睡
得
来
更
加
轻
巧
，
蜜
蜂
们
的
蜜
汁
比
以
前
更
加
清
凉
。 

（
大
意
）
私
ら
の
こ
と
を
な
ん
と
“
花
の
奴
隷
”
と
貶
め
る
人
が
い
る
が
、
我

ら
は
こ
の
よ
う
な
侮
辱
を
受
け
た
く
な
い
。く
や
し
い
生
活
を
何
年
過
ご
し

て
き
た
か
知
れ
な
い
ほ
ど
だ
が
、
今
や
、
奴
隷
は
立
ち
上
が
り
、
人
民
が
主
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人
公
と
な
っ
た
。
今
日
、
花
咲
き
ひ
ら
き
、
私
ら
は
以
前
に
増
し
て
元
気
に

な
っ
た
、 

咲
き
開
い
た
一
花
一
葉
は
す
べ
て
人
民
の
た
め
だ
。
チ
ョ
ウ
達
は
午
睡
の
夢 

か
ら
目
覚
め
て
ず
っ
と
軽
や
か
に
飛
び
ま
わ
り
、
ミ
ツ
バ
チ
達
の
甘
い
蜜
は 

前
よ
り
ず
っ
と
さ
わ
や
か
。 

さ
ら
に
「
春
兰
」
で
は
、 

我
们
也
讨
厌
人
们
夸
说
什
么
“
王
者
香
”
，
也
讨
厌
人
们
说
我
们
是
“
花

中
君
子
”
，
其
实
我
们
生
长
在
山
地
的
泉
水
边
，
樵
夫
和
林
农
们
本
是
我

们
的
好
邻
里
。
脉
脉
的
清
泉
浸
出
自
幽
谷
的
岩
隙
中
，
空
气
是
十
分
清
冷
，

苔
藓
是
十
分
蒙
茸
。
我
们
深
愿
回
到
故
乡
，
倾
听
流
泉
的
琤
琮
，
在
亲
爱

的
邻
里
中
高
唱
着
东
风
的
歌
颂
。 

（
大
意
）
私
ら
は
人
か
ら
「
王
者
の
香
り
」
な
ど
と
褒
め
ら
れ
る
の
は
イ
ヤ
。

「
花
の
君
子
」
だ
と
言
わ
れ
る
の
も
嫌
い
だ
。
実
を
言
え
ば
我
等
は
山
地
の
泉 

の
ほ
と
り
の
育
ち
、
も
と
も
と
き
こ
り
と
農
夫
の
隣
同
士
。
清
ら
か
な
泉
水 

 
 

が
途
絶
え
る
こ
と
な
く
奥
深
い
谷
間
の
岩
の
隙
間
か
ら
に
じ
み
出
て
、
空
気 

 

は
ひ
ん
や
り
、
こ
け
に
や
わ
ら
か
く
覆
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。
故
郷
に
帰
り 

た
い
と
強
く
願
い
、
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
る
泉
の
音
に
耳
を
傾
け
、
親
愛
な
る 

古
里
の
隣
人
の
中
で
東
風
の
褒
め
歌
を
高
ら
か
に
歌
っ
て
い
る
の
だ
。 

 

こ
れ
ら
の
三
首
に
つ
い
て
贾
振
勇
氏
は
「
郭
沫
若
与
反
右
运
动
」
５ 

の
中
で
、 

（
大
意
）
郭
沫
若
の
言
行
は
、
と
て
も
慎
重
で
、
賢
い
政
治
態
度
の
表
明
で
あ 

 

る
。
旗
幟
鮮
明
で
、
断
固
と
し
て
応
え
て
、
ま
た
あ
い
ま
い
で
、
左
右
同
源

で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
五
六
年
夏
に
、
郭
沫
若
は
奮
し
て
百
花
を

植
え
、
百
首
の
詩
を
選
出
し
、
毛
沢
東
の
た
め
に
興
を
添
え
る
と
同
時
に
、

毛
沢
東
に
対
し
“
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
”
方
針
に
積
極
的
に
応
え
た
。
し

か
し
た
だ
三
首
だ
け
し
か
残
さ
な
か
っ
た
。
… 

こ
の
三
首
の
詩
を
見
る
と
、《
牡
丹
》
詩
の
初
め
に
“
我
们
并
不
是
什
么
‘
花

中
之
王
’， 

也
不
曾
怀
抱
过
所
谓
‘
富
贵
之
想
”
と
言
い
、《
芍
药
》 

詩

の
中
で
“
我
们
也
讨
厌
人
们
夸
说
什
么
‘
王
者
香
’，
也
讨
厌
人
们
说 

我

们
是
‘
花
中
君
子
’
だ
と
言
う
。
詩
歌
の
初
め
に
否
定
句
式
で
な
く
、
否

定
す
る
で
あ
っ
て
、
ま
る
で
謙
虚
な
声
明
で
、
ま
た
理
解
が
得
ら
れ
な
い

た
め
弁
解
す
る
よ
う
で
も
あ
る
。
全
体
を
見
て
、
詩
句
の
現
れ
た
心
理
状

態
は
慎
重
で
あ
り
、
自
ら
の
清
ら
か
さ
を
挟
ん
で
い
る
。
「
芍
药
」
で
は
、

心
理
状
態
の
変
化
の
興
奮
を 

“
有
人
竟
贬
低
我
们
为
“
花
之
奴
”
，
我
们

都
不
愿
受
这
样
的
侮
辱
。
委
屈
生
活
过
了
不
知
多
少
年
，
如
今
是
奴
隶
翻

身
，
人
民
作
了
主
。“
と
述
べ
て
い
る
。 

少
し
謙
虚
な
弁
明
か
ら
、
ま
た

翻
っ
て
精
神
奮
起
す
る
。
思
想
と
情
緒
を
述
べ
て
い
る
間
、
何
度
も
た
め

ら
い
な
が
ら
も
、
毛
沢
東
と
党
と
前
進
す
る
文
人
知
識
人
の
実
際
の
心
理

状
態
と
一
つ
に
な
る
。
も
し
も
、
詩
情
が
こ
こ
で
終
わ
っ
て
い
れ
ば
、
お

し
ま
い
。
し
か
し
、《
牡
丹
》
の
最
後
の
一
節
は
、
そ
れ
な
の
に
“
百
花
斉

放
”
の
精
神
に
背
く
よ
う
で
あ
る
。“
尽
管
被
人
称
为
国
色
与
天
香
，
尽
管

有
什
么
魏
紫
与
姚
黄
，
花
开
后
把
花 

瓣
散
满
了
园
地
，
只
觉
得
败
坏
风

光
，
令
人
惆
怅
。“
と
花
が
咲
き
散
る
興
ざ
め
さ
せ
た
主
旨
で
あ
る
が
、“
百

花
斉
放
”
の
方
針
、
政
策
の
歌
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
は
興
ざ
め
な
の
か
？

こ
れ
は
予
見
な
の
か
？
不
満
な
の
か
？
指
摘
な
の
か
？
そ
れ
と
も
政
治
的

嗅
覚
に
敏
感
な
せ
い
な
の
か
？ 

上
述
の
詩
を
解
釈
し
て
、
行
間
か
ら
ひ

そ
か
に
郭
沫
若
の
政
治
に
対
す
心
理
状
態
を
少
し
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

と
述
べ
、
そ
の
三
首
は
そ
の
百
花
斉
放
政
策
に
対
す
る
郭
沫
若
の
政
治
的
洞
察
に

よ
っ
て
、
曖
昧
な
心
境
が
吐
露
さ
れ
て
い
た
と
す
る
見
方
で
あ
る
が
、
当
時
こ
の

三
首
の
他
に
新
詩
が
残
さ
れ
て
い
た
可
能
性
や
、
ま
た
そ
の
中
で
反
右
闘
争
、
大

躍
進
政
策
へ
の
後
付
け
に
こ
れ
ら
三
首
が
敢
え
て
選
定
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
続
い
て
そ
の
詩
を
さ
ら
に
見
て
行
き
た
い
。 

 

Ｂ 

反
右
闘
争
と
い
う
転
機
と
大
躍
進
政
策
の
頌
歌 

百
花
斉
放
の
詩
は
、
そ
の
題
名
と
は
裏
腹
に
、
そ
の
後
の
反
右
闘
争
や
大
躍
進

政
策
時
の
詩
が
内
容
と
し
て
も
こ
ち
ら
が
メ
イ
ン
で
あ
り
、
後
に
一
九
五
九
年
に

http://gb.oversea.cnki.net.blib-ezproxy.bukkyo-u.ac.jp/kns55/popup/knetsearchNew.aspx?sdb=CJFD&sfield=%e4%bd%9c%e8%80%85&skey=%e8%b4%be%e6%8c%af%e5%8b%87&scode=
http://gb.oversea.cnki.net.blib-ezproxy.bukkyo-u.ac.jp/kns55/popup/knetsearchNew.aspx?sdb=CJFD&sfield=%e4%bd%9c%e8%80%85&skey=%e8%b4%be%e6%8c%af%e5%8b%87&scode=
http://gb.oversea.cnki.net.blib-ezproxy.bukkyo-u.ac.jp/kns55/popup/knetsearchNew.aspx?sdb=CJFD&sfield=%e4%bd%9c%e8%80%85&skey=%e8%b4%be%e6%8c%af%e5%8b%87&scode=
http://gb.oversea.cnki.net.blib-ezproxy.bukkyo-u.ac.jp/kns55/detail/detail.aspx?recid=&FileName=YHFY200801015&DbName=CJFD2008&DbCode=CJFD
http://gb.oversea.cnki.net.blib-ezproxy.bukkyo-u.ac.jp/kns55/detail/detail.aspx?recid=&FileName=YHFY200801015&DbName=CJFD2008&DbCode=CJFD
http://gb.oversea.cnki.net.blib-ezproxy.bukkyo-u.ac.jp/kns55/detail/detail.aspx?recid=&FileName=YHFY200801015&DbName=CJFD2008&DbCode=CJFD
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上
梓
さ
れ
る
書
の
装
い
も
こ
の
詩
文
に
相
応
し
い
様
式
が
模
索
さ
れ
た
と
見
て

大
過
な
か
ろ
う
。 

例
え
ば
そ
の
詩
を
見
る
と
、
先
ず
反
右
闘
争
の
詩
と
し
て
「
石
楠
花
」
で
は
、 

我
们
是
灌
木
，
和
杜
鹃
是
同
科
，
叶
似
琵
琶
而
细
长
，
花
红
如
火
。
也
有

淡
红
，
淡
紫
，
深
黄
或
者
纯
白
，
数
朵
开
在
枝
头
就
像
是
一
朵
。
我
们
能

耐
寒
，
能
生
活
在
高
山
，
北
京
应
该
多
，
却
是
大
大
不
然
。
同
志
，
为
什

么
不
敢
栽
培
我
们
？
我
们
是
多
么
愿
意
：
向
党
交
心
肝
！ 

（
大
意
）
我
々
は
潅
木
で
杜
鵑

つ
つ
じ

と
同
科
、
葉
は
琵
琶
に
似
て
細
長
く
、
花
は
紅 

 

く
火
の
よ
う
だ
。
う
す
い
赤
、
う
す
い
紫
、
濃
い
黄
色
、
真
っ
白
の
も
の
も 

あ
る
。
数
枝
が
枝
先
に
咲
く
と
、
ま
る
で
一
枚
の
花
び
ら
の
よ
う
。
我
等
は 

寒
さ
に
強
く
、
高
山
で
生
き
ら
れ
る
。
北
京
に
は
当
然
多
い
が
、
我
等
と
は 

大
い
に
違
う
。 

 
 

ね
え
、
同
志
。
ど
う
し
て
我
等
を
育
て
る
勇
気
が
な
い
の
で
す
か
？
我
等

は
、
党
に
心
を
差
し
出
し
た
い
と
、
こ
ん
な
に
も
願
っ
て
い
る
と
い
う
の

に
。 

と
あ
り
、
右
派
知
識
人
に
代
わ
っ
て
党
に
融
和
策
を
求
め
、
さ
ら
に
「
郁
金
香
」

で
は
、 

 

波
斯
诗
人
曾
经
把
我
们
比
作
酒
杯
，
但
他
错
误
的
只
用
来
作
自
我
陶
醉
。
我

们
今
天
是
要
为
大
跃
进
而
干
杯
，
高
呼
中
国
共
产
党
和
毛
主
席
万
岁
。
黄
河

之
水
今
后
不
会
再
从
天
上
来
，
高
峡
出
平
湖
，
猿
声
不
再
在
天
上
哀
。
最
大

的
变
异
要
看
到
黄
海
变
成
青
海
，
全
民
振
奋
，
真
真
正
正
是
大
有
可
为
。 

（
大
意
）
ペ
ル
シ
ャ
の
詩
人
が
、
か
つ
て
我
等
を
酒
盃
に
た
と
え
た
。
だ
が
彼

は
、
誤
っ
て
そ
れ
を
自
己
陶
酔
に
使
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。
我
等
は
今
日
大
躍

進
の
た
め
に
乾
杯
し
、
中
国
共
産
党
と
毛
主
席
万
歳
と
高
ら
か
に
叫
ぶ
。
黄

河
の
水
は
今
後
は
も
う
天
か
ら
来
な
い
だ
ろ
う
〔
→
李
白
の
詩
「
将
進
酒
」

の
詩
句
を
受
け
て
い
る
。黄
河
の
激
し
い
水
流
を
水
が
天
か
ら
来
る
よ
う
だ

と
描
写
し
た
。
こ
こ
で
は
、
黄
河
の
治
水
が
完
成
す
れ
ば
、
水
流
は
穏
や
か

に
な
る
だ
ろ
う
と
言
っ
て
い
る
〕長
江
の
深
い
渓
谷
を
出
れ
ば
平
ら
な
湖
で

猿
声
が
天
上
に
哀
し
く
響
く
こ
と
は
、
も
は
や
あ
る
ま
い
。
最
大
の
変
化
は

黄
色
く
濁
っ
た
黄
河
が
澄
ん
だ
水
の
流
れ
る
青
い
海
に
な
っ
た
の
を
目
に

で
き
る
だ
ろ
う
こ
と
。
全
人
民
が
奮
い
立
と
う
、
こ
の
大
躍
進
運
動
は
、
ほ

ん
と
う
に
大
い
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
だ
。 

と
総
路
線
、
大
躍
進
の
頌
歌
と
な
っ
て
い
る
。 

 

百
花
斉
放
詩
に
は
、
こ
れ
ら
の
よ
う
な
政
治
的
寓
意
を
込
め
た
詩
が
多
く
、
一

九
五
八
年
時
の
郭
沫
若
の
心
境
を
、
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
る
。 

 

四 

百
花
斉
放
詩
の
書
風
構
造
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て 

郭
沫
若
日
記
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
八
年
三
月
末
日
に
百
花
斉
放
詩
の
小
序
を
書

き
、
そ
の
四
月
に
殆
ど
の
詩
を
発
表
、
六
月
に
後
記
を
書
き
上
げ
て
い
る
。 

そ
し
て
そ
れ
が
出
版
さ
れ
る
の
が
一
九
五
九
年
四
月
、
江
蘇
文
芸
出
版
社
を
先

駆
け
と
し
て
陸
続
と
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
郭
沫
若
の
書
と
と
も
に

出
版
さ
れ
る
の
は
、
一
九
六
一
年
一
月
に
栄
宝
齋
か
ら
で
、
こ
れ
が
実
際
に
書
か

れ
た
の
は
一
九
六
〇
年
の
秋
、
日
記
に
依
れ
ば
九
月
六
日
と
な
っ
て
い
る
。 

百
花
斉
放
詩
が
書
品
で
は
な
く
下
書
き
さ
れ
た
そ
の
様
式
は
、
当
時
の
管
見
の

資
料
か
ら
推
せ
ば
、
恐
ら
く
当
時
日
常
で
通
用
さ
れ
て
い
た
、
第
一
期
郭
体
、
口 

  
 
 
 

図
４ 
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語
様
式
の
文
語
様
式
に
流
入
さ
れ
た
態
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
栄
宝 

齋
か
ら
出
さ
れ
た
書
法
の
様
式
は
、
郭
体
と
し
て
異
色
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。 

例
え
ば
、
図
４
の
「
芍
药
」
は
先
に
見
た
一
九
五
六
年
時
の
百
花
斉
放
の
詩
で

あ
り
、
図
５
の
《
攀
枝
花
》
（
攀
枝
花
在
岭
南
就
叫
作
木
棉
，
岭
南
人
又
称
我
们

为
英
雄
树
。
高
大
的
乔
木
戴
满
着
大
红
花
，
具
有
生
产
英
雄
那
样
的
风
度
。
然
而

木
质
疏
松
，
却
没
有
什
么
作
用
，
结
出
的
棉
絮
也
和
棉
花
大
不
相
同
。
幸
喜
四 図 5 

川
有
处
攀
枝
花
产
生
铁
矿
，
地
以
花
命
名
，
使
我
们
也
沾
了
大
光
。
）
〔
攀
枝
花

は
嶺
南
で
は
木
綿

き
わ
た

と
い
い
、
嶺
南
の
人
は
我
等
の
こ
と
を
ま
た
英
雄
樹
と
呼
ぶ
。

高
い
喬
木
に
は
大
き
な
紅
い
花
が
び
っ
し
り
咲
き
、
英
雄
を
産
む
よ
う
な
風
格
を

備
え
て
い
る
。
だ
が
木
質
は
緩
み
、
な
ん
の
役
に
も
立
た
な
い
。
生
ま
れ
出
る
棉

状
の
絮
や
綿
花
と
も
大
き
く
異
な
る
。
幸
い
に
四
川
に
は
攀
枝
花
と
言
う
と
こ
ろ

が
あ
り
、
鉄
鋼
を
生
産
し
、
こ
こ
は
花
の
名
を
地
名
と
し
て
い
て
、
我
等
も
お
か

げ
を
蒙
っ
て
い
る
。
〕
は
大
躍
進
政
策
の
頌
歌
で
あ
る
が
、
同
じ
様
式
に
総
括
さ

て
お
り
、
百
花
斉
放
詩
様
式
の
確
立
を
意
味
し
て
い
る
。 

 

そ
の
書
風
を
具
さ
に
分
析
す
る
と
、
日
常
の
小
字
、
そ
れ
は
当
時
通
用
し
て
い

た
第
一
期
郭
体
に
、
例
え
ば
一
九
四
〇
年
代
に
書
か
れ
た
文
語
体
、
と
い
っ
て
も

図
６
の
よ
う
な
謹
直
で
伝
統
的
な
小
楷
の
要
素
が
加
わ
り
新
た
な
様
相
を
呈
し

て
い
る
。
こ
こ
で
少
し
く
郭
沫
若
の
小
字
、
つ
ま
り
日
常
時
に
用
い
て
い
た
書
風

を
概
観
す
れ
ば
、
一
九
三
〇
年
代
は
草
書
主
体
の
丸
文
字
、
癖
文
字
と
で
も
い
う

も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
〇
・
一
九
五
〇
年
代
と
次
第
に
そ
こ
に
文
語
的
な
要

素
が
加
わ
っ
て
く
る
。
無
論
そ
こ
に
は
、
第
二
期
郭
体
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
艶
や

か
な
伸
縮
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
鑑
賞
者
を
意
識
す
る
こ
と
が
少
な
い
が
故
に

当
然
で
あ
り
、
小
字
の
小
筆
、
小
紙
、
鑑
賞
物
的
要
素
の
少
な
さ
に
起
因
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

し
か
し
、
こ
の
百
花
斉
放
詩
は
、
小
字
と
雖
も
鑑
賞
物
で
あ
る
故
に
、
そ
こ
に

日
常
と
は
一
線
を
画
す
る
要
素
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
こ
に
用
い
ら
れ
た
の
が
、
伝

統
的
な
小
楷
の
技
法
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
気
品
を
高
め
て
い
る
と
言
え
る
。 

図 6 
 

図 8 
 

 

つ
ま
り
、日
常
化
さ
れ
て
い
た
第
一
期
郭
体
の
様
式
に
さ
ら
に
伝
統
的
な
小
楷

の
要
素
が
上
積
み
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
百
花
斉
放
詩
様
式
と
言
え
る
。 

 

口
語
詩
の
鑑
賞
物
た
る
書
と
し
て
、
先
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
一
九
四
二
年
の

書
「
水
牛
讃
」(

図
７)

が
あ
る
が
、
そ
れ
は
元
来
の
口
語
様
式
を
ベ
ー
ス
に
し
、

さ
ら
に
鑑
賞
物
た
る
故
に
、
幾
ら
か
文
語
的
な
華
や
ぎ
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
比
べ
、
こ
れ
ら
の
百
花
斉
放
詩
様
式
は
逆
に
華
や
ぎ
を
抑
制
し
た
緊
張
感 

が
あ
り
、
そ
の
心
境
が
郭
沫
若
の
百
花
斉
放
詩
へ
の
総
括
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、 

そ
の
傍
証
と
し
て
図
８
の
題
字
は
、
第
三
期
郭
体
（
第
二
期
を
内
包
し
た
）
あ
っ 

て
、
郭
沫
若
は
、
こ
の
百
花
斉
放
詩
を
第
三
期
で
書
こ
う
と
思
え
ば
書
け
た
。
そ 

こ
を
書
き
分
け
た
原
因
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う 
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五 

題
辞
と
第
三
期
郭
体
の
使
用
条
件 

 
 

― 

ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
と
言
う
止
揚 

 

私
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
期
か
ら
六
十
年
代
前
期
に

か
け
て
の
郭
沫
若
の
歴
史
学
行
政
・
視
察
旅
行
と
詩
、

そ
し
て
書
に
つ
い
て
分
析
す
る
内
に
、
郭
沫
若
の
詩
は
、

常
に
記
念
詩
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
る
が
、
一
九
五
〇

年
代
後
期
か
ら
一
九
六
〇
年
代
の
新
様
式
サ
イ
ズ
の
作

品
に
つ
い
て
言
え
ば
、
共
産
主
義
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
が
反
映
す
る
と
い
う
社
会
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
っ

た
反
面
、
彼
自
身
の
生
活
を
構
成
す
る
要
素
で
も
あ
っ

た
と
い
う
側
面
か
ら
の
考
察
が
、
次
の
研
究
の
課
題
だ

と
考
え
て
い
た
。
つ
ま
り
百
花
斉
放
、
反
右
闘
争
、
大

躍
進
政
策
と
い
う
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
書
と
い
う
分

野
は
つ
ね
に
そ
の
書
人
の
心
の
速
度
で
も
あ
り
、
時
代

の
速
度
で
も
あ
り
、
第
三
期
郭
体
を
改
め
て
簡
易
に
定

義
す
れ
ば
、
第
二
期
と
第
一
期
の
郭
体
の
止
揚
し
た
姿

と
言
え
る
。 

次
は
、
そ
の
定
義
を
深
め
る
た
め
に
、
百
花
斉
放
時

の
文
学
や
思
想
の
変
遷
を
中
心
と
し
た
、
彼
の
内
面
の

世
界
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
研
究
を
課
題
と
す
れ
ば
、

郭
沫
若
の
第
三
期
郭
体
は
、
ほ
ぼ
百
花
斉
放
か
ら
反
右

闘
争
へ
と
移
る
時
、
管
見
で
は
一
九
五
八
年
に
そ
の
姿

を
現
す
。 

 

さ
ら
に
郭
沫
若
は
、
先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
、
旧

詩
の
作
は
、
一
九
五
六
年
は
六
首
、
一
九
五
七
年
は
十

首
と
少
な
く
、
一
九
五
八
年
以
降
増
産
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
そ
れ
は
大
躍
進
政
策
に
伴
う
視
察
と
関
連
す 

 

図
７ 

 
 
 

る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
第
三
期
郭
体
は
、
こ
の
百
花
斉

放
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

こ
れ
は
郭
沫
若
の
思
想
的
傾
向
で
も
あ
る
が
、
常
に
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、

両
刀
使
い
で
あ
っ
て
、
時
の
情
勢
に
よ
っ
て
、
思
想
が
左
右
に
微
妙
に
揺
れ
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

つ
ま
り
、
一
九
五
六
年
期
の
百
花
斉
放
開
始
期
は
、
主
に
学
術
界
の
解
放
の
方

面
に
力
を
入
れ
、
文
学
的
に
は
自
重
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
は
、
当

時
の
詩
作
を
葬
り
去
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
し
て
、
一
九
五
八
年
の
反
右
闘
争
後
の
大
躍
進
政
策
に
於
い
て
、
書
法
的
に

言
え
ば
、
第
二
期
郭
体
が
や
や
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
と
言
う
形
で
、
再
度
、
右
か
ら
左

と
向
か
い
止
揚
し
た
姿
が
、
第
三
期
郭
体
の
真
相
と
は
、
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

六 

小
結 

 

中
国
共
産
党
の
政
治
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
、「
百
花
斉
放
」
政
策
は
、
時
間

の
経
過
の
中
で
、
そ
の
題
目
は
変
わ
ら
ず
と
も
、
そ
の
内
実
の
意
味
合
い
が
変
質

し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
の
変
貌
を
、も
っ
と
も
見
事
に
体
現
し
た
人
物
の
一
人
が
、

こ
の
郭
沫
若
に
他
な
ら
な
い
。 

 

一
九
五
六
年
時
は
、
学
芸
の
解
放
に
歓
喜
し
、
一
九
五
七
年
時
に
は
反
右
闘
争

へ
玉
虫
色
の
模
糊
た
る
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
五
八
年
に
は
、
大
躍

進
政
策
を
賛
歌
す
る
。 

 

そ
し
て
一
九
五
九
年
九
月
二
六
日
の
日
記
に
は
、 

 

发
表
《
进
一
步
展
开
“
百
花
齐
放
，
百
家
争
鸣
”》，
初
步
总
结
贯
彻
“
双
百
”

方
针
的
经
验
。
认
为
“
要
使
‘
百
花
齐
放
’，
则
‘
推
陈
出
新
’
正
是
最
具

体
的
方
法
”，
要
能
“
百
家
争
鸣
”，
那
应
“
包
含
有
‘
实
事
求
是
’
的
步
骤
”。 

（
大
意
）「《「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
を
よ
り
い
っ
そ
う
展
開
せ
よ
》
を
発

表
し
、「
双
百
」
の
方
針
を
貫
徹
実
行
し
た
経
験
を
初
歩
的
に
総
括
し
た
。

「
百
花
」(

さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
の
花)

を
「
斉
放
」(

一
斉
に
咲)

か
せ
よ
う
と

す
れ
ば
、「
推
陳
出
新
」
こ
そ
が
正
に
最
も
具
体
的
な
方
法
で
あ
る
。
も
し

「
百
家
」(

さ
ま
ざ
ま
な
学
術)

の
「
争
鳴
」(

活
性
化)

を
可
能
に
し
よ
う
と
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す
る
な
ら
、「
実
事
求
是
」(

事
実
に
即
し
て
真
理
を
求
め
る)

の
段
取
り
を

ふ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
認
識
を
述
べ
た
。 

と
あ
る
。 

こ
の
「
推
陳
出
新
」
と
は
、「
古
き
を
推
し
量
り
、
新
し
い
も
の
を
出
だ
す
」

「
古
い
糟
粕
を
す
て
、
新
し
い
も
の
を
出
だ
す
」
の
両
訓
が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ

も
時
局
に
よ
っ
て
使
い
分
け
の
で
き
る
造
語
で
あ
る
。 

ま
た
こ
の
「
実
事
求
是
」
の
精
神
は
、
清
朝
考
証
学
の
空
理
空
論(

理
学)

を
批

判
す
る
思
想
を
基
と
す
る
思
想
で
も
あ
り
、
清
朝
の
当
時
、
そ
の
思
想
の
延
長
と

し
て
書
の
美
学
、
質
実
な
四
角
い
楷
書
が
尊
重
さ
れ
る
と
い
う
流
派
を
形
成
し
た

が
、
所
謂
一
九
六
〇
年
の
郭
沫
若
の
書
様
式
、「
百
花
斉
放
詩
様
式
」
に
認
め
ら

れ
る
楷
書
の
方
筆
的
要
素
は
、
そ
の
意
識
を
大
躍
進
政
策
の
反
省
と
し
て
百
花
斉

放
詩
に
盛
り
込
ま
ん
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。 

政
治
と
は
常
に
流
動
的
で
玉
虫
色
で
あ
る
が
、
政
治
や
文
学
と
違
い
、
書
は
常

に
そ
の
時
々
の
事
実
に
正
直
で
あ
り
、
そ
の
姿
が
そ
の
時
の
真
実
を
現
し
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。 

注 

１ 

天
児
慧
『
中
華
人
民
共
和
国
史
』 

岩
波
新
書 

一
九
九
九
年 

ユ
ン
・
チ

ア
ン
『
マ
オ 

誰
も
知
ら
な
か
っ
た
毛
沢
東
』 

講
談
社 

二
〇
〇
五
年
上
巻 

２ 

拙
稿
「
抗
日
勝
利
か
ら
中
華
人
民
共
和
国
建
国
期
、
百
花
斉
放
時
に
至
る
郭

沫
若
の
書
様
式
の
整
理
―
日
中
戦
争
終
結
か
ら
一
九
五
〇
年
代
後
期
の
様
式

変
遷
と
所
謂
「
郭
体
」
の
確
立
時
期
を
巡
っ
て
－
」『
京
都
語
文
』
第
二
十
三

号 

二
〇
一
六
年
十
一
月 

３ 

拙
稿
「
郭
沫
若
の
書
、
所
謂
「
郭
体
」
の
規
定
と
成
立
過
程
及
び
そ
の
時
期

を
巡
っ
て
」『
書
法
漢
学
研
究
（
二
十
一
号
）」
二
〇
一
七
年
七
月 

有
限
会
社

ア
ー
ト
ラ
イ
フ
社 

４ 

刘
涵
华
「
复
杂
心
态
的
曲
折
流
露——

郭
沫
若
《
百
花
齐
放
》
的
重
新
解
读
」

『
贵
州
社
会
科
学
』
二
〇
〇
三
年
五
月 

５ 

贾
振
勇
「
郭
沫
若
与
反
右
运
动
」『
粤
海
风
』
二
〇
〇
八
年
一
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 郭

沫
若
の
帰
国
と
廬
山
談
話
会
準
備
工
作
の
関
係
に
つ
い
て 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廖 

久
明
・
著 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
谷
秀
明
・
訳 

 

 

中
国
近
代
史
に
お
い
て
、廬
山
談
話
会
は
次
の
よ
う
な
た
い
へ
ん
重
要
な
意
義

を
持
っ
て
い
る
。 

一
、
「
国
民
党
政
府
が
対
日
抗
戦
の
道
を
歩
む
こ
と
に
お
い
て
廬
山
談
話
会
は
積

極
的
役
割
を
果
た
し
た
」 

二
、
「
廬
山
談
話
会
は
抗
日
戦
争
期
の
各
党
派
や
各
界
代
表
人
物
が
国
策
を
協
議

し
た
最
も
早
い
方
式
で
、
の
ち
に
国
民
参
政
会
の
設
置
が
議
論
さ
れ
る
さ
き
が
け

と
な
っ
た
」 

三
、
「
廬
山
談
話
会
は
多
く
の
主
張
と
提
案
を
お
こ
な
っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
正

し
く
て
世
の
た
め
に
な
る
意
見
が
少
な
か
ら
ず
、
国
民
党
当
局
の
内
外
政
策
の
再

調
整
と
確
立
に
役
だ
っ
た
」。
１ 

郭
沫
若
の
帰
国
問
題
を
考
察
す
れ
ば
、以
下
の
二
つ
の
事
は
ど
ち
ら
も
廬
山
談

話
会
の
準
備
工
作
と
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。 

一
、
当
時
行
政
院
政
務
処
長
（
当
時
の
行
政
院
院
長
は
蒋
介
石
）
の
職
に
あ
っ
た

何
廉
が
一
九
三
七
年
三
月
前
後
に
郭
沫
若
を
「
廬
山
で
行
わ
れ
る
国
事
問
題
を
議

論
す
る
会
議
の
参
加
者
」
名
簿
に
入
れ
た
こ
と
。 

二
、
一
九
三
七
年
五
月
一
七
日
、
何
廉
は
郭
沫
若
の
帰
国
を
許
す
よ
う
再
度
蒋
介

石
に
提
案
し
た
こ
と
。 

郭
沫
若
帰
国
問
題
と
廬
山
談
話
会
準
備
工
作
の
関
係
を
明
確
化
す
る
こ
と
に

                                        

          

 

１

子
道
余
『
七
七
事
変
後
の
廬
山
談
話
会
を
論
ず
』（『
档
案
与
史
学
』
１
９
９
５

年
第
３
期
） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E5%85%90%E6%85%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B2%A9%E6%B3%A2%E6%96%B0%E6%9B%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/1999%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A6%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%81%E3%82%A2%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A6%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%81%E3%82%A2%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%AA_%E8%AA%B0%E3%82%82%E7%9F%A5%E3%82%89%E3%81%AA%E3%81%8B%E3%81%A3%E3%81%9F%E6%AF%9B%E6%B2%A2%E6%9D%B1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%AC%9B%E8%AB%87%E7%A4%BE
http://gb.oversea.cnki.net/kns55/popup/knetsearchNew.aspx?sdb=CJFD&sfield=%e4%bd%9c%e8%80%85&skey=%e5%88%98%e6%b6%b5%e5%8d%8e&scode=
http://gb.oversea.cnki.net/kns55/popup/knetsearchNew.aspx?sdb=CJFD&sfield=%e4%bd%9c%e8%80%85&skey=%e5%88%98%e6%b6%b5%e5%8d%8e&scode=
http://gb.oversea.cnki.net/kns55/popup/knetsearchNew.aspx?sdb=CJFD&sfield=%e4%bd%9c%e8%80%85&skey=%e5%88%98%e6%b6%b5%e5%8d%8e&scode=
http://gb.oversea.cnki.net/kns55/detail/detail.aspx?recid=&FileName=GZSK200303020&DbName=CJFD2003&DbCode=CJFD
http://gb.oversea.cnki.net/kns55/Navi/ScdbBridge.aspx?DBCode=CJFD&BaseID=GZSK&UnitCode=&NaviLink=%e8%b4%b5%e5%b7%9e%e7%a4%be%e4%bc%9a%e7%a7%91%e5%ad%a6
http://gb.oversea.cnki.net/kns55/Navi/ScdbBridge.aspx?DBCode=CJFD&BaseID=GZSK&UnitCode=&NaviLink=%e8%b4%b5%e5%b7%9e%e7%a4%be%e4%bc%9a%e7%a7%91%e5%ad%a6
http://gb.oversea.cnki.net/kns55/Navi/ScdbBridge.aspx?DBCode=CJFD&BaseID=GZSK&UnitCode=&NaviLink=%e8%b4%b5%e5%b7%9e%e7%a4%be%e4%bc%9a%e7%a7%91%e5%ad%a6
http://gb.oversea.cnki.net/kns55/popup/knetsearchNew.aspx?sdb=CJFD&sfield=%e4%bd%9c%e8%80%85&skey=%e8%b4%be%e6%8c%af%e5%8b%87&scode=
http://gb.oversea.cnki.net/kns55/popup/knetsearchNew.aspx?sdb=CJFD&sfield=%e4%bd%9c%e8%80%85&skey=%e8%b4%be%e6%8c%af%e5%8b%87&scode=
http://gb.oversea.cnki.net/kns55/popup/knetsearchNew.aspx?sdb=CJFD&sfield=%e4%bd%9c%e8%80%85&skey=%e8%b4%be%e6%8c%af%e5%8b%87&scode=
http://gb.oversea.cnki.net/kns55/detail/detail.aspx?recid=&FileName=YHFY200801015&DbName=CJFD2008&DbCode=CJFD
http://gb.oversea.cnki.net/kns55/detail/detail.aspx?recid=&FileName=YHFY200801015&DbName=CJFD2008&DbCode=CJFD
http://gb.oversea.cnki.net/kns55/detail/detail.aspx?recid=&FileName=YHFY200801015&DbName=CJFD2008&DbCode=CJFD
http://gb.oversea.cnki.net/kns55/Navi/ScdbBridge.aspx?DBCode=CJFD&BaseID=YHFY&UnitCode=&NaviLink=%e7%b2%a4%e6%b5%b7%e9%a3%8e
http://gb.oversea.cnki.net/kns55/Navi/ScdbBridge.aspx?DBCode=CJFD&BaseID=YHFY&UnitCode=&NaviLink=%e7%b2%a4%e6%b5%b7%e9%a3%8e
http://gb.oversea.cnki.net/kns55/Navi/ScdbBridge.aspx?DBCode=CJFD&BaseID=YHFY&UnitCode=&NaviLink=%e7%b2%a4%e6%b5%b7%e9%a3%8e
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よ
っ
て
、
郭
沫
若
の
帰
国
に
お
い
て
「
共
産
党
の
功
績
は
否
定
で
き
な
い
」
２

と

い
っ
た
説
は
疑
う
余
地
が
あ
る
こ
と
を
角
度
を
換
え
て
証
明
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
人
々
の
廬
山
談
話
会
準
備
工
作
に
対
す
る
認
識
不
足
を
埋
め
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

一
、
一
九
三
七
年
三
月
：
何
廉
が
郭
沫
若
を
参
加
者
名
簿
に
入
れ
る 

  

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
何
廉
は
回
想
記
の
中
で
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

 

三
月
の
前
後
、
孔
祥
熙
が
英
国
出
張
に
出
発
す
る
前
、
委
員
長
は
翁
文

灝
と
私
に
上
海
に
面
会
に
来
る
よ
う
に
命
じ
た
。
そ
れ
以
前
に
は
、
委
員

長
が
郷
里
か
ら
南
京
に
来
て
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
の
会
議
に
出
席
し

た
際
、
私
た
ち
に
「
廬
山
で
お
こ
な
う
国
事
を
議
論
す
る
会
議
に
政
府
は

誰
を
招
待
す
べ
き
だ
と
考
え
る
か
、
そ
の
名
簿
を
準
備
せ
よ
」
と
指
示
を

出
し
て
い
た
。
私
た
ち
は
各
界
の
人
物
を
記
載
し
た
名
簿
を
策
定
し
た
。

上
海
へ
行
き
委
員
長
に
会
っ
た
時
、
私
た
ち
は
こ
の
名
簿
の
草
案
を
提
出

し
た
。
私
は
名
簿
に
郭
沫
若
の
名
が
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
が
、
彼

が
共
産
党
員
か
ど
う
か
は
私
た
ち
に
は
は
っ
き
り
と
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

委
員
長
は
郭
沫
若
の
名
を
見
て
、「
お
お
、
こ
れ
は
よ
い
。
こ
の
人
物
に
つ

い
て
私
は
十
分
わ
か
っ
て
い
る
」
と
言
っ
た
。
委
員
長
は
私
た
ち
に
、
こ

の
人
物
は
今
ど
こ
に
い
る
の
か
と
尋
ね
た
。
私
は
、
一
九
三
三
年
に
東
京

で
彼
に
会
っ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
現
在
ど
こ
に
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
と

答
え
た
。
名
簿
に
は
上
海
の
帮
会
の
頭
目
杜
月
笙
の
名
も
入
れ
た
が
、
委

                                        

          

 

２ 

沈
鵬
年
『
共
産
党
の
功
は
没
す
べ
か
ら
ず
―
―
再
び
郭
沫
若
の
帰
国
問
題
を
論

ず
』（『
行
雲
流
水
記
往
（
上
）』
上
海
三
聯
書
店
，
２
０
０
９
年
，
１
８
３
～

１
８
４
頁
）。
こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
『
郭
沫
若
帰
国
抗
戦
縁
由
考
』（『
中
国

現
代
文
学
研
究
叢
刊
』
２
０
１
３
年
第
９
期
）
に
自
分
の
考
え
を
述
べ
た
。 

員
長
は
そ
れ
に
つ
い
て
喜
ん
だ
様
子
で
あ
っ
た
。
３ 

 

「
委
員
長
が
郷
里
か
ら
南
京
に
来
て
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
の
会
議
に
出

席
し
た
際
」
と
い
う
記
載
か
ら
知
れ
る
の
は
、
蒋
介
石
は
奉
化
か
ら
南
京
に
戻
る

以
前
に
す
で
に
、
廬
山
で
「
国
事
を
議
論
す
る
会
議
」
を
開
催
す
る
予
定
を
し
て

い
た
こ
と
だ
。 

い
ま
、
私
た
ち
は
『
蒋
中
正
総
統
擋
案
：
事
略
稿
本
』（
以
下
『
事
略
稿
本
』

と
称
す
）
に
基
づ
い
て
蒋
介
石
が
翁
文
灝
、
何
廉
に
「
廬
山
で
お
こ
な
う
国
事
を

議
論
す
る
会
議
」
の
名
簿
の
起
草
を
指
示
し
た
時
間
を
考
察
し
て
み
よ
う
。 

一
九
三
六
年
一
二
月
二
六
日
、「
午
前
九
時
四
五
分
、（
蒋
中
正
）
公
は
夫
人
お

よ
び
宋
子
文
、
張
学
良
と
と
も
に
洛
陽
か
ら
飛
行
機
で
飛
び
立
ち
、
昼
の
一
二
時

二
〇
分
に
南
京
に
着
い
た
」。 

一
二
月
三
〇
日
、「
次
の
各
項
目
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
考
え
た
。一
、

日
本
お
よ
び
ソ
連
に
対
す
る
態
度
。
二
、
共
産
党
に
対
す
る
方
針
。
三
、
力
行
社

に
対
す
る
方
針
、
新
た
に
組
織
す
る
幹
部
に
対
す
る
方
針
」。
４ 

一
九
三
七
年
一
月
二
日
、「
公
は
午
前
七
時
半
に
各
同
志
と
あ
ら
ゆ
る
手
は
ず

を
整
え
た
の
ち
、
八
時
半
に
南
京
か
ら
飛
行
機
で
郷
里
に
戻
っ
た
」。 

一
月
四
日
、「
公
は
連
日
共
産
党
に
対
し
て
の
策
略
を
考
え
、
そ
れ
を
日
記
に

特
記
し
た
。
共
産
党
に
対
し
て
逃
げ
道
を
与
え
る
べ
き
で
あ
り
、
相
当
な
条
件
で

こ
れ
を
受
け
入
れ
る
べ
き
だ
が
、
範
囲
だ
け
は
厳
守
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
の

よ
し
。
ま
た
、
幹
部
の
再
組
織
、
各
党
各
派
と
各
界
名
士
と
の
融
和
、
国
民
代
表

大
会
の
期
日
、
政
府
の
改
組
お
よ
び
党
内
の
年
長
者
や
親
類
縁
者
の
配
置
等
の
問

題
を
考
え
た
」。 

                                        

          

 

３ 

朱
佑
慈
、
楊
大
寧
、
胡
隆
昶
訳
『
何
廉
回
憶
録
』（
北
京
、
中
国
文
史
出
版
社
、

１
９
８
８
年
）
１
２
４
頁 

４ 

高
素
蘭
編
注
『
蒋
中
正
総
統
档
案
：
事
略
稿
本
』
第
３
９
巻
（
台
北
、
国
史
館
、

２
０
０
９
年
）
６
１
８
～
６
５
９
頁 
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二
月
二
日
、「
一
〇
時
半
、
慈
庵
か
ら
出
発
す
る
。
一
二
時
半
、
新
昌
の
大
仏

寺
に
到
着
、
実
に
す
ば
ら
し
い
景
勝
地
で
あ
る
。
午
後
四
時
過
ぎ
に
杭
州
に
到
着
」。 

二
月
一
〇
日
、「
公
は
昨
日
杭
州
か
ら
上
海
に
到
着
し
た
」。 

二
月
一
四
日
、「
午
前
、
上
海
か
ら
飛
行
機
で
南
京
に
戻
る
」。 

二
月
一
五
日
、「
本
日
第
五
期
中
央
執
行
委
員
会
第
三
回
全
体
会
議
が
開
幕
す

る
が
、
公
は
背
中
の
痛
み
の
た
め
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
午
後
、
戴
伝
賢
、
居
正
、

葉
楚
傖
、
邵
力
子
、
陳
布
雷
ら
と
会
見
、
提
案
と
宣
言
の
こ
と
を
相
談
し
た
」。 

三
月
六
日
、「
夜
、
軍
艦
に
乗
船
し
上
流
へ
向
か
う
」。
５ 

こ
れ
ら
を
何
廉
の
回
想
文
と
突
き
合
わ
せ
る
と
、以
下
の
二
点
が
推
測
さ
れ
る
。 

一
、
遅
く
と
も
一
九
三
七
年
一
月
四
日
に
は
、
蒋
介
石
は
「
各
党
各
派
と
各
界

名
士
の
融
合
」
を
目
的
と
し
た
廬
山
談
話
会
を
実
施
す
る
問
題
を
す
で
に
考
え
て

お
り
、
そ
の
日
の
「
公
は
連
日
～
考
え
」
と
一
九
三
六
年
一
二
月
三
〇
日
の
記
載

か
ら
、
我
々
は
少
な
く
と
も
、
蒋
介
石
が
廬
山
談
話
会
の
実
施
を
考
え
た
最
初
の

時
間
を
一
九
三
六
年
一
二
月
三
〇
日
と
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

二
、蒋
介
石
が
翁
文
灝
、何
廉
に「
廬
山
で
実
施
す
る
国
事
を
議
論
す
る
会
議
」

の
名
簿
を
起
草
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
時
間
の
範
囲
は
一
九
三
七
年
二
月
一
四

日
か
ら
三
月
六
日
ま
で
で
あ
り
、
当
時
翁
文
灝
が
行
政
院
秘
書
長
、
何
廉
が
政
務

処
長
で
あ
っ
た
た
め
、
行
政
院
院
長
の
蒋
介
石
が
南
京
に
戻
っ
た
時
、
彼
ら
が
す

ぐ
に
謁
見
す
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
蒋
介
石
が
翁
文
灝
、
何
廉

に
参
加
者
名
簿
を
起
草
す
る
よ
う
指
示
し
た
時
間
は
一
九
三
七
年
二
月
中
旬
の

後
半
で
あ
る
。 

で
は
、
翁
文
灝
、
何
廉
が
郭
沫
若
を
参
加
者
名
簿
に
入
れ
た
理
由
を
考
察
し
て

み
よ
う
。 

一
九
三
七
年
二
月
二
二
日
、
国
民
党
第
五
期
三
中
全
会
が
幕
を
閉
じ
た
。
閉
会

後
、
蒋
介
石
は
言
論
開
放
、
人
材
集
中
、
政
治
犯
の
赦
免
に
つ
い
て
中
央
社
記
者

                                        

          

 

５ 

王
正
華
編
輯
『
蒋
中
正
総
統
档
案
：
事
略
稿
本
』
第
４
０
巻
（
台
北
、
国
史
館
、

２
０
１
０
年
）
８
～
２
４
２
頁 

の
質
問
を
受
け
た
。
人
材
集
中
と
い
う
問
題
に
回
答
す
る
際
、
蒋
介
石
は
こ
の
よ

う
に
述
べ
た
。 

 

政
治
の
面
か
ら
言
え
ば
、
中
央
は
十
年
来
、
党
外
の
有
能
な
人
材
を
招

聘
し
た
こ
と
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
。
事
実
上
、
民
国
十
三
年
以
前

の
各
党
派
に
対
し
て
つ
と
に
蔑
視
す
る
こ
と
な
く
、
い
わ
ん
や
排
斥
す
る

意
図
な
ど
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
国
内
の
真
の
学
識
と
愛
国
の
情
熱
を
持

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

っ
た
知
識
人
、
そ
し
て
大
学
教
授
に
関
し
て
は
、
い
っ
そ
う
虚
心
に
物
事

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

を
相
談
し
、
極
め
て
尊
重
し
て
い
た
。
そ
し
て
彼
ら
が
教
育
文
化
、
政
治

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

経
済
の
各
種
建
設
に
お
い
て
で
き
る
だ
け
貢
献
し
、
有
用
な
青
年
を
育
成

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

し
、
建
国
の
大
業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
を
切
望
し
た
。

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
よ
っ
て
、
人
材
集

中
と
い
う
こ
と
は
中
央
の
一
貫
し
た
方
針
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
く
、
今

後
は
そ
の
充
分
な
実
現
を
い
っ
そ
う
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
お
よ
そ
真
に

国
を
愛
し
同
じ
目
標
の
も
と
で
国
家
の
た
め
に
奮
闘
す
る
者
は
、
当
然
な

が
ら
尊
重
さ
れ
、
か
つ
ま
た
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

翌
日
、『
大
公
報
』
は
「
蒋
委
員
長
は
重
要
談
話
を
発
表
し
た
：
中
央
は
言
論

の
自
由
を
尊
重
し
人
材
を
集
中
さ
せ
建
設
に
力
を
尽
く
し
、
政
治
犯
が
過
ち
を
悔

い
改
め
や
り
直
す
な
ら
ば
寛
容
な
処
分
を
与
え
る
」
と
題
し
て
蒋
介
石
の
談
話
を

発
表
し
た
。
あ
る
学
者
は
、
傍
点
を
付
し
た
部
分
の
文
章
が
「
廬
山
談
話
会
を
実

施
す
る
理
由
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
」
６

と
考
え
て
い
る
。 

先
に
『
事
略
稿
本
』
の
記
載
に
基
づ
き
蒋
介
石
が
翁
、
何
に
参
加
者
名
簿
の
起

草
を
指
示
し
た
時
間
は
一
九
三
七
年
二
月
中
旬
後
半
で
あ
る
と
推
論
し
た
が
、
蒋

介
石
が
重
要
談
話
を
発
表
し
た
時
間
は
二
月
二
二
日
で
あ
り
、
両
者
を
結
び
つ
け

                                        

          

 

６ 

徐
希
軍
『
理
想
主
義
：
胡
適
国
際
政
治
思
想
研
究
』（
合
肥
、
合
肥
工
業
大
学

出
版
社
、
２
０
０
８
年
）
１
１
１
頁 
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る
と
、
指
示
し
た
時
間
を
一
九
三
七
年
二
月
中
・
下
旬
と
確
定
で
き
る
。
考
証
に

基
づ
く
と
、
翁
文
灝
、
何
廉
が
参
加
者
名
簿
を
蒋
介
石
に
対
面
提
示
し
た
時
間
は

一
九
三
七
年
三
月
八
日
か
ら
三
月
九
日
午
前
ま
で
の
ど
こ
か
の
時
間
で
あ
る
。
７ 

あ
る
研
究
者
は
、
国
民
政
府
が
胡
適
を
廬
山
談
話
会
に
招
致
し
た
こ
と
は
「
象

徴
的
な
意
義
を
持
つ
」
８ 

と
指
摘
す
る
。
胡
適
と
比
較
し
て
言
う
な
ら
、
郭
沫
若

は
か
つ
て
「
今
日
の
蒋
介
石
を
見
よ
」
を
書
き
、
南
昌
蜂
起
に
も
参
加
し
た
こ
と

が
あ
る
…
…
も
し
郭
沫
若
を
帰
国
さ
せ
廬
山
談
話
会
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
国
民
政
府
は
今
確
か
に
「
過
去
の
わ
だ
か
ま
り
を
捨
て
と
も
に
国
難
に

向
か
う
」
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
ま
ち
が
い
な
く
天
下
の
人
々
に
示
す
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
象
徴
的
意
義
は
胡
適
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
い
は
ず
で
あ
る
！
蒋
介

石
が
翁
文
灝
、
何
廉
の
起
草
し
た
「
廬
山
で
実
施
す
る
国
事
を
議
論
す
る
会
議
」

参
加
者
名
簿
に
郭
沫
若
の
名
が
あ
る
の
を
見
た
あ
と
「
お
お
、
こ
れ
は
よ
い
。
こ

の
人
物
に
つ
い
て
私
は
十
分
わ
か
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
の
は
、
こ
れ
が
理
由
で

あ
る
に
違
い
な
い
。 

 

二
、
一
九
三
七
年
五
月
一
七
日
：
何
廉
が
郭
沫
若
帰
国
の
許
可
を
再
び
蒋
介
石

に
提
案
す
る 

 

一
九
三
七
年
五
月
一
八
日
、郁
達
夫
は
郭
沫
若
に
次
の
よ
う
な
手
紙
を
出
し
た
。 

 

今
朝
南
京
か
ら
電
報
が
来
て
、
手
紙
を
出
す
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
委
員

長
は
あ
な
た
を
頼
り
に
し
て
い
る
の
で
、
速
や
か
に
帰
国
さ
れ
た
し
と
の

こ
と
で
あ
る
。
私
は
自
分
の
奔
走
が
功
を
奏
し
た
こ
と
喜
び
に
た
え
ず
、

                                        

          

 

７ 

廖
久
明「
郭
沫
若
帰
国
と
何
廉
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
」（『
新
文
学
史
料
』

２
０
１
５
年
第
３
期
） 

８ 

徐
希
軍
『
理
想
主
義
：
胡
適
国
際
政
治
思
想
研
究
』（
合
肥
、
合
肥
工
業
大
学

出
版
社
、
２
０
０
８
年
）
１
１
２
頁 

さ
っ
そ
く
航
空
便
一
通
、
普
通
便
一
通
を
出
す
。
一
方
で
南
京
に
打
電
し
、

ま
ず
指
名
手
配
を
取
り
消
し
、
そ
れ
か
ら
一
日
も
早
く
出
発
で
き
る
よ
う

に
日
本
へ
の
渡
航
費
を
多
め
に
送
金
し
て
く
れ
る
よ
う
願
い
出
た
。
強
い

隣
国
の
圧
力
や
ま
ず
、
国
家
の
危
機
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
。
大
団
結
に

よ
り
外
患
を
制
御
す
る
こ
と
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
不
変
の
条
理
で
あ
る
。

兄
は
き
っ
と
私
が
余
計
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
は
見
な
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
手
紙
が
到
着
す
る
頃
に
は
、
き
っ
と
南
京
は
直
接
兄
に
対
し
意
思
表

示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
即
日
旅
装
を
整
え
、
と
に
か
く
帰
国
の
途
に
つ
い

て
く
れ
た
ま
え
。
ま
た
出
発
の
前
に
電
報
で
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
私

は
上
海
で
あ
な
た
を
待
ち
、
南
京
に
同
行
す
る
。
こ
の
事
の
経
緯
は
一
言

で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
。
お
会
い
し
て
か
ら
お
話
し
し
よ
う
。
９ 

 

こ
の
手
紙
の
中
で
郁
達
夫
は
自
ら
の
「
奔
走
が
功
を
奏
し
た
」
た
め
に
「
喜
び

に
た
え
」な
い
心
情
を
抑
え
が
た
か
っ
た
が
、こ
れ
は
郁
達
夫
が
そ
れ
ま
で
に「
奔

走
」
し
た
困
難
の
程
度
と
関
係
が
あ
る
。 

一
九
三
六
年
末
、
日
本
政
府
の
「
対
支
文
化
事
業
」（
あ
る
い
は
「
東
方
文
化

事
業
」
と
訳
さ
れ
る
）
基
金
の
援
助
に
よ
り
、
郁
達
夫
は
日
本
へ
行
っ
て
い
る
。

１
０ 

日
本
に
い
た
期
間
中
、「
一
一
月
中
旬
、
一
一
月
二
四
日
、
一
一
月
二
九
日

の
郭
沫
若
と
の
三
度
の
接
触
は
郁
達
夫
に
き
っ
と
次
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
た

で
あ
ろ
う
。
祖
国
へ
の
思
い
を
抱
く
郭
沫
若
は
日
本
で
特
高
警
察
の
監
視
を
受
け
、

気
持
ち
が
ふ
さ
ぎ
込
ん
で
い
て
、
生
活
も
困
窮
し
、
現
状
に
極
め
て
不
満
を
持
っ

て
い
る
。
一
二
月
五
日
の
自
分
の
講
演
が
禁
止
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
印
象
は
一
層

深
ま
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
っ
た
状
況
下
で
、
郁
達
夫
に
郭
沫
若
を
帰
国

                                        

          

 

９ 

『
郁
達
夫
書
信
集
』（
杭
州
、
浙
江
文
芸
出
版
社
、
１
９
８
７
年
）
１
６
７
頁 

１
０ 

武
継
平
「
一
九
三
六
年
郁
達
夫
訪
日
史
実
新
考
」（『
中
国
文
化
研
究
』
２
０

１
０
年
第
１
期
），
李
麗
君
「
郁
達
夫
一
九
三
六
年
訪
日
新
史
料
―
―
近
年
日

本
外
務
省
解
密
档
案
考
」（『
現
代
中
文
学
刊
』
２
０
１
１
年
第
５
期
） 
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さ
せ
よ
う
と
い
う
考
え
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
」。
１
１ 

帰

国
後
、
郁
達
夫
は
す
ぐ
さ
ま
郭
沫
若
の
帰
国
の
た
め
に
「
奔
走
」
し
て
い
る
。
最

初
の
「
奔
走
」
の
結
果
は
こ
う
で
あ
っ
た
。 

 
一
九
三
七
年
三
月
の
あ
る
日
の
午
前
、
勤
務
終
了
に
近
づ
い
た
頃
、
達

夫
先
生
は
文
書
封
筒
を
手
に
持
ち
私
の
机
の
前
に
や
っ
て
き
て
、
最
近
文

章
の
執
筆
と
付
き
合
い
に
甚
だ
忙
し
い
の
で
、
私
に
急
ぎ
の
書
簡
を
代
筆

し
て
ほ
し
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
の
文
書
を
開
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
機

密
文
書
で
あ
っ
た
。
一
枚
は
陳
儀
が
当
時
の
行
政
院
政
務
処
長
蒋
廷
黻
に

宛
て
た
書
簡
で
あ
り
、
郭
沫
若
先
生
の
帰
国
定
住
を
許
可
し
て
も
よ
い
か

蒋
介
石
に
指
示
を
請
う
よ
う
に
彼
に
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
も
う
一
枚

は
そ
の
即
座
の
返
信
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、「
蒋
介
石
の
許
可
を
得
た
が
、

『
逸
脱
行
動
』
は
認
め
ら
れ
ず
、
福
州
に
居
住
し
陳
儀
に
監
視
さ
せ
る
」

と
の
文
言
が
あ
っ
た
。
達
夫
先
生
は
、
烏
山
路
の
か
つ
て
蒋
光
鼐
が
福
建

省
主
席
の
任
に
あ
っ
た
時
に
住
ん
で
い
た
私
邸
（
す
で
に
国
有
財
産
と
さ

れ
て
い
る
）
を
郭
の
住
居
と
定
め
、
保
護
と
監
視
の
任
務
を
請
け
負
う
こ

と
を
蒋
廷
黻
宛
て
に
通
知
す
る
書
信
を
、
私
に
代
筆
さ
せ
た
。
ま
た
書
信

中
に
は
そ
の
家
屋
が
洋
式
の
二
階
建
て
一
棟
の
建
物
で
烏
山
の
麓
に
独
立

し
て
建
っ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
書
信
の
具
体
的
内
容
は
陳
儀
の

「
手
諭
」
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
だ
っ
た
。
書
き
終
わ
っ
た
あ
と
審
査
の

た
め
達
夫
先
生
に
提
出
し
た
の
で
、
そ
の
あ
と
の
状
況
は
知
る
す
べ
が
な

い
。
し
か
し
そ
の
後
長
ら
く
郭
老
が
帰
国
し
た
と
い
う
情
報
を
聞
か
な
か

っ
た
。
私
も
尋
ね
る
こ
と
は
は
ば
か
ら
れ
た
―
―
こ
の
事
を
知
る
も
の
は

多
く
な
い
。
１
２ 

                                        

          

 

１
１ 

廖
久
明
「
郁
達
夫
一
九
三
六
年
末
の
日
本
行
と
郭
沫
若
帰
国
の
関
係
に
つ
い

て
」（『
中
国
現
代
文
学
研
究
叢
刊
』
２
０
１
０
年
第
２
期
） 

１
２ 

蔡
聖
焜
「
福
州
に
お
け
る
郁
達
夫
先
生
を
憶
う
」（『
回
憶
郁
達
夫
』、
長
沙
、

 

郁
達
夫
は
一
九
三
六
年
一
二
月
六
日
に
日
本
で
郭
沫
若
に
帰
国
を
勧
め
た
と

き
、
郭
沫
若
は
逆
に
郁
達
夫
に
「
俗
吏
の
よ
う
な
事
柄
に
と
ら
わ
れ
る
よ
り
も
、

い
つ
い
か
な
る
場
合
に
も
自
ら
の
作
家
と
し
て
の
生
命
力
を
豊
か
に
す
る
べ
き

だ
」
と
諭
し
て
い
る
。
１
３ 

い
ま
、
何
廉
が
陳
儀
に
送
っ
た
手
紙
の
内
容
は
「
蒋

介
石
の
許
可
を
得
た
が
、『
逸
脱
行
動
』
は
認
め
ら
れ
ず
、
福
州
に
居
住
し
陳
儀

に
監
視
さ
せ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
郁
達
夫
は
、
こ
の
よ
う
な
条
件
で
は

郭
沫
若
は
帰
国
し
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
後
の
二
通
の

手
紙
の
中
で
は
「
一
、
二
の
事
を
簡
単
に
伝
え
る
し
か
な
く
、
事
柄
が
熟
し
て
い

な
い
た
め
に
、
あ
か
ら
さ
ま
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
次
の
よ
う
に
郁
達
夫
は
再
び
「
奔
走
」
す
る
ほ
か
な

か
っ
た
。 

 

一
九
三
七
年
四
月
二
八
日
、
郁
達
夫
は
福
建
の
馬
尾
を
発
ち
、
航
空
学

校
の
卒
業
式
に
参
加
す
る
た
め
に
杭
州
へ
向
か
っ
た
。
杭
州
に
着
い
た
の

は
四
月
三
〇
日
で
あ
る
。『
回
程
日
記
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
四
月
三
〇
日

か
ら
五
月
四
日
ま
で
の
五
日
の
間
に
、
郁
達
夫
は
軍
事
委
員
会
委
員
長
侍

従
室
第
一
処
主
任
兼
侍
衛
長
銭
大
鈞
、
国
民
党
宣
伝
部
部
長
邵
力
子
、
浙

江
省
教
育
庁
長
許
紹
棣
、
国
民
政
府
航
空
委
員
会
主
任
委
員
（
委
員
長
は

蒋
介
石
が
兼
任
）
周
至
柔
ら
党
と
政
府
の
要
人
と
宴
席
を
共
に
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
銭
大
鈞
と
宴
席
を
共
に
す
る
回
数
が
最
も
多
か
っ
た
。
五
月
一

                                        

                                        

                    

 
湖
南
文
芸
出
版
社
、１
９
８
６
年
、３
６
９
頁
）。説
明
の
必
要
が
あ
る
の
は
、

陳
義
が
手
紙
を
書
い
た
相
手
は
何
廉
で
あ
る
べ
き
で
、
蒋
廷
黻
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
。 

１
３ 

郭
沫
若
「
達
夫
の
来
訪
」（『
抱
箭
集
』、
上
海
、
海
燕
書
店
、
１
９
４
９
年
、

２
９
６
頁
） 
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日
、「
昼
に
慕
尹
主
任
夫
婦
と
楼
外
楼
に
て
小
飲
、
た
ま
た
ま
力
子
先
生
が

上
海
か
ら
来
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
出
会
い
、
招
い
て
同
席
す
る
。
午
後
三
時

に
解
散
」。
五
月
二
日
、「
夜
、
紹
棣
が
招
待
し
、
慕
尹
主
任
夫
婦
と
三
義

楼
で
食
事
。
食
事
後
、
皆
で
東
南
日
報
館
に
行
き
話
劇
『
狄
四
娘
』
を
観

る
。
十
時
す
ぎ
に
解
散
」。
五
月
三
日
、「
夕
刻
、
銭
主
任
と
約
束
し
王
潤

興
へ
行
き
夕
食
。
同
席
者
は
み
な
航
空
の
健
将
で
、
九
時
頃
ま
で
飲
む
。

大
い
に
酔
う
」。
１
４ 

 

こ
の
度
の
「
奔
走
」
を
経
て
、
つ
い
に
五
月
一
八
日
朝
、「
手
紙
を
出
す
よ
う

に
言
わ
れ
た
。
委
員
長
は
あ
な
た
を
頼
り
に
し
て
い
る
の
で
、
速
や
か
に
帰
国
さ

れ
た
し
と
の
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
の
「
南
京
か
ら
の
打
電
」
に
接

し
た
た
め
、
郁
達
夫
は
「
喜
び
に
た
え
」
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
不
思
議
な
こ
と
は
、軍
事
委
員
会
委
員
長
侍
従
室
第
一
処
主
任
兼
侍
衛

長
の
銭
大
鈞
は
一
九
三
七
年
三
月
に
休
暇
が
明
け
て
以
降
、
ず
っ
と
蒋
介
石
の
身

辺
に
付
き
従
っ
て
お
り
１
５

、
も
し
彼
が
郭
沫
若
の
帰
国
の
件
を
進
言
し
よ
う
と

し
て
い
た
な
ら
、
結
果
が
出
る
の
に
こ
ん
な
に
長
い
時
間
は
か
か
ら
な
い
は
ず
だ
。 

以
下
の
回
想
文
を
見
る
と
、
五
月
一
八
日
朝
の
「
南
京
か
ら
の
打
電
」
は
や
は

り
何
廉
と
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

五
月
末
の
前
後
、
委
員
長
が
南
京
に
戻
り
行
政
院
長
に
復
職
し
た
と
き
、

私
は
委
員
長
に
会
見
し
報
告
を
お
こ
な
っ
た
。
ほ
か
の
些
事
を
除
け
ば
、

お
も
に
述
べ
た
の
は
私
が
知
り
得
た
資
源
委
員
会
に
関
す
る
状
況
で
あ
っ

                                        

          

 

１
４ 

廖
久
明
「
郭
沫
若
帰
国
と
何
廉
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
」（『
新
文
学
史

料
』
２
０
１
５
年
第
３
期
） 

１
５ 

陳
布
雷
『
陳
布
雷
回
憶
録
』（
台
南
、
王
家
出
版
社
有
限
公
司
、
１
９
８
９

年
）
１
６
７
頁
。
西
安
事
変
後
の
し
ば
ら
く
の
間
、
銭
大
鈞
は
「
胸
部
の
銃

傷
の
た
め
在
宅
療
養
し
て
い
た
」（『
陳
布
雷
回
憶
録
』
１
６
４
頁
）。 

た
。
…
… 

委
員
長
は
牯
嶺
に
行
く
前
、
南
京
に
は
数
日
滞
在
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

夏
の
最
も
暑
い
数
カ
月
は
、
委
員
長
と
政
府
、
特
に
行
政
院
は
、
牯
嶺
と

い
う
避
暑
地
に
行
き
事
務
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
だ
南
京
に
い
る
時
に
、
委

員
長
は
私
を
呼
び
出
し
、
南
京
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
次
第
、
す
ぐ
に

牯
嶺
へ
行
っ
て
、
委
員
長
お
よ
び
ほ
か
の
者
と
牯
嶺
国
事
会
議
の
準
備
を

す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
翁
文
灝
と
私
は
か
つ
て
こ
の
会
議
の
参
加
者
名
簿

を
起
草
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
１
６ 

 

何
廉
の
回
想
文
と
合
わ
せ
、『
事
略
稿
本
』
中
の
関
連
す
る
記
載
を
見
て
み
よ

う
。 五

月
一
六
日
、「
一
一
時
半
、
上
海
か
ら
南
京
に
飛
ぶ
。
午
後
、
王
寵
恵
部
長

ら
と
談
話
す
る
」。
五
月
二
三
日
、「
正
午
、
軍
艦
に
乗
船
、
南
京
よ
り
九
江
に
渡

航
」。
五
月
二
六
日
、「
金
井
よ
り
牯
嶺
に
向
か
う
」。
１
７ 

こ
こ
か
ら
、
蒋
介
石
が
五
月
一
六
日
に
南
京
に
戻
っ
た
あ
と
、
何
廉
が
面
会
に

行
き
状
況
を
報
告
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
蒋
介
石
が
「
牯
嶺
国
事
会
議
」
を
話
題

に
し
た
と
き
、
何
廉
は
再
び
郭
沫
若
の
件
に
触
れ
、
蒋
介
石
の
許
可
を
得
た
の
で

あ
る
。「
南
京
か
ら
の
打
電
」
の
日
時
が
五
月
一
八
日
朝
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推

測
で
き
る
の
は
、
何
廉
が
郭
沫
若
帰
国
の
件
を
再
度
蒋
介
石
に
進
言
し
た
日
時
は

蒋
介
石
が
南
京
に
戻
っ
た
翌
日
、
す
な
わ
ち
五
月
一
七
日
で
あ
る
こ
と
だ
。 

 

三
、
一
九
三
七
年
六
月
上
、
中
旬
：
逮
捕
令
取
り
消
し
問
題
に
よ
り
郭
沫
若
は

最
終
的
に
廬
山
談
話
会
参
加
者
名
簿
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

                                        

          

 

１
６ 

朱
佑
慈
、
楊
大
寧
、
胡
隆
昶
訳
『
何
廉
回
憶
録
』
１
２
５
～
１
２
６
頁 

１
７ 

王
正
華
編
輯
『
蒋
中
正
総
統
档
案
：
事
略
稿
本
』
第
４
０
巻 

３
２
５
～
３

５
１
頁 
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郁
達
夫
は
五
月
一
八
日
に
郭
沫
若
に
手
紙
を
書
い
た
翌
日
、さ
ら
に
郭
の
七
番

目
の
妹
の
夫
で
あ
る
胡
灼
三
に
一
通
の
手
紙
を
出
し
て
い
る
。 

 
お
手
紙
拝
読
し
ま
し
た
。
少
し
余
裕
が
で
き
た
の
で
書
い
て
い
ま
す
。

沫
若
の
事
、
す
で
に
中
央
と
話
が
つ
き
、
逮
捕
令
を
取
り
消
し
、
即
日
中

国
に
渡
航
し
職
務
に
就
く
よ
う
命
令
が
下
っ
て
い
ま
す
。
私
は
昨
日
手
紙

を
出
し
、
中
央
に
資
金
を
多
く
送
金
す
る
よ
う
に
依
頼
し
ま
し
た
。
中
央

は
彼
が
疑
念
を
抱
く
こ
と
を
恐
れ
、
私
に
彼
あ
て
の
手
紙
を
書
く
よ
う
求

め
た
の
で
、
私
は
速
達
の
手
紙
を
二
通
出
し
ま
し
た
。
こ
の
手
紙
を
見
た

後
、
彼
が
安
心
し
て
戻
っ
て
こ
れ
る
よ
う
に
、
あ
な
た
も
彼
に
速
達
を
一

通
出
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
郁
某
は
決
し
て
友
を
売
る
よ
う

な
人
間
で
は
な
い
、
戻
っ
て
き
て
も
よ
い
の
だ
、
と
だ
け
言
っ
て
く
だ
さ

い
。 返

信
無
用
、
時
節
柄
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
１
８ 

 

六
月
二
一
日
、郭
沫
若
は
胡
灼
三
に
宛
て
た
手
紙
で
こ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

 

先
月
二
十
三
日
の
手
紙
と
最
近
妹
か
ら
来
た
手
紙
、
ど
ち
ら
も
受
け
取

り
ま
し
た
。
郁
君
も
福
州
か
ら
手
紙
を
よ
こ
し
ま
し
た
（
五
月
十
八
日
）。

た
だ
言
及
さ
れ
た
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
今
に
至
る
ま
で
消
息
が
な
く
、

そ
の
た
め
長
く
お
返
事
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
ぞ
お
許
し
く
だ
さ
い
。 

…
…
…
… 

出
処
進
退
に
つ
い
て
は
私
自
身
に
考
え
が
あ
り
、
ど
う
か
あ
ま
り
お
気

に
な
さ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
将
来
も
し
帰
国
す
る
時
に
は
、
も
ち
ろ
ん

お
手
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
良
き
出
会
い
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。
１
９ 

                                        

          

 

１
８ 

『
郁
達
夫
書
信
集
』
１
６
８
頁 

１
９ 

黄
淳
浩
編
『
郭
沫
若
書
信
集
』
上
冊
（
北
京
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
１

 

こ
の
手
紙
か
ら
知
れ
る
こ
と
は
、胡
灼
三
が
郁
達
夫
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
の

ち
、五
月
二
三
日
に
郭
沫
若
に
手
紙
を
一
通
出
し
た
が
、郭
沫
若
帰
国
の
件
は「
そ

の
後
今
に
至
る
ま
で
消
息
が
な
く
」、
よ
っ
て
「
長
く
返
事
を
し
な
か
っ
た
」、
そ

こ
で
郭
沫
若
の
七
番
め
の
妹
の
郭
葆
貞
が
ま
た
手
紙
を
書
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
郭
沫
若
は
返
事
を
書
く
し
か
な
か
っ
た
。
わ
び
る

気
持
ち
を
表
す
と
同
時
に
、
彼
ら
に
「
出
処
進
退
に
つ
い
て
は
私
自
身
に
考
え
が

あ
り
、
ど
う
か
あ
ま
り
お
気
に
な
さ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
将
来
も
し
帰
国
す
る

時
に
は
、
も
ち
ろ
ん
お
手
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
良
き
出
会
い
と
な
り
ま
す
よ

う
に
」
と
告
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
手
紙
か
ら
、
郁
達
夫
が
何
廉
に
返
信
を
打
電

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
は
逆
に
「
そ
の
後
今
に
到
る
ま
で
消
息
が
な
」
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

こ
れ
は
そ
も
そ
も
ど
う
い
う
原
因
だ
っ
た
の
か
。
次
の
二
つ
の
文
を
見
れ
ば
、

そ
の
真
相
が
は
っ
き
り
す
る
。 

 

今
年
五
月
（
按
：
旧
暦
で
あ
ろ
う
）、
廬
山
に
て
、
慕
尹
、
公
洽
、
淬
廉

ら
諸
氏
と
あ
な
た
の
こ
と
を
話
し
た
。
み
な
あ
な
た
を
呼
び
戻
し
た
い
の

だ
。
し
か
し
逮
捕
令
の
取
り
消
し
に
関
し
て
は
、
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
も
し
早
め
に
取
り
消
せ
ば
、
お
そ
ら
く
あ
な
た
は
日
本

を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。
２
０ 

 

六
月
は
じ
め
、
私
は
教
育
部
政
務
次
長
周
炳
琳
と
と
も
に
飛
行
機
に
乗

り
南
京
か
ら
牯
嶺
に
飛
ん
だ
。
政
府
の
仕
事
に
参
加
す
る
前
は
、
周
は
国

立
北
京
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
。
彼
は
国
民
党
員
で
あ
り
、
そ
の
上
た
い

                                        

                                        

                    

 

９
９
２
年
）
４
３
４
頁 

２
０ 

郭
沫
若
『
爆
撃
の
中
に
去
来
す
』（
上
海
、
抗
戦
出
版
部
、
１
９
３
７
年
）

２
５
頁 
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へ
ん
進
歩
的
な
考
え
を
持
っ
た
人
物
で
あ
る
。
続
い
て
、
陳
立
夫
、
陳
布

雷
、
潘
公
展
ら
多
く
の
人
が
や
っ
て
来
た
。
私
た
ち
は
一
連
の
会
議
を
開

き
、
廬
山
談
話
会
に
招
く
べ
き
参
加
者
の
最
終
的
な
リ
ス
ト
と
会
議
の
日

程
な
ど
を
策
定
し
た
。
２
１ 

 

ま
ず
、蒋
介
石
が
廬
山
で
正
式
に
廬
山
談
話
会
の
開
催
決
定
に
署
名
し
た
日
時

が
六
月
一
九
日
で
あ
る
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
、
張
群
、
何
廉
ら
が
廬
山
で
郭
沫
若

の
件
を
相
談
し
た
日
時
は
六
月
上
、
中
旬
で
あ
り
、
最
初
の
引
用
文
の
「
五
月
」

で
は
な
い
（
も
し
旧
暦
五
月
と
す
る
な
ら
正
し
い
）
こ
と
が
断
定
で
き
る
。 

「
六
月
一
九
日
、蒋
介
石
は
廬
山
で
正
式
に
廬
山
談
話
会
の
開
催
決
定
に
署
名

し
、
国
民
党
中
央
政
治
委
員
会
秘
書
長
張
群
が
談
話
会
秘
書
長
に
就
任
し
、
具
体

的
準
備
作
業
の
責
任
者
と
な
っ
た
。
中
央
政
治
委
員
会
副
秘
書
長
の
曽
仲
鳴
が
談

話
会
秘
書
主
任
に
就
任
し
、
軍
事
委
員
会
辦
公
庁
秘
書
処
長
の
羅
君
強
と
侍
従
室

二
処
四
組
組
長
の
陳
方
の
二
人
が
談
話
会
秘
書
に
就
任
し
た
。
談
話
会
の
出
席
者

に
は
、
会
議
の
名
義
で
通
知
を
出
す
の
で
は
な
く
、
中
央
政
治
委
員
会
秘
書
長
張

群
の
名
義
で
招
待
状
を
出
し
、別
に
汪
精
衛
と
蒋
介
石
の
連
名
で「
茗
叙
候
教（
茶

話
会
に
て
教
え
を
請
う
）」
と
記
し
た
招
待
状
を
添
え
た
。
な
ぜ
な
ら
談
話
会
は

「
中
央
政
治
委
員
会
」
の
発
議
で
開
催
す
る
も
の
で
、
ゆ
え
に
中
央
政
治
委
員
会

主
席
の
汪
精
衛
が
談
話
会
を
主
催
し
、
蒋
介
石
の
名
は
汪
精
衛
の
後
に
な
る
の
で

あ
る
。」
２
２ 

次
に
、
上
の
二
つ
の
引
用
文
に
よ
れ
ば
、
六
月
上
、
中
旬
に
一
連
の
「
廬
山
談

話
会
に
招
く
べ
き
参
加
者
の
最
終
的
な
名
簿
と
会
議
の
日
程
な
ど
を
策
定
す
る
」

会
議
を
開
い
た
時
、
張
群
と
銭
大
鈞
（
慕
尹
）、
陳
儀
（
公
洽
）、
何
廉
（
淬
廉
）

ら
が
郭
沫
若
の
こ
と
を
話
題
に
し
、
み
な
郭
沫
若
を
「
呼
び
戻
し
た
い
」
と
考
え

                                        

          

 

２
１ 

朱
佑
慈
、
楊
大
寧
、
胡
隆
昶
訳
『
何
廉
回
憶
録
』
１
２
５
～
１
２
６
頁 

２
２ 

熊
煒
「
廬
山
談
話
会
始
末
」（『
文
史
大
観
』
１
９
９
６
年
第
１
輯
（
廬
山
世

界
自
然
文
化
遺
産
申
請
特
別
号
）） 

て
い
た
が
、「
逮
捕
令
の
取
り
消
し
に
関
し
て
は
、
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
も
し
早
め
に
取
り
消
せ
ば
、
お
そ
ら
く
あ
な
た
は
日
本
を
離
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
ら
」。 

ま
さ
に
こ
の
理
由
た
め
、六
月
二
三
日
に
全
国
二
三
一
名
の
国
民
党
中
央
党
部

と
国
民
政
府
各
院
部
主
管
人
員
、
在
野
各
党
派
各
団
体
の
指
導
者
、
高
等
教
育
と

学
術
界
の
著
名
人
、
報
道
出
版
界
の
人
士
、
工
商
財
界
の
人
士
に
向
け
て
廬
山
談

話
会
参
加
招
待
状
を
送
っ
た
時
２
３

、
名
簿
に
郭
沫
若
の
名
が
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
郭
沫
若
帰
国
の
件
は
再
び
う
や
む
や
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

上
述
を
ま
と
め
れ
ば
、郭
沫
若
帰
国
問
題
と
廬
山
談
話
会
準
備
工
作
の
関
係
は

こ
う
で
あ
る
。 

一
九
三
六
年
一
二
月
三
〇
日
、蒋
介
石
は
廬
山
談
話
会
の
開
催
を
考
慮
し
始
め

る
。 一

九
三
七
年
二
月
の
中
、
下
旬
、
郷
里
か
ら
南
京
に
来
て
国
民
党
中
央
執
行
委

員
会
の
会
議
に
参
加
し
た
行
政
院
院
長
蒋
介
石
は
、
行
政
院
秘
書
長
翁
文
灝
、
政

務
処
長
何
廉
に
廬
山
談
話
会
参
加
者
名
簿
を
起
草
す
る
よ
う
指
示
し
た
。 

何
廉
は
一
九
三
三
年
に
東
京
で
郭
沫
若
に
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
た
め
、郭
沫
若

が
蒋
介
石
の
言
う
「
真
の
学
問
と
愛
国
の
情
熱
を
持
っ
た
知
識
人
」
に
属
す
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
郭
沫
若
を
参
加
者
名
簿
に
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
、

翁
文
灝
は
反
対
せ
ず
、
蒋
介
石
は
そ
れ
を
見
た
後
「
お
お
、
こ
れ
は
よ
い
。
こ
の

人
物
に
つ
い
て
私
は
十
分
わ
か
っ
て
い
る
」
と
言
っ
た
。 

一
九
三
七
年
五
月
一
七
日
、
何
廉
は
蒋
介
石
が
「
牯
嶺
国
事
会
議
」
を
話
題
に

し
た
時
に
再
び
郭
沫
若
の
件
を
提
起
し
、
許
可
を
得
た
。
何
廉
は
翌
日
の
朝
、「
委

員
長
が
頼
り
に
し
て
い
る
の
で
、
速
や
か
に
帰
国
さ
れ
た
し
」
と
陳
儀
に
打
電
し

た
。陳
儀
は
そ
の
電
報
を
郁
達
夫
に
転
送
す
る
と
、郁
達
夫
は「
喜
び
に
た
え
ず
、

                                        

          

 

２
３ 

余
子
道
「
七
七
事
変
後
の
廬
山
談
話
会
」（『
档
案
与
史
学
』
１
９
９
５
年
第

３
期
） 
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さ
っ
そ
く
航
空
便
一
通
、
普
通
便
一
通
を
出
し
た
。
一
方
で
南
京
に
打
電
し
、
ま

ず
指
名
手
配
を
取
り
消
し
、
そ
れ
か
ら
一
日
も
早
く
出
発
で
き
る
よ
う
に
渡
日
の

旅
費
を
多
め
に
送
金
し
て
く
れ
る
よ
う
願
い
出
た
」。 

六
月
の
上
、
中
旬
、
廬
山
で
一
連
の
「
廬
山
談
話
会
に
招
く
べ
き
参
加
者
の
最

終
的
な
名
簿
と
会
議
の
日
程
な
ど
を
策
定
し
た
」
会
議
が
開
か
れ
た
時
、
何
廉
と

張
群
、
銭
大
鈞
、
陳
儀
ら
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
郭
沫
若
の
事
を
話
し
、
み
な
郭

沫
若
を
「
呼
び
戻
し
た
い
」
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、「
逮
捕
令
の
取
り
消
し

に
関
し
て
は
、
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
も
し
早
め
に
取
り
消
せ

ば
、
お
そ
ら
く
日
本
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
ら
」。
そ
の
た
め
、

六
月
二
三
日
に
全
国
二
三
一
名
の
各
界
著
名
人
と
相
伴
者
（
国
民
党
中
央
と
政
府

の
官
僚
）
に
向
け
て
廬
山
談
話
会
参
加
招
待
状
を
発
送
し
た
時
、
名
簿
の
中
に
は

郭
沫
若
の
名
は
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
、
郭
沫
若
帰
国
の
件
は
再
び
う
や
む
や
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

△
▲
△
▲
△
▲
△
▲
△
▲
△
▲
△
▲
△
▲
△
▲
△
▲
△
▲
△
▲
△
▲
△
▲
△
▲ 

 

廖
久
明
論
文
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

編
集
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

本
論
文
は
、
郭
沫
若
が
、
一
九
三
七
年
七
月
、
日
本
に
お
け
る
亡
命
生
活
を
切

り
上
げ
て
秘
密
裏
に
帰
国
し
た
事
件
を
め
ぐ
る
国
民
党
側
の
動
き
を
扱
う
。 

郭
沫
若
帰
国
は
、
彼
の
生
涯
で
も
最
も
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
事
件
と
言
っ
て
よ
く
、

巷
間
多
く
の
説
が
流
布
し
て
い
る
。
も
と
も
と
、
郭
沫
若
帰
国
に
は
、
満
州
事
変

（
31
年
）、
満
州
国
成
立
（
32
年
）
と
続
く
日
本
の
中
国
侵
略
の
拡
大
に
対
す

る
国
民
的
な
抗
日
の
動
き
と
、
そ
れ
を
受
け
た
西
安
事
変
（
36
年
）
な
ど
に
象

徴
さ
れ
る
抗
日
勢
力
の
動
向
を
無
視
で
き
な
く
な
っ
た
、
蒋
介
石
政
権
の
政
治
姿

勢
の
変
化
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
。 

そ
れ
を
象
徴
す
る
出
来
事
に
、
蒋
介
石
が
計
画
し
た
「
牯
嶺
国
事
会
議
」（
37

年
７
月
開
催
。
避
暑
地
盧
山
の
牯
嶺
盧
山
で
各
界
の
人
士
を
招
い
て
国
事
を
論
じ

た
談
話
会
。
本
論
文
で
は
「
盧
山
談
話
会
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
）
が
あ
る
。
本
論

文
は
、
こ
の
会
議
に
つ
い
て
の
考
察
の
一
部
で
、
最
初
郭
沫
若
も
招
か
れ
る
予
定

だ
っ
た
が
、
結
局
、
そ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
問
題

を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

本
論
文
で
分
か
り
に
く
い
の
が
「
み
な
あ
な
た
を
呼
び
戻
し
た
い
の
だ
。
し
か

し
逮
捕
令
の
取
り
消
し
に
関
し
て
は
、
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら

も
し
早
め
に
取
り
消
せ
ば
、
お
そ
ら
く
あ
な
た
は
日
本
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
ら
」
と
い
う
個
所
で
は
な
い
か
。
郭
沫
若
が
日
本
に
亡
命
せ
ざ
る
を

え
な
く
な
っ
た
の
は
、
蒋
介
石
か
ら
逮
捕
令
が
出
さ
れ
た
か
ら
だ
。
彼
を
呼
び
戻

す
障
害
に
な
っ
て
い
る
の
が
逮
捕
令
で
あ
る
。
逮
捕
令
を
取
り
消
せ
ば
、
彼
は
順

調
に
帰
国
で
き
る
は
ず
だ
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
、
逮
捕
令
を
取
り
消
せ
ば
日
本
を

離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
、
と
蒋
介
石
の
側
近
た
ち
は
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

満
州
事
変
以
後
、
日
本
に
お
け
る
軍
国
主
義
化
、
政
治
と
思
想
に
お
け
る
フ
ァ

シ
ズ
ム
の
流
れ
が
強
ま
る
と
と
も
に
、
郭
沫
若
へ
の
監
視
も
次
第
に
強
ま
っ
た
。

特
に
、
盧
溝
橋
事
変
以
後
、
監
視
は
急
速
に
厳
し
さ
を
ま
し
た
。
日
本
政
府
は
郭

沫
若
の
よ
う
な
影
響
力
の
あ
る
人
物
が
、
帰
国
し
て
抗
日
運
動
に
参
加
す
る
こ
と

を
恐
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

郭
沫
若
の
日
本
亡
命
は
「
反
蒋
介
石
」
の
言
論
で
蒋
の
怒
り
を
買
い
、
逮
捕
令

が
出
た
た
め
だ
っ
た
。
だ
が
、
日
本
が
満
州
に
侵
略
し
、
盧
溝
橋
事
変
を
き
っ
か

け
に
中
国
全
土
へ
の
軍
事
侵
略
に
乗
り
出
す
こ
と
で
、
日
本
は
蒋
介
石
政
権
と
全

面
的
な
敵
対
関
係
と
な
っ
た
。
も
し
、
蒋
介
石
が
逮
捕
令
を
取
消
し
た
な
ら
、
郭

沫
若
は
大
手
を
ふ
っ
て
帰
国
で
き
る
。
彼
の
帰
国
を
恐
れ
る
日
本
政
府
は
、
そ
れ

を
阻
止
す
る
た
め
、
拘
束
を
含
む
様
々
な
妨
害
を
す
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
逮
捕

令
が
取
り
消
さ
れ
、
帰
国
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
逆
に
「
日
本
を
離
れ
る

こ
と
が
出
来
な
い
」
状
況
を
生
み
だ
す
こ
と
に
な
る
。
蒋
介
石
の
側
近
た
ち
の
発

言
は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
危
惧
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

論
文
筆
者
の
廖
久
明
氏
は
楽
山
師
範
学
院
教
授
で
、
四
川
省
郭
沫
若
研
究
セ
ン

タ
ー
主
任
。
郭
沫
若
帰
国
問
題
に
お
け
る
国
民
党
の
関
与
は
、
同
教
授
が
近
年
追

求
し
て
い
る
テ
ー
マ
で
、
本
論
文
は
当
会
報
の
た
め
の
書
き
下
ろ
し
で
あ
る
。 
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成
仿
吾
の
欧
州
行
（
二
） 

成
仿
吾
の
革
命
文
学
論
‐
欧
州
へ
向
う
直
前
の
活
動
‐
（
上
） 

 

成
家  

徹
郎 

 

 

本
稿
は
、
成
仿
吾
の
欧
州
行
に
つ
い
て
考
察
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
た
だ
欧

州
へ
行
く
直
前
の
成
仿
吾
の
文
学
活
動
を
ち
ょ
っ
と
見
て
お
き
た
い
。
と
い
っ
て

も
筆
者
は
文
学
に
無
知
で
あ
る
の
で
、
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
革
命
文
学
論

に
つ
い
て
だ
け
簡
単
に
考
察
し
た
い
。
た
だ
気
を
つ
け
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

成
仿
吾
は
お
そ
く
と
も
一
九
二
八
年
四
月
に
は
、
欧
州
へ
行
く
決
心
が
つ
い
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
創
造
社
同
人
は
こ
の
こ
と
を
誰
も
知
ら
な
い
。
そ
し
て

彼
ら
は
革
命
文
学
や
創
造
社
の
今
後
に
つ
い
て
熱
心
に
論
じ
て
い
た
。
そ
の
中
心

人
物
の
ひ
と
り
が
成
仿
吾
で
あ
る
。
周
囲
の
人
は
、
成
仿
吾
の
欧
州
行
を
い
つ
知

っ
た
か
？ 

お
そ
ら
く
彼
が
日
本
で
ソ
連
行
き
の
船
に
乗
っ
た
あ
と
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
だ
か
ら
周
囲
か
ら
見
る
か
ぎ
り
、
突
然
、
創
造
社
お
よ
び
革
命
文
学
を

捨
て
て
欧
州
へ
行
っ
た
、
と
思
わ
れ
た
は
ず
だ
。 

 

こ
の
時
期
（
一
九
二
七
年
前
後
）
の
「
革
命
」
は
、
複
雑
な
状
況
下
に
あ
っ
た
。

特
に
成
仿
吾
と
魯
迅
の
論
争
は
こ
の
時
期
の
「
革
命
」
を
考
え
る
う
え
で
大
い
に

意
味
が
あ
る
。
革
命
の
意
味
を
正
し
く
認
識
し
な
い
と
、
成
仿
吾
と
論
戦
を
演
じ

た
魯
迅
文
の
中
の
「
革
命
」
の
意
味
を
読
み
あ
や
ま
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
革

命
と
い
う
語
は
中
国
で
ず
っ
と
昔
か
ら
存
在
し
た
。「
革
命
」
の
意
味
に
つ
い
て

赤
塚
忠
等
編
『
漢
和
中
辞
典
』
は
こ
う
説
明
し
て
い
る
。 

天
命
を
改
め
る
。
天
命
を
受
け
た
者
が
新
た
に
王
朝
を
開
く
こ
と
。（『
周
易
』

「
革
」） 

 

本
稿
は
中
国
の
伝
統
的
こ
と
ば
の
革
命
を
特
に
区
別
し
た
い
と
き
〈
革
命
〉
で

表
記
す
る
。〈
革
命
〉
は
す
な
わ
ち
、
い
ま
あ
る
支
配
権
力
を
倒
し
て
、
下
に
あ

っ
た
も
の
が
支
配
権
力
を
握
る
こ
と
で
あ
る
。
転
覆
と
言
っ
て
も
ほ
ぼ
同
じ
意
味

で
あ
る
。
中
国
の
歴
史
で
は
、〈
革
命
〉
は
し
ば
し
ば
起
こ
っ
た
。「
殷
周
革
命
」

は
有
名
で
あ
る
。
ま
た
辛
亥
革
命
も
〈
革
命
〉
そ
の
も
の
で
あ
る
。『
蒋
介
石
秘

録
３
〈
中
華
民
国
の
誕
生
〉』（
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
一
九
七
五
）
に
は
、
こ
の
革
命

の
進
展
状
況
が
か
な
り
具
体
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
満
州
族
の
清
朝
を
倒
し
て
漢

族
が
支
配
す
る
国
家
を
成
立
さ
せ
る
。
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
が
一
九
一
七
年
に
広

東
政
府
が
成
立
し
孫
文
を
中
心
と
し
て
全
中
国
の
統
一
を
目
指
す
。
一
九
二
五
年
、

孫
文
死
去
後
は
、
蒋
介
石
が
国
民
党
軍
を
ひ
き
い
て
国
民
革
命
を
進
め
る
。
以
後
、

蒋
介
石
の
国
民
革
命
は
お
お
む
ね
順
調
に
進
ん
だ
と
言
え
る
。 

味
岡
徹
は
『
中
国
国
民
党
訓
政
下
の
政
治
改
革
』（
４
頁
）
で
こ
う
述
べ
て
い

る
。（
汲
古
書
院
二
〇
〇
八
） 

孫
文
は
一
九
二
五
年
三
月
、
建
国
大
綱
、
国
民
党
一
全
大
会
宣
言
な
ど
の
実
現

を
求
め
る
「
遺
嘱
」
を
残
し
て
病
没
し
た
が
、
蒋
介
石
ら
後
継
者
は
二
八
年
六
月

に
北
京
政
府
を
倒
し
て
ほ
ぼ
全
中
国
を
統
一
し
、
孫
文
の
革
命
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
現

の
条
件
を
作
り
出
し
た
。
国
民
党
は
全
国
を
統
一
す
る
と
、
建
国
大
綱
に
従
っ
て

「
軍
政
」
を
終
了
し
、「
訓
政
」
を
開
始
し
た
。 

 

〈
革
命
〉
は
意
味
拡
大
し
て
、
改
革
と
か
革
新
、
変
革
と
い
う
意
味
に
も
使
わ

れ
た
。「
文
学
革
命
」
の
革
命
も
こ
の
意
味
で
あ
ろ
う
。 

一
方
、
近
代
に
な
っ
て
共
産
主
義
思
想
か
ら
く
る
と
こ
ろ
の
革
命
と
い
う
語
が

日
本
ば
か
り
で
な
く
中
国
で
も
使
わ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
日
本
で
も
中
国
で
も
混

乱
が
生
じ
た
。
独
語
英
語
のR

ev
olu

tion
 

に
対
す
る
訳
語
と
し
て
、
中
国
で
古

く
か
ら
あ
る
語
「
革
命
」
が
そ
の
ま
ま
当
て
ら
れ
た
。（
い
ま
私
はR

ev
olu

tion

に
革
命
と
い
う
訳
語
を
最
初
に
与
え
た
人
が
日
本
人
か
中
国
人
か
に
つ
い
て
知

ら
な
い
）
本
稿
はR

ev
olu

tion

の
訳
語
を
、
特
に
区
別
し
た
い
と
き
革
命
を
使

う
。 
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中
国
で
革
命
と
い
う
語
が
出
て
い
ら
い
、〈
革
命
〉
と
革
命
は
し
ば
し
ば
混
同

さ
れ
て
使
わ
れ
た
。
辛
亥
革
命
と
か
蒋
介
石
の
国
民
革
命
は
い
う
ま
で
も
な
く

〈
革
命
〉
の
意
味
で
あ
り
、
ま
た
革
新
、
変
革
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
蒋

介
石
の
国
民
革
命
に
中
国
共
産
党
も
郭
沫
若
も
賛
同
し
て
参
加
し
た
。
だ
か
ら
し

ば
し
ば
目
に
す
る
「
蒋
介
石
の
反
革
命
」
と
い
う
言
い
方
は
、
注
意
を
要
す
る
。

蒋
介
石
は
ず
っ
と
、
国
民
革
命
を
目
指
し
て
進
ん
で
き
た
。 

中
国
で
、
革
命
は
、
改
革
と
か
革
新
、
変
革
と
い
う
意
味
と
ほ
と
ん
ど
同
義
で

あ
っ
た
か
ら
、
た
い
て
い
い
つ
の
時
代
で
も
新
し
い
世
代
か
ら
〈
革
命
〉
は
歓
迎

さ
れ
る
こ
と
ば
、
あ
る
い
は
主
張
で
あ
っ
た
。 

丸
山
昇
は
こ
れ
に
関
連
し
て
こ
う
述
べ
た
。（『
魯
迅
と
革
命
文
学
』
紀
伊
国
屋

新
書
） 

魯
迅
の
「
〝
語
絲
〟
差
押
え
雑
感
」
に
こ
う
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。 

以
前
は
出
版
物
の
表
紙
に
は
、
手
に
シ
ョ
ベ
ル
や
ツ
ル
ハ
シ
を
握
っ
た
労
働
者

が
画
か
れ
、
文
中
に
〝
革
命
！
〟 

〝
革
命
！
〟
、
〝
打
倒
！
〟 

〝
打
倒
！
〟
と

あ
る
も
の
な
ら
、
順
風
満
帆
、
よ
し
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

魯
迅
の
こ
の
記
述
に
つ
い
て
丸
山
昇
は
〝
注
意
が
必
要
で
あ
る
〟
と
し
て
こ

う
述
べ
る
。 

こ
れ
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
出
版
物
を
指
し
て
い
た
か
、
今
日
の
日
本
で
は

明
ら
か
に
し
難
い
が
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
か
ら
、
日
本
の
状
況
に
な
ら
さ
れ
た
わ

れ
わ
れ
は
た
だ
ち
に
、
中
国
共
産
党
あ
る
い
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
に
立
つ
出

版
物
を
想
像
し
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
国
共
合
作
の
上
に
立
つ
国
民
革
命
期
の
中

国
で
は
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
広
く
言
っ
て
、
辛
亥
革
命
を
体
験
し
、
孫
文
の
「
革

命
な
お
い
ま
だ
成
ら
ず
」
の
「
遺
嘱
」
が
そ
の
後
も
長
く
全
国
民
的
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
な
っ
た
こ
と
に
そ
の
性
格
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
中
国
近
代
史
の
中
で
は
、

「
革
命
！
」「
打
倒
！
」
と
い
っ
た
言
葉
は
、
共
産
主
義
者
の
専
売
特
許
で
は
な

か
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
日
本
で
は
伝
統
思
想
に
〈
革
命
〉
と
い
う
観
念
は
存
在
し
な
か
っ

た
。
源
頼
朝
が
鎌
倉
幕
府
を
成
立
さ
せ
た
が
、
革
命
で
は
な
い
。
徳
川
家
康
の
江

戸
幕
府
も
同
様
で
あ
る
。
明
治
政
府
に
至
っ
て
は
「
王
政
復
古
」（
あ
る
い
は
「
王

制
復
古
」）
で
あ
る
。
日
本
の
歴
史
で
革
命
は
一
度
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
だ
か

ら
日
本
で
は
革
命
は
禁
句
で
あ
っ
た
。
日
本
社
会
主
義
同
盟
や
日
本
共
産
党
は
、

思
想
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
、
弾
圧
を
受
け
た
。
明
治
政
府
の
成
立
か
ら

昭
和
の
敗
戦
ま
で
、
権
力
者
に
よ
る
思
想
弾
圧
の
歴
史
と
い
う
一
面
を
持
っ
て
い

る
。
成
仿
吾
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を
書
い
た
小
林
多
喜
二
と
、

同
様
の
主
張
を
展
開
し
た
成
仿
吾
、
二
人
の
そ
の
後
の
人
生
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。

（
小
林
多
喜
二
は
一
九
三
三
年
に
逮
捕
さ
れ
拷
問
に
よ
っ
て
死
亡
。） 

 

成
仿
吾
の
革
命
文
学
論
を
、
ま
ず
中
井
政
喜
の
『
一
九
二
〇
年
代
中
国
文
芸
批

評
論
』
に
よ
っ
て
見
て
い
こ
う
。 

中
井
氏
は
、
成
仿
吾
の
文
学
論
の
量
か
ら
質
へ
の
転
換
は
「
文
学
革
命
か
ら
革

命
文
学
へ
」（『
創
造
月
刊
』
第
一
巻
九
期
一
九
二
八
年
二
月
、
一
九
二
七
年
十
一

月
脱
稿
。
於
修
善
寺
）
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
う
。
そ
し
て
、
文
学
革

命
の
経
過
に
つ
い
て
紹
介
し
た
あ
と
、
こ
う
述
べ
る
。（
１
６
６
頁
） 

 

さ
ら
に
、
成
仿
吾
は
創
造
社
が
口
語
体
の
創
出
完
成
へ
と
努
力
し
た
こ
と
、
そ

れ
が
必
ず
し
も
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
後
、
北
京
の
一
部
の
特
殊

な
現
象
を
指
摘
す
る
。（
第
四
章
） 

 

文
学
革
命
の
現
段
階
に
関
す
る
考
察
に
は
、
北
京
の
一
部
の
特
殊
な
現
象
が
あ

る
の
で
、
少
し
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
「
語
絲
」
を
中
心
と
す
る
周

作
人
一
派
の
芸
ご
と
で
あ
る
。
彼
ら
の
標
語
は
「
趣
味
」
で
あ
る
。
私
（
成
仿
吾
）

は
以
前
、
彼
ら
の
誇
る
と
こ
ろ
は
「
閑
暇
、
閑
暇
、
第
三
の
閑
暇
」
で
あ
る
、
と

言
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
ら
は
有
閑
の
資
産
階
級
、
或
い
は
太
鼓
の
中
に
眠
る
小

資
産
階
級
を
代
表
し
て
い
る
。
彼
ら
は
時
代
の
上
を
超
越
し
て
お
り
、
す
で
に
多

年
こ
の
よ
う
に
生
活
し
て
き
た
。
も
し
も
北
京
の
真
っ
黒
に
立
ち
こ
め
る
毒
気
が

十
万
両
の
無
煙
火
薬
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
彼
ら
は
永
遠
に
そ
の
よ
う

に
過
ご
す
の
か
も
知
れ
な
い
。 
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こ
れ
に
関
し
て
中
井
氏
は
言
う
。 

 
成
仿
吾
は
一
九
二
七
年
一
月
の
「
完
成
我
們
的
文
学
革
命
」（『
洪
水
』
第
三
巻

第
二
十
五
期
、
一
九
二
七
年
一
月
）
に
お
い
て
、「
閑
暇
、
閑
暇
、
第
三
の
閑
暇
」

と
し
て
周
作
人
、
劉
半
農
そ
し
て
陳
西
瀅
を
も
揶
揄
し
つ
つ
否
定
し
た
。
成
仿
吾

は
そ
の
主
た
る
理
由
と
し
て
、「
趣
味
」
と
は
遊
び
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
細
々
し

た
現
象
に
没
入
し
て
全
体
的
な
観
察
が
で
き
な
い
が
ゆ
え
の
、
非
芸
術
的
態
度
が

あ
る
、
と
指
摘
し
た
。
こ
こ
で
は
、
成
仿
吾
は
『
語
絲
』
を
中
心
と
す
る
「
周
作

人
一
派
」
を
、「
有
閑
の
資
産
階
級
、
或
い
は
太
鼓
の
中
に
眠
る
小
資
産
階
級
を

代
表
」
す
る
も
の
と
し
て
、
社
会
科
学
的
意
義
づ
け
を
装
い
な
が
ら
（
具
体
的
分

析
を
す
る
こ
と
な
く
）、
全
否
定
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
右
の
よ
う
な
「
語
絲
」

派
に
対
す
る
否
定
的
評
価
も
、
成
仿
吾
の
従
来
の
漸
進
し
て
き
た
見
解
に
基
本
的

に
依
拠
し
な
が
ら
、
マ
ル
ク
ス
主
義
文
芸
理
論
と
い
う
補
強
・
装
飾
を
一
層
強
化

し
つ
つ
再
提
出
し
て
い
る
も
の
、
と
言
え
る
。 

 

成
仿
吾
の
「
閑
暇
、
閑
暇
、
第
三
の
閑
暇
」
に
対
し
て
、
魯
迅
は
『
三
閑
集
』

序
言
で
こ
う
書
い
た
。（
竹
内
好
訳
「
三
閑
集
序
言
」） 

と
こ
ろ
が
（
広
東
か
ら
）
上
海
へ
来
た
と
た
ん
に
、
文
豪
た
ち
の
ペ
ン
の
包
囲

攻
撃
に
ぶ
つ
か
っ
た
。（
中
略
）一
つ
だ
け
創
造
社
に
感
謝
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。

か
れ
ら
に
「
追
い
つ
め
」
ら
れ
た
お
陰
で
、
私
は
い
く
つ
か
科
学
的
文
芸
論
を
よ

み
、
こ
れ
ま
で
文
学
史
家
た
ち
が
ど
ん
な
に
弁
舌
を
ふ
る
お
う
と
も
解
け
な
か
っ

た
疑
問
が
解
け
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
機
に
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
『
芸
術

論
』
を
翻
訳
し
て
、
進
化
論
だ
け
を
信
じ
て
い
た
自
分
―
お
よ
び
自
分
を
介
し
て

の
他
人
―
の
偏
見
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
が
『
中

国
小
説
史
略
』
を
編
む
に
当
っ
て
集
め
た
材
料
を
、
青
年
の
検
索
の
労
を
省
く
目

的
で
『
小
説
旧
聞
鈔
』
と
し
て
公
刊
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
成
仿
吾
が
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
階
級
の
名
に
お
い
て
こ
れ
を
「
閑
」
事
業
と
見
な
し
、
し
か
も
「
閑
、
閑
、

閑
」
と
三
つ
も
並
べ
た
て
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
ま
な
お
完
全
に
忘
れ
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
思
う
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
は
、
三
百
代
言
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
、

口
で
ま
る
め
て
人
を
罪
に
お
と
す
手
口
な
ど
知
る
わ
け
が
な
い
。
編
集
を
お
わ
っ

て
、
題
名
を
『
三
閑
集
』
と
し
た
の
は
、
仿
吾
へ
の
当
て
こ
す
り
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
九
三
二
年
四
月
二
十
四
日
の
夜
、
編
者
し
る
す
。 

 

筆
者
（
成
家
）
思
う
に
、
魯
迅
が
『
小
説
旧
聞
鈔
』
を
書
い
て
非
難
さ
れ
る
な

ら
、
郭
沫
若
が
市
川
市
で
甲
骨
文
や
青
銅
器
銘
文
の
研
究
に
没
頭
し
て
い
た
こ
と

を
成
仿
吾
は
非
難
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

中
井
氏
は
成
仿
吾
の
「
従
文
学
革
命
到
革
命
文
学
」
第
六
章
を
紹
介
す
る
。 

 

資
本
主
義
は
す
で
に
最
後
の
日
に
い
た
り
、
世
界
は
二
つ
の
陣
営
を
形
成
し
た
。

一
方
は
資
本
主
義
の
余
毒
フ
ァ
シ
ス
ト
の
孤
城
で
あ
り
、
一
方
は
全
世
界
の
労
農

大
衆
の
連
合
戦
線
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
細
胞
が
戦
闘
の
目
的
の
た
め
に
組
織
さ

れ
、
文
芸
の
従
事
者
は
一
つ
の
分
野
を
担
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
） 

 

誰
も
中
間
に
立
つ
こ
と
は
ゆ
る
さ
れ
な
い
。
こ
ち
ら
へ
来
る
か
、
或
い
は
あ
ち

ら
へ
行
く
か
で
あ
る
。
追
随
す
る
の
み
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
再
び
落

伍
し
て
は
な
る
ま
い
。
こ
の
社
会
変
革
の
歴
史
的
過
程
に
自
覚
的
に
参
加
す
る
の

だ
。
弁
証
法
的
唯
物
論
を
努
力
し
て
獲
得
し
、
唯
物
的
弁
証
法
の
方
法
を
努
力
し

て
把
握
せ
よ
。
そ
れ
は
君
に
正
し
い
指
導
を
与
え
、
必
勝
の
戦
術
を
示
す
で
あ
ろ

う
。 

 

自
己
の
小
資
産
階
級
の
性
質
を
克
服
し
、
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

階
級
に
君
の
背
を
向
け
、
歩
み
だ
す
の
だ
。
汚
れ
た
中
で
働
く
労
農
大
衆
に
向
っ

て
。 

 
中
井
氏
は
「
従
文
学
革
命
到
革
命
文
学
」（
一
九
二
八
年
二
月
発
表
）
を
総
括

し
て
こ
う
評
価
し
た
。 

⑴ 

成
仿
吾
が
一
九
二
六
年
末
頃
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
文
芸
理
論
に
接
触
・
受
容

し
は
じ
め
、
漸
進
的
に
転
換
し
接
ぎ
木
的
に
進
展
さ
せ
て
き
た
文
芸
理
論
の
、
量

か
ら
質
へ
の
転
換
点
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
（
こ
う
し
た
質
的
転
換
へ
と
促
し
て
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き
た
重
要
な
推
進
力
が
、
国
民
革
命
の
高
揚
と
そ
の
挫
折
で
あ
っ
た
。 

 
〈
成
家
注
〉 

〝
国
民
革
命
の
高
揚
と
そ
の
挫
折
〟 

〝
挫
折
〟
は
、
一
九
二
七
年
四
月
十
二
日
か
ら
始
ま
る
蒋
介
石
に
よ
る
共
産
党

に
対
す
る
弾
圧
を
指
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
蒋
介
石
の
国
民
革
命
は
、

け
っ
し
て
挫
折
は
し
な
か
っ
た
。
国
民
革
命
の
政
策
の
上
で
、
方
針
に
変
化
が
起

こ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
共
産
党
も
加
え
て
行
う
と
い
う
方
針
が
、
孫
文
が

死
去
し
た
の
を
機
に
、
共
産
党
を
締
め
出
し
弾
圧
す
る
方
針
に
変
え
た
の
で
あ
る
。

国
民
革
命
は
依
然
と
し
て
継
続
し
て
進
ん
だ
。 

 

中
井
氏
は
さ
ら
に
続
け
て
こ
う
述
べ
る
。（
１
７
２
頁
「
さ
い
ご
に
」） 

 

 

そ
の
後
の
革
命
文
学
論
争
に
お
け
る
成
仿
吾
の
文
芸
理
論
が
ど
の
よ
う
に
展

開
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
若
干
の
点
に
触
れ
て
お
き
た
い
。 

 

成
仿
吾
は
同
じ
く
「
全
部
的
批
判
之
必
要
」
で
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。 

 

私
た
ち
の
批
判
は
こ
う
し
た
様
々
の
過
程
を
完
了
し
て
こ
そ
、
全
体
的
批
判
で

あ
り
う
る
。
し
か
し
こ
の
文
芸
＝
意
識
形
態
の
批
判
の
ほ
か
、
文
芸
の
特
殊
性
―

表
現
手
段
と
表
現
様
式
等
―
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
も
当
然

社
会
的
関
係
で
あ
り
、
そ
の
た
め
物
質
的
生
産
力
に
規
定
さ
れ
る
。
し
か
し
一
定

の
範
囲
内
に
お
い
て
そ
れ
ら
は
そ
れ
自
身
の
発
展
法
則
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。 

 

さ
ら
に
、
成
仿
吾
は
次
の
よ
う
に
言
う
。 

 

革
命
運
動
の
現
段
階
に
お
い
て
、
社
会
の
内
在
的
矛
盾
が
す
で
に
先
鋭
化
し
て

い
る
と
き
に
、
あ
ら
ゆ
る
抗
争
は
階
級
意
識
か
ら
出
発
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

る
。（「
畢
竟
是
〈
酔
眼
陶
然
〉
罷
了
」） 

 

ま
た
他
面
か
ら
言
え
ば
、
成
仿
吾
の
場
合
、
階
級
意
識
の
獲
得
の
強
調
に
よ
っ

て
、文
学
自
身
の
固
有
の
発
展
法
則
の
側
面（
表
現
手
段
と
表
現
様
式
等
の
）が
、

革
命
文
学
へ
の
「
方
向
転
換
」
と
い
う
表
象
の
中
に
解
消
、
埋
没
し
が
ち
で
あ
っ

た
。
言
い
換
え
る
と
、
社
会
発
展
の
現
段
階
の
状
況
に
深
く
規
定
さ
れ
る
、
あ
る

べ
き
革
命
文
学
に
い
た
る
過
渡
的
過
程
、
方
向
転
換
の
過
程
の
中
に
お
い
て
、
こ

の
側
面
は
本
来
持
つ
べ
き
重
要
な
意
義
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 
 

 

成
仿
吾
の
革
命
文
学 

 

中
井
氏
は
言
う
。 

成
仿
吾
の
言
う
「
革
命
文
学
」
の
内
容
と
は
、
こ
こ
で
は
「
真
実
、
正
義
、
仁

愛
等
」
の
積
極
的
人
間
性
を
推
進
助
長
し
、「
虚
偽
、
不
正
義
、
嫌
悪
等
」
の
消

極
的
人
間
性
を
排
除
抑
圧
す
る
こ
と
を
指
す
。 

 

 

成
仿
吾
は
「
革
命
文
学
与
他
的
永
遠
性
」（
一
九
二
六
年
六
月
発
表
）
に
お
い

て
次
の
よ
う
に
言
う
。 

 

革
命
文
学
は
、
革
命
と
い
う
二
文
字
が
あ
る
故
に
、
革
命
と
い
う
現
象
を
題
材

と
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
大
切
な
の
は
伝
え
る
感
情
が
革
命
的
で
あ
る

か
ど
う
か
、
で
あ
る
。（
中
略
）
た
と
え
そ
の
材
料
が
革
命
か
ら
採
っ
て
い
な
い

と
し
て
も
、
そ
れ
が
細
々
と
し
た
小
事
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
伝
え
る
感
情
が

革
命
的
で
あ
り
、
人
類
の
死
寂
の
心
に
革
命
に
対
す
る
信
仰
と
熱
情
を
吹
き
込
む

こ
と
が
で
き
さ
え
す
れ
ば
、
こ
の
作
品
は
革
命
的
と
言
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

い
。（
中
井
書
１
８
８
頁
注
３
６
） 

 

成
仿
吾
は
「
完
成
我
們
的
文
学
革
命
」（
一
九
二
七
年
一
月
発
表
）
で
次
の
よ

う
に
言
う
。 

私
た
ち
が
少
し
反
省
し
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
趣
味
家
の
態
度
に
不
満
を
感

ず
る
は
ず
で
あ
る
。
第
一
に
、
彼
ら
の
態
度
は
遊
び
で
あ
り
、
不
誠
実
で
あ
る
。

１
８
９
頁
（
３
９
） 

 

 

成
仿
吾
は
ま
た
「
打
倒
低
級
的
趣
味
」（
一
九
二
七
年
二
月
発
表
）
で
次
の
よ

う
に
言
う
。 

 

現
在
の
資
産
階
級
の
教
養
は
虚
偽
的
で
不
完
全
で
あ
る
。
そ
の
趣
味
は
全
体
と
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し
て
低
級
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
趣
味
の
様
々
の
特
徴
の
中
で
最
も
憎
悪
す
べ
き

は
奢
侈
と
独
占
で
あ
る
。 

  

こ
れ
に
対
し
、
魯
迅
は
、「
〝
硬
訳
〟
与
〝
文
学
的
階
級
性
〟
」（
一
九
三
〇
年

三
月
発
表
、『
二
心
集
』）
で
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。 

 

中
国
の
作
者
の
中
で
、
今
実
際
の
と
こ
ろ
鋤
や
斧
の
柄
か
ら
手
を
離
し
た
ば
か

り
と
い
う
人
は
い
な
い
。
大
多
数
は
学
校
に
入
っ
た
こ
と
の
あ
る
知
識
人
で
あ
り
、

或
る
人
た
ち
は
と
っ
く
に
有
名
な
文
人
で
あ
っ
て
、
よ
も
や
自
己
の
小
ブ
ル
ジ
ョ

ア
意
識
を
克
服
し
た
後
、
以
前
の
文
学
的
技
量
さ
え
も
そ
れ
と
と
も
に
消
滅
し
て

し
ま
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
は
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
。（
中
略
）
中
国
の
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
と
も
な
う
実
証
が
な
い
の
は
、
私
が
思
う
に
、

そ
の
病
根
は
、
決
し
て
「
文
芸
を
階
級
闘
争
の
武
器
に
す
る
」
こ
と
に
あ
る
の
で

は
な
く
、「
無
産
階
級
文
学
」
の
旗
の
も
と
に
、
急
に
と
ん
ぼ
返
り
を
し
た
少
な

か
ら
ぬ
者
が
集
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
試
み
に
去
年
の
新
本
の
広
告
を
見
て
み
る

と
、
革
命
文
学
で
な
い
も
の
は
ほ
と
ん
ど
一
冊
も
な
い
。
し
か
し
批
評
家
は
ま
た

弁
護
を
「
清
算
」
と
み
な
す
だ
け
で
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
「
階
級
闘
争
」
の
援
護

の
下
に
文
学
に
は
坐
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
文
学
自
身
は
力
を
注

ぐ
必
要
も
な
く
、
そ
の
た
め
文
学
と
闘
争
の
二
方
面
で
関
係
が
欠
け
て
し
ま
う
こ

と
に
な
っ
た
。（
傍
線
は
成
家
が
付
け
た
） 

 

中
井
氏
は
言
う
。 

 

こ
れ
は
一
九
二
八
年
以
降
の
こ
と
を
指
し
て
言
う
も
の
で
あ
る
が
、
自
ら
の
文

学
主
張
を
階
級
闘
争
の
援
護
の
も
と
に
坐
ら
せ
た
と
い
う
点
で
、
一
九
二
七
年
始

め
頃
の
成
仿
吾
の
姿
勢
に
も
妥
当
す
る
批
判
で
あ
っ
た
。 

 

創
造
社
同
人
と
魯
迅
の
合
作
の
計
画
が
成
仿
吾
の
一
存
で
流
産
し
た 

 

こ
の
計
画
の
出
現
か
ら
、
流
産
ま
で
の
経
緯
は
、
各
当
事
者
間
の
記
述
に
矛
盾

が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
郭
沫
若
、
次
に
小
谷
一
郎
の
解
説
（『
創
造
社
研
究
』「
年
表
」

な
ど
）、
そ
の
後
に
中
井
政
喜
の
説
を
紹
介
す
る
。 

 

郭
沫
若
「
東
海
を
ま
た
い
で
」 

『
日
本
亡
命
記
』（
小
峰
王
親
訳
）
法
政
大
学
出
版
局 

 

私
（
郭
沫
若
）
は
創
造
社
を
愛
し
た
。
特
に
創
造
社
が
青
年
の
な
か
で
生
じ
た

影
響
を
愛
し
た
。
そ
れ
で
私
は
一
面
社
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
援
護

に
も
な
る
仕
事
に
た
ず
さ
わ
り
た
い
と
考
え
た
。
そ
れ
に
は
ど
の
よ
う
に
強
化
を

は
か
っ
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
？ 

私
は
人
事
の
上
で
、
ま
ず
李
一
氓
と
陽
翰
笙
の

参
加
を
も
と
め
た
。
同
時
に
ま
た
鄭
伯
奇
と
蒋
光
慈
と
の
活
動
を
通
じ
て
、
魯
迅

の
合
同
を
請
う
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
魯
迅
も
そ
の
こ
ろ
、
広
東
か
ら
上
海
に
帰
っ

て
き
て
い
た
。
そ
し
て
私
の
合
同
の
要
請
に
対
し
て
、
彼
は
快
よ
く
承
諾
し
て
く

れ
た
の
だ
っ
た
。 

 

さ
て
援
護
の
面
で
は
ど
ん
な
ふ
う
な
こ
と
を
し
た
か
と
い
う
と
、
私
の
当
時
予

定
し
た
方
法
は
、
こ
う
い
う
も
の
だ
っ
た
。
第
一
に
『
創
造
週
報
』
を
復
活
し
、

も
っ
ぱ
ら
青
年
を
対
象
に
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
次
は
『
創
造
月
刊
』
を
充
実
す

る
。
し
か
も
純
文
芸
と
い
う
範
囲
か
ら
拡
大
し
て
総
合
的
な
も
の
に
す
る
。
さ
ら

に
そ
の
次
は
社
会
科
学
と
自
然
科
学
の
叢
書
を
発
行
す
る
。 

 

そ
れ
で
私
は
さ
っ
そ
く
第
一
歩
か
ら
着
手
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
か
つ
て
新

聞
に
、「
創
造
週
報
復
刊
」
の
広
告
を
だ
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
広
告
に
は

魯
迅
の
名
前
を
筆
頭
に
、
私
は
麦
克
昴
の
変
名
で
第
二
番
目
に
、
次
が
成
仿
吾
、

鄭
伯
奇
、
蒋
光
慈
な
ど
の
順
に
の
っ
て
い
た
。 

 

と
こ
ろ
が
こ
の
計
画
は
思
わ
ぬ
こ
と
か
ら
、
意
外
な
壁
に
つ
き
あ
た
っ
て
し
ま

っ
た
。
私
が
こ
の
計
画
を
決
め
る
こ
ろ
、
仿
吾
は
日
本
に
い
た
。
私
は
て
っ
き
り

彼
が
こ
の
計
画
に
同
意
す
る
だ
ろ
う
と
思
い
こ
ん
で
い
て
、
し
か
も
な
る
べ
く
早

く
発
足
さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
か
ら
、
事
前
に
彼
の
賛
同
を
え
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
る
に
仿
吾
は
日
本
で
、
別
の
グ
ル
ー
プ
と
あ
ら
た
な
計
画
を
た
て

て
い
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
創
造
社
を
明
る
い
思
想
闘
争
の
基
盤
に
し
よ
う
と
し

て
い
た
こ
と
で
、
極
力
弁
証
唯
物
論
と
歴
史
唯
物
論
の
推
進
を
は
か
る
こ
と
に
つ

と
め
て
い
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
李
初
梨
、
彭
康
、
朱
鏡
我
、
馮
乃
超
、
李
鉄
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声
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
少
壮
派
で
あ
っ
て
、
非
常
に
血
気
さ
か
ん
だ
っ
た
。
彼
ら

の
革
命
意
識
は
異
常
な
ま
で
も
え
あ
が
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
計
画
を
推
進
す

る
た
め
に
、
大
半
が
大
学
の
卒
業
を
目
の
ま
え
に
ひ
か
え
な
が
ら
も
、
そ
の
卒
業

試
験
を
放
棄
し
て
ま
で
、
ぞ
く
ぞ
く
と
仿
吾
よ
り
さ
き
に
上
海
に
帰
っ
て
き
た
の

だ
っ
た
。 

 

二
つ
の
計
画
が
う
ま
く
落
ち
合
え
な
い
こ
と
で
、
日
本
の
火
が
上
海
の
水
を
あ

び
た
か
っ
こ
う
に
な
り
、
短
い
期
間
で
あ
っ
た
が
、
最
初
の
こ
ろ
は
お
互
が
対
峙

す
る
場
面
を
呈
し
た
。
私
は
仿
吾
の
帰
国
を
待
っ
て
、
よ
く
話
し
あ
っ
て
か
ら
あ

ら
た
め
て
腹
を
決
め
よ
う
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
電
報
で
仿
吾
を
急
が
せ
た
。
そ

の
う
ち
仿
吾
は
日
本
か
ら
帰
っ
て
き
た
が
、
彼
は
あ
く
ま
で
も
『
創
造
週
報
』
の

復
活
に
は
反
対
で
、
週
報
の
使
命
は
す
で
に
完
了
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し

て
帰
国
グ
ル
ー
プ
の
提
案
を
支
持
し
て
戦
闘
的
な
月
刊
も
の
を
だ
そ
う
と
い
う
。

名
前
は
抗
流
〔
後
に
こ
の
名
称
は
使
わ
ず
、
文
化
批
判
と
あ
ら
た
め
た
〕
と
い
う

こ
と
に
し
た
。
し
か
も
、
魯
迅
と
の
合
同
の
件
に
つ
い
て
は
、
一
様
に
は
な
は
だ

そ
っ
け
な
い
も
の
だ
っ
た
。
こ
ん
な
ぐ
あ
い
だ
っ
た
か
ら
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
私

自
身
が
自
分
の
態
度
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
私
と
し
て

は
十
二
分
に
わ
か
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
も
し
も
私
が
自
分
の
主
張
を
固
持
し
よ
う

も
の
な
ら
、
当
時
の
雰
囲
気
か
ら
し
て
、
創
造
社
は
分
裂
を
き
た
す
で
あ
ろ
う
。

が
、
こ
れ
は
私
が
も
っ
と
も
望
ま
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
私
は
間
も
な
く

国
を
で
る
体
で
、
そ
う
な
れ
ば
仿
吾
が
将
来
の
創
造
社
に
対
し
て
、
い
っ
そ
う
の

責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
彼
が
や
り
た
が
っ
て
い
る
計

画
通
り
に
実
施
す
れ
ば
、
気
持
の
上
か
ら
も
余
計
は
り
き
る
だ
ろ
う
し
、
も
っ
と

大
き
な
効
果
を
お
さ
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
い
わ
ん
や
新
し
い
計
画
は
、
多
少
危
険

性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
よ
り
合
理
的
な
方
法
で
あ
っ
た

と
な
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
実
験
を
経
て
い
な
い
こ
と
だ
け
に
、

私
が
た
だ
む
や
み
に
反
対
す
る
こ
と
も
な
ら
ず
、
け
っ
き
ょ
く
は
私
の
方
か
ら
一

歩
ひ
き
さ
が
ら
ざ
る
を
え
な
あ
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
問
題
の
発
生
と
進
展
は
、
ほ
ぼ
十
一
月
の
一
カ
月
内
で
の
こ
と
か

ら
で
、
私
が
譲
歩
し
た
の
は
、『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
の
整
理
に
専
念
す
る
と
発
表
し

た
時
、
す
な
わ
ち
十
一
月
の
下
旬
だ
っ
た
。
私
の
第
一
部
を
訳
し
た
後
記
の
中
に
、

こ
の
期
日
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
書
い
て
お
い
た
の
は
、「
民
国
十
六
年

十
一
月
改
訳
完
成
」
で
、
文
中
に
は
っ
き
り
と
こ
う
ふ
れ
て
お
い
た
。 

 

「
着
手
以
来
わ
ず
か
十
日
た
ら
ず
で
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
。 

  

郭
氏
の
こ
の
記
述
に
は
、
こ
の
あ
と
で
紹
介
す
る
記
述
と
く
ら
べ
る
と
、
時
間

の
前
後
関
係
に
お
い
て
明
ら
か
な
記
憶
違
い
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
郭
沫
若

『
亡
命
十
年
』（「
東
海
を
越
え
て
」
を
含
む
。
筑
摩
書
房
）
を
訳
し
た
岡
崎
俊
夫

は
、「
訳
者
あ
と
が
き
」
で
こ
う
書
い
て
い
る
。 

「
東
海
を
越
え
て
」「
私
は
中
国
人
だ
」
は
、
日
本
か
ら
帰
っ
て
、
ず
っ
と
後

に
中
国
で
書
か
れ
た
た
め
か
、
明
ら
か
に
著
者
の
記
憶
ち
が
い
と
お
ぼ
し
い
個
所

が
少
な
く
な
い
。 

 

伊
藤
虎
丸
の
記
述 

（
伊
藤
虎
丸
編
『
創
造
社
研
究
』「
創
造
社
小
史
」
３
７
頁
） 

四
・
一
二
以
後
の
新
し
い
そ
し
て
よ
り
き
び
し
い
状
況
の
中
で
、
い
か
に
し
て

進
歩
的
文
学
者
た
ち
の
再
結
集
を
は
か
る
か
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
時
に
あ
り
得
た

幾
つ
か
の
路
線
の
対
立
を
も
ふ
く
め
て
、
そ
の
方
策
が
模
索
さ
れ
た
時
期
だ
っ
た

と
い
え
よ
う
。 

 

そ
し
て
、
こ
の
時
期
の
終
り
頃
に
、
魯
迅
と
の
合
作
（
と
い
う
よ
り
、
魯
迅
や

太
陽
社
系
の
人
た
ち
を
も
含
め
た
左
翼
系
作
家
の
大
同
団
結
）
と
い
う
方
向
が
放

棄
さ
れ
、
日
本
留
学
中
の
新
人
た
ち
を
呼
び
返
し
て
『
文
化
批
判
』
を
創
刊
す
る

と
い
う
路
線
を
、
創
造
社
は
（
成
仿
吾
の
主
導
で
）
選
択
し
た
か
に
見
え
る
。 

小
谷
一
郎
の
記
述 

（
小
谷
一
郎
編
「
創
造
社
年
表
」『
創
造
社
研
究
』
１
３
６
頁
） 

ま
ず
「
創
造
社
年
表
」
に
次
の
記
述
が
あ
る
。 

〝
一
九
二
七
年
十
二
月
三
日 
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『
時
事
新
報
』
に
「『
創
造
週
報
』
復
活
預
告
」
〟 

こ
れ
に
つ
い
て
の
小
谷
氏
の
注
〔
注
４
６
〕
は
以
下
の
ご
と
く
。 

『
創
造
週
報
』
の
復
活
、
魯
迅
と
の
合
作
に
つ
い
て
鄭
伯
奇
は
「
創
造
社
後
期

的
革
命
文
学
運
動
」
の
中
で
、
こ
う
書
い
て
い
る
。 

 

我
々
は
郭
沫
若
同
志
の
同
意
と
支
持
を
得
た
。
そ
こ
で
一
緒
に
魯
迅
先
生
を
た

ず
ね
、
連
合
す
る
気
持
ち
を
語
っ
た
。
魯
迅
先
生
は
即
座
に
欣
然
と
し
て
同
意
し

た
。
そ
し
て
、
別
に
新
た
に
刊
行
物
を
出
す
こ
と
は
な
い
、『
創
造
週
報
』
を
復

刊
さ
せ
て
、
共
同
活
動
の
場
に
す
れ
ば
よ
い
と
主
張
し
た
。
魯
迅
は
、
積
極
的
に

参
加
す
る
よ
、
と
言
っ
た
の
で
我
々
は
と
て
も
喜
ん
だ
。
郭
沫
若
も
、
非
常
に
歓

迎
す
る
、
と
喜
ん
だ
。 

 

こ
の
記
述
は
鄭
伯
奇
の
「
略
談
創
造
社
的
文
学
活
動
」
や
郭
沫
若
の
回
想
と
は

異
な
っ
て
い
る
。 

小
谷
氏
は
さ
ら
に
「
創
造
社
年
表
」
の
〔
補
注
８
〕「
第
三
期
創
造
社
同
人
の

帰
国
と
魯
迅
と
の
合
作
の
流
産
を
め
ぐ
っ
て
」（
１
５
６
頁
）
で
こ
う
書
い
て
い

る
。 

 

と
こ
ろ
で
、「
国
民
革
命
」
挫
折
後
の
状
況
の
中
で
、
創
造
社
が
第
二
期
と
い

わ
れ
る
時
期
か
ら
第
三
期
へ
と
移
行
し
て
い
く
過
程
、
な
か
で
も
、
創
造
社
と
魯

迅
と
の
合
作
を
め
ぐ
る
経
緯
は
、
そ
れ
が
「
革
命
文
学
論
戦
」
か
ら
み
れ
ば
、
い

わ
ば
そ
の
前
史
に
あ
た
る
部
分
で
あ
り
、
直
接
、
間
接
に
こ
の
論
戦
と
か
か
わ
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
過
程
、
経
緯
は
、
第
二
期

創
造
社
と
第
三
期
創
造
社
の
つ
な
が
り
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
創
造
社
の
文
学
活

動
そ
の
も
の
や
、
創
造
社
の
「
左
旋
回
」
と
い
わ
れ
る
問
題
を
考
え
て
い
く
上
で

も
ひ
と
つ
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

さ
て
、
創
造
社
と
魯
迅
と
の
間
に
合
作
の
話
が
持
ち
上
が
る
の
は
、
魯
迅
が
広

州
か
ら
上
海
に
来
た
、
一
九
二
七
年
十
月
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、
は

じ
め
、
鄭
伯
奇
、
蒋
光
慈
、
段
可
情
等
の
間
で
計
画
さ
れ
、
そ
の
月
の
下
旬
、
香

港
か
ら
上
海
に
入
っ
た
郭
沫
若
の
同
意
を
得
て
実
行
に
移
さ
れ
た
。
鄭
伯
奇
等
が

魯
迅
を
訪
ね
る
の
は
、
十
一
月
九
日
の
こ
と
で
あ
り
、
魯
迅
は
こ
の
時
、
彼
ら
の

申
し
入
れ
を
心
よ
く
承
知
し
た
。
鄭
伯
奇
は
こ
の
間
の
事
情
を
「
創
造
社
後
期
的

革
命
文
学
運
動
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

 

我
々
は
こ
う
思
っ
た
。
進
歩
的
作
家
が
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
上
海
に
集
ま
っ
て

い
る
か
ら
、
み
ん
な
が
連
合
し
て
一
つ
の
刊
行
物
を
出
し
、
新
文
学
運
動
を
提
唱

し
た
な
ら
、
そ
う
と
う
大
き
な
影
響
を
起
こ
す
に
違
い
な
い
。
政
治
革
命
は
し
ば

し
挫
折
を
受
け
た
が
、
ま
ず
文
芸
戦
線
上
か
ら
戦
闘
態
勢
を
立
て
直
し
、
将
来
の

革
命
高
潮
を
迎
え
る
た
め
の
条
件
に
す
る
。
こ
れ
は
と
て
も
良
い
こ
と
で
は
な
い

か
？ 

蒋
光
慈
と
段
可
情
も
同
じ
考
え
で
あ
っ
た
。
我
々
は
郭
沫
若
同
志
の
同
意

と
支
持
を
得
て
、
一
緒
に
魯
迅
先
生
を
訪
問
し
、
連
合
し
た
い
意
思
を
語
っ
た
。

魯
迅
先
生
は
即
座
に
欣
然
と
同
意
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、
別
に
新
た
に
刊
行
物
を

出
す
こ
と
は
な
い
、『
創
造
週
報
』
を
復
刊
さ
せ
て
、
共
同
活
動
の
場
に
す
れ
ば

よ
い
と
主
張
し
た
。
魯
迅
は
、
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
、
と
言
っ
た
の
で
我
々
は

と
て
も
喜
ん
だ
。
郭
沫
若
も
、
非
常
に
歓
迎
す
る
、
と
喜
ん
だ
。 

 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
鄭
伯
奇
の
回
想
の
中
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

魯
迅
自
身
が
『
創
造
週
報
』
の
復
活
を
提
起
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
（
小

谷
氏
注
４
６
．
１
３
６
頁
）
で
の
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
記
述
は
鄭
伯
奇
の
他
の
回

想
や
、
郭
沫
若
の
「
東
海
を
越
え
て
」
な
ど
の
記
述
と
大
き
く
異
な
る
。
い
ず
れ

か
の
記
述
が
事
実
に
近
い
も
の
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、『
創
造
週
報
』
の
復
活

と
い
う
そ
の
発
想
か
ら
い
っ
て
魯
迅
の
方
が
提
起
し
た
可
能
性
も
十
分
あ
り
う

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

と
ま
れ
、
こ
う
し
た
事
実
関
係
は
別
と
し
て
、
魯
迅
と
創
造
社
と
の
合
作
の
話

は
『
創
造
週
報
』
を
復
活
さ
せ
る
と
い
う
方
向
で
進
展
し
て
い
っ
た
。
沈
鵬
年
の

「
魯
迅
和
創
造
社
交
往
的
両
点
史
実
」
の
指
摘
に
従
え
ば
、
事
前
に
魯
迅
の
了
解

を
得
た（
沈
鵬
年
は
、こ
れ
を
十
一
月
十
九
日
の
こ
と
と
す
る
）と
い
わ
れ
る「『
創

造
週
報
』
復
活
預
告
」
は
、
十
二
月
三
日
の
『
時
事
新
報
』
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
。

そ
し
て
同
じ
予
告
は
、
一
九
二
八
年
一
月
一
日
発
行
の
『
創
造
月
刊
』
第
一
巻
第

八
期
に
も
掲
載
さ
れ
た
。
以
下
は
、
私
が
、
上
海
の
魯
迅
記
念
館
で
見
た
、『
創

造
月
刊
』
誌
上
の
「『
創
造
週
報
』
復
活
預
告
」
の
全
文
で
あ
る
。 
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小
谷
一
郎
が
載
せ
る
全
文
は
こ
こ
で
は
省
略
し
て
、
い
ま
必
要
な
部
分
だ
け
記

す
。 「

編
輯
委
員
」
は
、
成
仿
吾
、
鄭
伯
奇
、
王
独
清
、
段
可
情
の
四
人
で
あ
る
。

「
特
約
撰
述
員
」
に
は
三
十
名
の
名
前
が
並
ん
で
い
る
。
そ
の
筆
頭
が
魯
迅
で
あ

る
。
他
に
郭
沫
若
は
麦
克
昴
の
名
で
載
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
後
、
小
谷
氏
は
こ
う
書
い
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
並
ん
で
い
る
人
名
な
ど
を
み
る
と
、『
創
造
週
報
』
の
復
活

と
は
、
鄭
伯
奇
の
い
う
上
海
に
集
ま
っ
た
進
歩
的
作
家
の
連
合
で
あ
っ
た
と
い
う

話
も
う
な
ず
け
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
ま
た
こ
こ
か
ら
四
・
一
二
ク
ー
デ
タ
ー
が

与
え
た
衝
撃
と
そ
れ
が
彼
ら
に
ど
う
作
用
し
た
か
も
み
て
と
れ
よ
う
。
だ
が
、
こ

の
『
創
造
週
報
』
の
復
活
、
魯
迅
と
の
合
作
の
話
も
結
局
の
と
こ
ろ
水
に
流
れ
て

し
ま
う
。
い
ま
、
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
鄭
伯
奇
や
、
郭
沫
若
の
回
想
を
ま
と

め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。 

 

『
創
造
週
報
』の
復
活
、魯
迅
と
の
合
作
の
話
が
上
海
で
進
展
し
て
い
た
こ
ろ
、

成
仿
吾
は
、
す
で
に
日
本
に
行
き
李
初
梨
等
と
接
触
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
郭
沫

若
が
「
東
海
を
越
え
て
」
で
い
う
よ
う
に
、
先
の
話
は
、
成
仿
吾
、
さ
ら
に
は
李

初
梨
等
、
第
三
期
創
造
社
の
同
人
た
ち
に
は
何
ら
の
相
談
も
さ
れ
な
い
ま
ま
、
成

仿
吾
ら
の
同
意
を
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
の
憶
測
の
も
と
に
す
す
め
ら
れ
て
い
た
。

郭
沫
若
は
こ
の
こ
と
か
ら
、『
創
造
週
報
』
の
役
目
は
も
は
や
終
っ
た
と
し
て
、

李
初
梨
等
の
主
張
す
る
、
創
造
社
の
「
方
向
転
換
」
と
「
無
産
階
級
革
命
文
学
の

提
唱
」
を
支
持
し
、『
文
化
批
判
』
の
刊
行
を
主
張
す
る
成
仿
吾
と
『
創
造
週
報
』

の
復
活
、
魯
迅
と
の
合
作
を
考
え
る
郭
沫
若
と
の
間
に
当
初
「
対
峙
の
局
面
」
が

あ
っ
た
と
の
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
創
造
社
の
分
裂
を
危
惧
し
た
郭
沫
若
が
成
仿

吾
等
の
意
見
に
従
っ
た
こ
と
か
ら
、『
創
造
週
報
』
の
復
活
、
魯
迅
と
の
合
作
は

「
流
産
」
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
な
ら
、
す
で
に
い

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、国
共
合
作
の
崩
壊
、国
民
革
命
の
挫
折
を
背
景
に
し
て「
当

時
の
郭
沫
若
と
成
仿
吾
と
の
距
離
は
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
」（
丸
山
昇
『
魯
迅
と
革
命
文
学
』）
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。 

 

鄭
伯
奇
の
回
想
に
従
え
ば
、
成
仿
吾
が
日
本
に
向
う
の
は
、
一
九
二
七
年
八
月

十
五
日
、
郁
達
夫
が
創
造
社
を
離
れ
て
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
成
仿
吾

は
す
で
に
鄭
伯
奇
か
ら
李
初
梨
等
の
考
え
の
概
要
を
聞
い
た
そ
の
上
で
、
彼
ら
を

「
新
ら
て
の
軍
隊
」
と
し
て
む
か
い
入
れ
る
べ
く
日
本
へ
向
っ
た
の
で
あ
る
。
鄭

伯
奇
は
、
先
の
回
想
の
中
で
、「
私
が
仿
吾
に
日
本
に
居
る
同
志
た
ち
が
無
産
階

級
文
学
を
提
唱
せ
よ
と
い
う
意
見
を
主
張
し
て
い
た
と
話
す
と
、
仿
吾
は
た
い
へ

ん
喜
ん
だ
」
と
記
し
て
い
る
。 

〈
成
家
注: 

成
仿
吾
は
日
本
へ
行
く
前
に
、
鄭
伯
奇
か
ら
、
日
本
に
い
る
李
初

梨
等
の
考
え
を
聞
い
て
い
た
。
し
か
し
成
仿
吾
は
当
初
演
劇
活
動
を
考
え
て
い
た
。

そ
し
て
九
月
か
十
月
に
成
氏
は
日
本
へ
行
っ
た
。〉 

 

以
上
の
経
過
に
先
立
っ
て
、
一
九
二
七
年
の
春
、
鄭
伯
奇
が
日
本
へ
行
き
、
そ

の
後
、
李
初
梨
等
第
三
期
の
創
造
社
同
人
た
ち
と
他
の
同
人
た
ち
と
を
つ
な
ぐ
、

い
わ
ば
「
パ
イ
プ
役
」
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
年
表
に
入
れ
た
通
り
で
あ

る
。
成
仿
吾
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
四
・
一
二
ク
ー
デ
タ
ー
直
後
の
広
州
で
鄭
伯

奇
は
成
仿
吾
に
会
っ
て
い
る
。
鄭
伯
奇
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
、
成
仿
吾
と

「
以
後
の
行
動
を
相
談
し
、
先
後
し
て
上
海
に
行
く
こ
と
に
決
め
た
」
と
い
う
。

鄭
伯
奇
は
こ
の
後
、
ま
も
な
く
上
海
に
行
っ
た
。
そ
し
て
成
仿
吾
が
上
海
に
来
る

の
は
、
郁
達
夫
の
日
記
な
ど
か
ら
み
て
、
七
月
の
下
旬
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

成
仿
吾
が
上
海
に
来
る
と
、
郁
達
夫
、
鄭
伯
奇
な
ど
、
お
そ
ら
く
は
王
独
清
も

加
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
上
海
の
創
造
社
同
人
た
ち
の
間
で
、
郁
達
夫
が
そ
れ

ま
で
手
が
け
て
い
た
「
創
造
社
の
紊
乱
」
の
整
理
に
か
ら
む
創
造
社
出
版
部
改
組

の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
も
た
れ
た
。（
中
略
）
そ
し
て
、
郁
達
夫
は
、
八

月
十
五
日
、
つ
い
に
創
造
社
か
ら
の
離
脱
を
宣
言
す
る
の
で
あ
る
。 

 
成
仿
吾
が
日
本
へ
行
く
の
は
こ
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。
大
学
在
学
中
だ
か
ら
、

中
途
で
退
学
し
帰
国
し
て
く
る
の
は
不
可
能
だ
ろ
う
と
い
う
鄭
伯
奇
の
予
想
に

反
し
、
李
初
梨
等
は
み
な
、
成
仿
吾
と
相
談
の
結
果
退
学
し
て
帰
国
す
る
こ
と
を

希
望
し
た
。
鄭
伯
奇
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
成
仿
吾
は
こ
の
こ
と
を
上
海
の
郭
沫
若

等
に
手
紙
で
伝
え
た
。
鄭
伯
奇
は
、そ
の
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 
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仿
吾
が
手
紙
で
こ
の
知
ら
せ
を
私
た
ち
に
伝
え
て
く
る
と
、
私
た
ち
は
み
な
興

奮
し
、
い
ま
か
い
ま
か
と
い
う
思
い
で
彼
ら
を
待
ち
こ
が
れ
た
。
沫
若
と
私
は
み

な
、
仿
吾
の
新
し
い
計
画
に
同
意
し
、
そ
れ
ま
で
は
ぐ
く
ん
で
い
た
連
合
の
計
画

も
そ
の
た
め
み
の
ら
ぬ
ま
ま
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

（
小
谷
氏
）
思
う
に
、
魯
迅
と
の
合
作
が
ひ
っ
く
り
か
え
る
こ
の
話
は
十
一
月

の
下
旬
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

〈
成
家
注
① 

成
仿
吾
が
日
本
か
ら
出
し
た
手
紙
は
、
十
二
月
に
な
っ
て
か
ら
出

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。〉 

〈
成
家
注
② 

「『
創
造
週
報
』
復
活
預
告
」
は
、
一
九
二
七
年
十
二
月
三
日
の

『
時
事
新
報
』
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
小
谷
氏
の
〝
十
一
月
の
下
旬
〟

は
あ
り
得
な
い
。
十
二
月
下
旬
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
谷
一
郎
の
か
ん
ち
が

い
か
、
誤
植
と
思
わ
れ
る
。 

 

中
井
政
喜
は
そ
れ
ま
で
の
関
連
記
述
を
総
括
し
て
こ
う
述
べ
た
。（
中
井
書
１

９
３
頁
）
お
お
む
ね
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。 

（
第
三
期
創
造
社
は
革
命
文
学
〈
無
産
階
級
革
命
文
学
〉
を
一
九
二
八
年
か
ら

主
張
し
は
じ
め
、
革
命
文
学
論
争
が
開
始
さ
れ
る
。）
そ
れ
以
前
の
段
階
で
、
成

仿
吾
は
一
九
二
七
年
十
月
（
九
月
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い: 

成
家
）
上
海
か
ら

日
本
に
向
か
い
、
李
初
梨
等
と
会
っ
て
い
る
。 

そ
の
経
過
は
李
初
梨
の
回
憶
に
よ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。 

 

成
仿
吾
は
先
ず
京
都
（
西
の
都
）
に
来
て
私
た
ち
と
会
っ
た
後
、
創
造
社
が
演

劇
運
動
を
起
こ
し
、
脚
本
を
書
く
こ
と
や
演
出
等
の
事
柄
を
計
画
準
備
し
て
い
る
、

と
語
っ
た
。
そ
の
後
彼
は
東
京
へ
行
き
、
馮
乃
超
と
会
っ
て
演
劇
活
動
の
計
画
を

作
り
、
私
た
ち
に
郵
送
し
て
き
た
。
私
た
ち
は
同
意
し
が
た
い
と
思
い
、
あ
ま
り

適
切
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
成
仿
吾
・
馮
乃
超
に
京
都
に
来
て
も

ら
い
討
議
し
た
。
私
た
ち
は
会
議
を
一
緒
に
開
き
、
私
は
発
言
し
た
（
後
に
整
理

し
て
、『
怎
様
地
建
設
革
命
文
学
』
と
題
し
て
発
表
し
た
）。
そ
こ
で
演
劇
活
動
の

計
画
を
放
棄
し
、
改
め
て
、
無
産
階
級
革
命
文
学
の
提
唱
に
従
事
す
る
こ
と
と
し

た
。（
お
そ
ら
く
十
二
月
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と: 

成
家
） 

（「
李
初
梨
談
話
記
録
」、
一
九
八
〇
年
十
二
月
） 

 

 

成
仿
吾
は
一
九
二
七
年
十
二
月
中
旬
頃
日
本
か
ら
上
海
に
帰
っ
た
。
そ
の
時
す

で
に
、
郭
沫
若
・
鄭
伯
奇
等
が
魯
迅
と
の
協
力
の
話
を
進
め
、
魯
迅
の
協
力
の
承

諾
も
得
て
、『
創
造
週
報
』
を
復
刊
す
る
運
び
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
成
仿
吾

は
こ
れ
に
強
く
反
対
し
、
先
に
帰
国
し
て
い
た
李
初
梨
等
の
意
見
（
無
産
階
級
革

命
文
学
の
提
唱
）
を
全
面
的
に
支
持
主
張
し
た
、
と
思
わ
れ
る
。 

 

一
方
、
鄭
伯
奇
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。 

 

私
た
ち
が
魯
迅
と
の
連
合
を
準
備
し
て
い
た
と
き
、
成
仿
吾
は
ま
だ
日
本
に
お

り
、
私
は
こ
の
こ
と
を
彼
に
手
紙
で
書
い
た
。
彼
は
不
賛
成
だ
っ
た
。
彼
は
、
旧

い
作
家
は
み
ん
な
だ
め
だ
。
旧
い
作
家
を
す
べ
て
打
倒
し
て
こ
そ
、
新
し
い
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
芸
を
樹
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
考
え
た
。（「
鄭
伯
奇
談
創
造
社

左
聯
的
一
些
情
況
」、
一
九
七
七
年
八
月
） 

 

成
仿
吾
は
回
想
で
こ
う
述
べ
た
。（
宋
彬
玉
、
張
傲
卉
「
成
仿
吾
和
創
造
社
」

「
成
仿
吾
談
話
記
録
」、
一
九
八
〇
年
九
月
） 

 

郭
沫
若
と
魯
迅
が
創
造
週
報
を
復
活
さ
せ
る
啓
事
を
発
表
し
た
こ
と
は
、
こ
の

こ
と
は
私
（
成
仿
吾
）
は
知
ら
な
か
っ
た
。
当
時
私
は
上
海
に
い
な
か
っ
た
。
私

た
ち
が
上
海
に
帰
っ
た
後
、
み
ん
な
は
週
報
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
不
賛
成
で
あ

っ
た
。
郭
沫
若
が
週
報
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
幻
想
だ
。
も
し
も
週
報
を

復
活
さ
せ
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
後
退
で
あ
っ
て
前
進
で
は
な
い
。
マ
ル
ク
ス
主
義

を
宣
伝
す
べ
き
な
の
だ
。 

 
こ
れ
に
つ
い
て
中
井
氏
は
こ
う
言
う
。 

 
右
の
成
仿
吾
の
発
言
に
は
、
ほ
か
の
当
事
者
の
発
言
と
比
較
し
て
、
い
く
つ
か

の
考
え
る
べ
き
点
が
見
ら
れ
る
。 

①
鄭
伯
奇
は
、
前
出
の
よ
う
に
手
紙
で
成
仿
吾
に
知
ら
せ
た
、
と
し
て
い
る
。
し

か
し
こ
れ
は
啓
事
の
こ
と
に
触
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
復
刊
の
啓
事

の
発
表
は
、
一
九
二
七
年
十
二
月
三
日
（「『
創
造
週
報
』
優
待
定
戸
」）
と
思
わ
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れ
、
成
仿
吾
は
十
二
月
三
日
以
降
に
帰
国
し
た
こ
と
に
な
る
。 

②
馮
乃
超
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
私
た
ち
は
確
か
に
魯
迅
と
連
合
す
る
主
張
に

反
対
し
な
か
っ
た
、
と
声
明
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
個
人
の
記
憶
か

ら
言
え
ば
、
私
た
ち
は
帰
国
前
後
に
、
連
合
を
準
備
し
て
い
る
と
い
う
知
ら
せ
を

聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
し
、
仿
吾
も
私
た
ち
に
こ
の
こ
と
を
話
さ
な
か
っ
た
。

少
な
く
と
も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
私
個
人
の
印
象
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。」（「
魯
迅
与
創
造
社
」、
一
九
七
八
年
九
月
） 

少
な
く
と
も
馮
乃
超
に
は
こ
の
間
の
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
は
な
か
っ
た
、
と
考

え
ら
れ
る
。
従
っ
て
反
対
し
た
「
み
ん
な
」
と
は
ど
の
範
囲
の
人
を
指
す
の
か
不

明
で
あ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
成
仿
吾
が
国
民
革
命
の
挫
折
後
の
転
換
期
の
中
で
、
魯
迅
と

の
協
力
に
反
対
し
、
こ
の
状
況
に
対
応
し
う
る
、
或
い
は
連
合
し
う
る
文
学
（
無

産
階
級
革
命
文
学
）
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
点
は
、
疑
い
な
い
と
思
わ
れ

る
。（
以
上
、
中
井
書
の
引
用
） 

  

も
し
少
し
疑
っ
て
か
か
る
な
ら
、
次
の
よ
う
な
状
況
も
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は

な
い
。 

成
仿
吾
が
日
本
に
行
っ
た
目
的
の
一
つ
は
、
若
い
仲
間
に
、
演
劇
運
動
を
起
こ

す
べ
く
提
唱
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ
え
て
成
仿
吾
が
上
海
に
い
な
い

時
期
に
、
合
作
の
計
画
が
起
こ
り
、
あ
と
で
そ
れ
を
知
っ
た
成
仿
吾
が
、
魯
迅
が

加
わ
る
な
ら
い
や
だ
、
と
主
張
し
、
新
し
い
計
画
を
持
ち
出
し
て
、
こ
の
計
画
を

つ
ぶ
し
た
。 

こ
う
い
う
事
情
が
あ
っ
た
い
じ
ょ
う
、
こ
の
先
に
成
仿
吾
と
魯
迅
の
激
し
い
対

立
論
戦
が
起
こ
る
の
は
必
然
と
い
う
情
勢
で
あ
る
。
次
号
で
述
べ
る
。
ま
た
、
文

献
情
報
は
次
回
に
ま
と
め
て
載
せ
る
。 

（
待
続
） 

  

 

中
国
の
郭
沫
若
研
究
の
動
向
―
―
郭
沫
若
研
究
国
際
学
術
研
討
会
参
加
し
て 

 
 

岩
佐 

昌
暲 

 

こ
の
４
月
13
日
か
ら
15
日
郭
沫
若
の
故
郷
・
四
川
省
楽
山
市
の
楽
山
師
範
大

学
で
「
中
国
現
代
歴
史
進
展
中
的
郭
沫
若
国
際
学
術
研
討
会
曁
四
川
省
郭
沫
若
研

究
会
第
六
届
会
員
代
表
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
楽
山
師
範
学
院
、
四
川

郭
沫
若
研
究
会
、
中
国
郭
沫
若
研
究
会
、《
新
文
学
史
料
》
編
集
部
、
会
議
の
運

営
は
四
川
郭
沫
若
研
究
中
心
が
担
当
し
た
。 

私
も
招
か
れ
て
参
加
し
、「
福
岡
県
立
図
書
館
蔵
書
松
浦
一
著『
文
学
的
本
質
』

和
郭
沫
若
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
発
表
を
行
な
っ
た
。
私
の
報
告
は
、
郭
沫
若
が

『
三
葉
集
』
の
宗
白
華
宛
て
の
手
紙
で
あ
げ
て
い
る
米
国
の
詩
人
・
マ
ッ
ク
ス
・

ウ
ェ
ー
バ
ー
のT

h
e  

M
om

en
ts

と
い
う
立
体
派
の
詩
は
、
松
浦
一
（
大
正
期

の
東
京
帝
大
講
師
。
芥
川
龍
之
介
も
彼
の
文
学
概
論
を
受
講
し
て
い
る
）
の
著
書

『
文
学
の
本
質
』（
大
日
本
図
書
）
か
ら
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
小
さ
な
「
発
見
」
を
報
告
し
た
も
の
だ
っ
た
。 

た
だ
し
、
こ
の
報
告
で
私
は
大
き
な
誤
り
を
犯
し
て
い
た
。
福
岡
県
立
図
書
館

は
郭
沫
若
が
九
大
に
入
学
す
る
三
カ
月
前
の
一
九
一
八
年
３
月
に
開
館
し
、
郭
沫

若
自
身
も
利
用
し
て
い
た
（
そ
の
体
験
を
書
い
た
詩
「
無
煙
煤
」
も
あ
る
）。
だ

が
図
書
館
は
45
年
８
月
の
空
襲
で
焼
失
し
て
い
た
か
ら
、
図
書
は
残
っ
て
お
ら

ず
、
私
は
残
存
す
る
『
福
岡
県
立
図
書
館
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
で
書
名
の
存
在

を
確
認
し
た
だ
け
で
、
実
際
の
書
物
は
九
州
大
学
付
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
旧
制

福
岡
高
等
学
校
蔵
書
を
借
り
出
し
て
読
み
、
報
告
を
書
い
た
。 

と
こ
ろ
が
、
帰
国
後
念
の
た
め
再
点
検
し
た
と
こ
ろ
、
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
の
は
松
浦
一
の
別
の
著
書
（
、『
生
命
の
文
学
』
大
正
７
年
刊
、
と
『
文
学
の

白
光
』
大
正
13
年
、
第
３
版
）
だ
っ
た
。
報
告
で
は
、
私
は
該
書
は
県
立
図
書

館
に
架
蔵
さ
れ
て
お
り
、
郭
沫
若
は
こ
こ
で
そ
れ
を
読
ん
だ
、
と
い
う
仮
説
を
述

べ
て
い
た
。
そ
れ
が
実
は
架
蔵
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
完
全
な
る
不
注
意
、
余
り

に
も
恥
ず
か
し
い
ミ
ス
だ
っ
た
。
私
は
直
ち
に
大
会
事
務
局
に
（
37
頁
に
続
く
） 
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「
錐
を
投
じ
た
…
」
っ
て
？ 

誤
訳
ら
し
き
箇
所
二
、
三 

―
『
沫
若
自
伝
』
を
読
む
㈢ 

 

上

野

惠

司  

                        
 

近
世
以
来
の
白
話
文
や
五
四
以
降
の
現
代
文
を
読
む
の
に
、
わ
た
く
し
は

翻
訳
に
は
な
る
べ
く
頼
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
い
つ
で
あ
っ
た
か
恩
師
の
増
田

渉
先
生
か
ら
、
何
の
本
で
あ
っ
た
か
今
は
思
い
出
せ
な
い
が
、
横
着
を
し
て

翻
訳
で
読
ん
で
い
る
の
を
見
と
が
め
ら
れ
て
「
君
は
中
国
語
が
読
め
る
の
だ

ろ
う
」
と
言
わ
れ
て
以
来
の
こ
と
で
、
今
も
務
め
て
翻
訳
は
避
け
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
今
読
ん
で
い
る
『
沫
若
自
伝
』
だ
が
、
わ
た
く
し
が
こ
の
本

を
読
ん
で
い
る
の
を
知
っ
た
若
い
友
人
の
某
君
が
平
凡
社
の
東
洋
文
庫
に
入

っ
て
い
る
『
私
の
幼
少
年
時
代
』
以
下
の
訳
書
全
六
巻
を
わ
ざ
わ
ざ
届
け
て

く
れ
た
。
好
意
は
謝
す
る
に
余
り
あ
る
が
、
右
の
よ
う
な
次
第
で
こ
れ
を
書

架
に
置
き
放
し
に
し
て
い
た
。 

そ
こ
へ
、
昨
秋
以
来
体
調
を
崩
し
て
い
て
、
重
い
内
容
の
中
国
語
を
読
む

の
が
ち
ょ
っ
と
負
担
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
、
禁
を
破
っ
て
贈
ら
れ
た
六
冊
を

通
読
し
て
み
た
。 

同
書
の
訳
者
は
、
共
に
す
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
が
、
斯
界
の
大
御
所
と
も

い
う
べ
き
小
野
忍
と
丸
山
昇
の
両
氏
で
あ
る
。 

さ
す
が
に
こ
な
れ
た
訳
文
で
、
注
釈
も
行
き
届
い
て
い
て
教
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
が
多
々
あ
っ
た
。
た
だ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
「
え
っ
」
と
思
う
よ
う
な
誤

訳
ら
し
き
箇
所
が
い
く
つ
か
目
に
つ
い
た
。
例
え
ば
、 

 

秦
の
始
皇
帝
が
博
浪
沙
に
お
い
て
錐
を
投
じ
た
勇
士
を
さ
が
し
た
の
も

か
く
や
と
思
わ
れ
る
ば
か
り
、
学
校
じ
ゅ
う
ひ
っ
く
り
返
る
大
騒
ぎ
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。（
真
好
像
秦
始
皇
找
博
浪
沙
投
椎
的
勇
士
一
样
、
一
学
堂

都
闹
翻
了
。）
一
―
一
三
八 

原
文
の
〝
投
椎
的
勇
士
〟
が
、
訳
文
で
は
「
錐
を
投
げ
た
勇
士
」
と
あ
り
、

「
錐
」
の
字
に
は
「
き
り
」
の
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
。 

「
椎
」
の
字
と
「
錐
」
の
字
は
わ
ず
か
に
木
ヘ
ン
と
金
ヘ
ン
の
違
い
だ
が
、

寡
聞
に
し
て
両
者
が
通
じ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
を
知
ら
な
い
。 

一
方
、「
椎
」
は
「
槌
」
と
「
鎚
」
と
な
ら
通
じ
る
。『
史
記
』
の
原
文
は
、 

（
張
良
）
東
見
滄
海
君
、
得
力
士
爲
鐵
椎
重
百
二
十
斤
、
秦
皇
帝
東

游
、
良
與
客
狙
撃
秦
皇
帝
博
浪
沙
中
。 

で
あ
る
。
重
さ
百
二
十
斤
の
「
鉄
椎
」
は
「
鉄
槌
」
ま
た
は
「
鉄
鎚
」、

つ
ま
り
は
ハ
ン
マ
ー
か
砲
丸
状
の
鉄
の
塊
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
百
二
十

斤
の
錐
（
き
り
）
は
、
ど
う
考
え
て
も
あ
の
場
に
そ
ぐ
わ
な
い
。 

な
お
付
言
す
れ
ば
、
現
代
中
国
語
音
で
、「
椎
」「
槌
」「
鎚
」
は
い
ず
れ

もchuí 

、
一
方
「
錐
」
はzhuī 

で
、
前
三
者
と
は
発
音
が
異
な
る
。 

も
う
一
つ
例
を
挙
げ
れ
ば
、「
無
常
」
を
「
無
情
」
と
す
る
の
も
気
に
な

る
。 

廟
の
お
堂
は
非
常
に
広
く
て
、
閻
魔
の
塑
像
が
あ
り
、
ま
た
鶏
の
脚

を
し
た
恐
ろ
し
い
神
、
無
情
（
死
者
を
連
れ
に
来
る
と
さ
れ
て
い
る
）

が
あ
っ
た
。（
那
庙
宇
很
宏
大 

、
有
十
殿
的
塑
像 

、
有
最
可
怕
的
鸡
脚

神
无
常 

。）
一
―
二
一
～
二
二 

「
無
常
」、
魯
迅
の
『
朝
花
夕
拾
』
中
の
一
篇
と
も
な
っ
て
い
る
「
無
常
」

で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
あ
あ
無
情
」
の
「
無
情
」
で
は
な
い
。 

最
後
に
「
後
世
畏
る
べ
し
」。 

孔
夫
子
は
と
も
か
く
も
か
し
こ
か
っ
た
、
彼
は
「
後
世
畏
る
べ
し
」

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。 

正
直
に
い
っ
て
、
私
自
身
は
私
が
も
は
や
二
度
と
「
畏
る
べ
き
」「
後

世
」
に
な
れ
ぬ
こ
と
が
残
念
で
あ
る
。
五
―
一
五
一
～
一
五
二 

原
文
を
引
く
ま
で
も
な
か
ろ
う
。「
後
世
畏
る
べ
し
」
は
「
後
生
可
畏
」（
後

生
畏
る
べ
し
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。                      
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釣
魚
城
―
忠
義
祠
―
賢
良
祠
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

齊
藤 

孝
治 

   

去
る
四
月
二
一
日
か
ら
同
月
二
五
日
ま
で
の
五
日
間
、
中
国
南
西
部
の
要

衝
の
地
、
重
慶
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

そ
の
重
慶
行
き
は
、
三
六 

年
間
に
わ
た
る
モ
ン
ゴ
ル
軍 

の
釣
魚
城
攻
撃
に
対
し
一
二 

七
九
年(

宋
の
祥
光
二
年
、 

元
の
至
元
一
六
年)

正
月
、 

和
睦
の
道
を
開
い
た
李
徳
輝
、 

熊
耳
夫
人
、
王
立
が
城
内
で 

ど
の
よ
う
に
祀
ら
れ
て
い
る 

か
を
調
べ
る
こ
と
が
主
な
目 

的
で
し
た
。 

ち
な
み
に
三
人
が
投
降
の
道
を
選
ん
だ
当
時
、
李
徳
輝
は
、
意
外
に
も
敵 

 
 
 

対
す
る
モ
ン
ゴ
ル
五
代
目
の
王
フ
ビ
ラ
イ
の
重
臣
で
あ
り
、
安
西
王
相
兼
四

川
枢
密
院
副
使
の
地
位
に
あ
り
ま
し
た
。
安
西
王
相
は
フ
ビ
ラ
イ
の
三
男
安

西
王
マ
ン
ガ
ラ
に
関
す
る
一
切
の
業
務
を
扱
う
役
所
の
長
で
あ
り
、
四
川
枢

密
院
は
四
川
の
北
部
や
陝
西
に
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
中
央
の
枢
密

院
の
委
託
を
受
け
、
関
係
す
る
業
務
を
担
う
、
と
い
う
役
所
で
、
そ
こ
は
四

川
の
成
都
に
あ
り
ま
し
た
。 

熊
耳
夫
人
は
李
徳
輝
の
異
父
妹
で
、
幼
少
の
頃
か
ら
時
折
、
義
兄
に
連
れ

ら
れ
て
安
西
王
府
に
出
入
り
し
、
王
か
ら
才
色
兼
備
な
と
こ
ろ
が
気
に
入
ら

れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
年
頃
に
な
る
と
自
分
の
衛
士
熊
耳
に
嫁
が
せ
た
の
で
す
。 

し
か
し
モ
ン
ゴ
ル
、
南
宋
間
の
戦
い
で
熊
耳
が
戦
死
し
、
彼
女
は
南
宋
の

武
将
で
あ
っ
た
王
立
に
囚
わ
れ
の
身
に
な
っ
た
の
で
す
。 

王
立
ら
の
取
り
調
べ
に
対
し
彼
女
は
自
ら
の
姓
を
「
王
」
と
称
し
、「
私
は

元
々
、
南
宋
の
将
、
牛
乾
の
妻
で
し
た
。
夫
は
モ
ン
ゴ
ル
軍
と
の
戦
い
に
敗

れ
て
殉
死
し
、
熊
耳
に
無
理
や
り
妻
に
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
」
と
偽
っ
た
の

で
す
。 

 

彼
女
の
弁
明
を
す
っ
か
り
信
じ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
美
貌
と
才
智
を
買

っ
た
王
立
は
、
彼
女
を
釣
魚
城
に
連
れ
て
来
て
、
そ
の
後
、
母
親
の
侍
女
に

し
、
周
囲
に
は
自
分
の
義
妹
、
と
言
い
繕
っ
た
の
で
す
。 

王
立
は
釣
魚
城
育
ち
で
、
多
く
の
武
勲
を
立
て
た
武
将
な
が
ら
心
優
し
い

一
面
も
持
っ
て
い
た
人
で
し
た
。 

彼
が
熊
耳
夫
人
を
通
じ
て
成
都
に
い
る
彼
女
の
義
兄
、
李
徳
輝
に
投
降
の

申
し
出
を
行
な
っ
た
の
は
、
一
二
四
五
年(

宋
の
淳
祐
五
年)

の
こ
と
で
す
。 

と
い
う
の
も
一
帯
は
、
前
年
ほ
ぼ
一
年
間
に
わ
た
り
干
ば
つ
が
続
い
た
た

め
に
農
作
物
の
収
穫
が
極
め
て
少
な
く
、
城
内
の
糧
秣
は
底
を
つ
き
、
中
に

い
る
約
一
〇
万
人
の
軍
民
は
や
せ
衰
え
、
塗
炭
の
苦
し
み
に
喘
い
で
い
る
状

況
で
し
た
。 

こ
う
し
た
窮
状
に
思
い
悩
む
王
立
に
対
し
て
熊
耳
夫
人
は
、「
南
宋
已
経
滅

亡
、
切
莫
拘
泥
於
忠
君
的
名
節
、
眼
下
救
民
於
水
火
、
才
是
真
正
的
大
義
」

と
投
降
を
勧
め
た
の
で
す
。 

同
時
に
王
立
の
面
子
を
も
考
え
「
不
降
旗
、
不
収
兵
器
、
不
改
県
誌
」
を

投
降
の
条
件
に
す
べ
き
だ
、
と
も
助
言
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
条
件
は
、
熊
耳
夫
人
か
ら
李
徳
輝
を
経
て
フ
ビ
ラ
イ
に
伝
え
ら

れ
た
の
で
す
。 

彼
女
の
李
徳
輝
と
や
り
取
り
は
、
王
立
の
了
解
を
取
っ
た
上
で
花
模
様
の

付
い
た
女
性
用
の
靴
底
に
書
状
が
納
ま
る
仕
掛
け
を
作
り
、
そ
れ
を
使
っ
て

送
っ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

李
徳
輝
が
そ
の
書
状
を
フ
ビ
ラ
イ
に
見
せ
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

忠義祠、賢良祠の入口 
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ん
。 フ

ビ
ラ
イ
に
は
兄
モ
ン
ケ
か
ら
「
将
来
若
攻
下
釣
魚
城
・
必
屠
殺
全
部
軍

民
百
姓
」
と
い
う
遺
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

し
か
し
フ
ビ
ラ
イ
は
兄
の
遺
言
を
全
て
守
ら
ず
、
王
立
の
出
し
た
条
件
を

認
め
た
の
で
す
。 

と
こ
ろ
で
李
徳
輝
、
熊
耳
夫
人
、
王
立
に
対
す
る
評
価
は
「
国
や
民
を
モ

ン
ゴ
ル
に
売
り
渡
し
た
売
国
奴
」
と
か
「
釣
魚
城
内
の
一
〇
万
人
も
の
軍
民

を
救
い
、
一
帯
に
平
和
と
安
泰
を
も
た
ら
し
た
」
な
ど
と
相
反
す
る
見
方
が

喧
々
囂
々
と
あ
っ
た
の
で
す
。 

こ
う
し
た
議
論
に
輪
を
掛
け
た
の
は
、
一
四
九
四
年(

明
の
弘
治
七
年)

、

時
の
皇
帝
孝
宗
の
強
い
意
向
を
受
け
、
釣
魚
城
の
南
端
に
所
在
す
る
護
国
寺

の
境
内
に
忠
義
祠
を
建
設
、
そ
の
中
に
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
攻
に
抵
抗
し
戦
っ
た

王
堅
、
張
珏
二
人
だ
け
の
位
牌
を
置
き
、
顕
彰
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。 

 

釣
魚
城
陥
落
後
、
実
に
二
一
五
年
も
経
っ
て
か
ら
の
顕
彰
で
し
た
。 

し
か
も
忠
義
一
筋
の
守
将
は
、
他
に
冉
璡
、
冉
璞
兄
弟
、
余
玠
も
い
ま
し

た
。 こ

の
余
り
に
も
ひ
ど
い
片
手
落
ち
に
対
し
、
再
び
人
々
の
不
満
と
反
発
が

起
こ
る
の
は
当
然
で
し
た
。 

こ
の
た
め
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
一
七
五
九
年(

清
の
乾
隆
二
四
年)
、
合
州
知

州
の
王
采
珍
は
、
忠
義
祠
を
改
修
し
て
拡
大
し
、
冉
璡
、
冉
璞
兄
弟
、
余
玠

も
忠
義
祠
に
奉
ず
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。 

そ
の
際
、
配
慮
の
効
く
王
采
珍
は
、
位
牌
を
王
堅
、
冉
璡
、
余
玠
、
冉
璞
、

張
珏
の
年
長
順
に
し
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
一
七
六
六
年(

清
の
乾
隆
三
一
年)

、
合
州
吏
目
の
陳
大
文
は
、

意
外
に
も
忠
義
一
筋
の
五
人
が
祀
ら
れ
て
い
る
本
堂
の
左
側
に
別
室
を
設
け
、

そ
こ
に
王
立
の
位
牌
を
置
き
、
彼
を
顕
彰
し
た
の
で
す
。 

 

ち
な
み
に
文
中
に
出
て
来
る
「
吏
目
」
と
は
、
知
州
の
部
下
で
、
知
州
が

刑
獄
の
管
理
や
文
書
の
チ
ェ
ッ
ク
に
関
す
る
補
佐
官
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

こ
の
意
外
な
対
応
は
、
フ
ビ
ラ
イ
の
死
後
、
六
年
経
っ
た
一
三
〇
一
年(

元

の
大
徳
五
年)

、
成
宗
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
時
、
王
立
が
宋
朝
の
復
活
を
目
指
し
秘

か
に
事
を
謀
り
な
が
ら
発
覚
、
成
宗
か
ら
賜
死
を
受
け
た
こ
と
を
憐
れ
ん
で

の
措
置
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
陳
大
文
は
、
一
七
七
九
年(

清
の
乾
隆
四
四
年)

、
合
州
知
州
に
出

世
す
る
と
、
王
立
が
祀
ら
れ
て
い
る
別
室
に
何
と
熊
耳
夫
人
、
李
徳
輝
も
合

祀
し
た
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
大
胆
な
策
を
と
っ
た
陳
大
文
は
、一
七
七
九
年(

清
の
乾
隆
二

七
年)

の
進
士
で
、
最
初
の
任
務
は
、
日
本
で
い
え
ば
総
務
省
の
総
務
課
長
に

相
当
す
る
吏
部
の
主
事
で
し
た
。 

剛
直
な
が
ら
優
し
く
真
摯
な
気
質
が
時
の
皇
帝
乾
隆
帝
に
重
用
さ
れ
た
の

で
す
。 

合
州
知
州
を
辞
め
た
後
も
貴
州
按
察
使
、
安
徽
按
察
使
、
広
東
布
政
使
、

広
東
巡
撫
な
ど
を
歴
任
し
た
の
で
す
。 

そ
の
際
、
広
東
巡
撫
時
代
に
は
、
南
シ
ナ
海
、
東
シ
ナ
海
を
横
行
し
て
い

た
海
賊
退
治
を
行
な
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、中
央
官
庁
に
引
き
上
げ
ら
れ
、一
八
一
五
年(

清
の
嘉
慶
一
五
年)

、

亡
く
な
っ
た
時
に
は
、
軍
事
大
臣
に
あ
た
る
兵
部
尚
書
で
し
た
。 

そ
し
て
ま
た
、
一
八
八
二
年(

清
の
光
緒
七
年)

、
次
の
合
州
知
州
の
華
国

英
は
、
王
立
ら
三
人
が
祀
ら
れ
て
い
る
別
室
を
整
備
し
、
「
賢
良
祠
」
と
名

付
け
て
、
忠
義
祠
と
は
区
別
し
ま
し
た
。 

こ
の
三
人
の
顕
彰
に
つ
い
て
、
国
立
重
慶
師
範
大
学
の
管
維
良
元
教
授
も

「
モ
ン
ゴ
ル
と
の
戦
い
で
犠
牲
が
多
か
っ
た
の
も
事
実
で
す
が
、
重
要
な
の

は
国
が
残
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。
現
に
今
現
在
、
中
華
人
民
共
和
国

と
い
う
立
派
な
国
が
存
在
し
て
い
る
で
は
な
い
で
す
か
。
そ
れ
に
時
代
が
遠

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
事
の
認
識
は
変
わ
っ
て
行
く
も
の
で
す
よ
」と
分
析
し
、

褒
め
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
こ
の
釣
魚
城
投
降
に
は
、日
本
に
多
大
な
余
波
が
あ
り
ま
し
た
。 
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早
く
も
釣
魚
城
投
降
の
当
日
、フ
ビ
ラ
イ
は
余
勢
を
買
っ
て
揚
州(

江
蘇
省

揚
州
市)

、湖
州(

現
同
省
湖
州
市)

な
ど
の
造
船
業
者
に
対
し
て
戦
艦
の
製
造

を
命
じ
た
の
で
す
。 

そ
れ
は
五
年
前
の
一
二
七
四
年(

宋
の
咸
淳
十
年
、
元
の
至
元
一
一
年
、
日

本
の
文
永
一
一
年)

、
フ
ビ
ラ
イ
の
命
令
一
下
、
二
万
五
千
人
か
ら
成
る
モ
ン

ゴ
ル
、
高
麗
の
連
合
軍
が
対
馬
、
壱
岐
を
侵
し
、
一
部
は
博
多
湾
に
上
陸
し

た
も
の
の
、
両
国
船
は
暴
風
雨
に
よ
り
転
覆
、
敗
退
し
た
い
わ
ゆ
る
文
永
の

役
の
復
讐
戦
へ
の
準
備
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。 

こ
の
時
、
フ
ビ
ラ
イ
は
高
麗
に
対
し
て
も
兵
の
派
遣
と
一
千
隻
も
の
戦
闘

用
巨
船
の
造
船
を
命
じ
て
い
ま
す
。 

新
元
史
に
は
、
フ
ビ
ラ
イ
の
こ
の
命
令
を
「
元
在
揚
州
、
湖
州
等
地
造
船
、

準
備
攻
日
本
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

我
が
国
で
は
鎌
倉
幕
府
の
時
代
で
亀
山
天
皇
の
下
、
執
権
北
条
時
宗
が
絶

対
的
な
権
力
を
握
っ
て
い
た
時
で
し
た
。 

も
っ
と
も
時
宗
は
、
す
で
に
モ
ン
ゴ
ル
の
日
本
侵
攻
を
十
分
、
予
測
し
て

い
ま
し
た
。 

と
い
う
の
も
文
永
の
役
以
前
と
は
い
え
、
一
二
六
〇
年(
元
の
中
統
元
年
、

日
本
の
文
応
元
年)

、
次
の
よ
う
な
高
圧
的
な
書
状
を
日
本
国
王
、
つ
ま
り
亀

山
天
皇
に
対
し
送
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。 

 

「
上
天
眷
命(

け
ん
め
い)

、
大
蒙
古
国
の
皇
帝
、
書
を
日
本
国
王
に
奉(
た

て
ま
つ)

る
。
…
…
高
麗(

こ
う
ら
い)

は
朕(

ち
ん)

の
東
藩
な
り
。
日
本
は
高

麗
に
密
邇(

み
つ
じ)

し
、
開
国
以
来
、
亦(

ま
た)

時
に
中
国
に
通
ず
。
朕
の

躬(

み)

に
至
っ
て
、
一
乗(

い
ち
じ
ょ
う)

の
使
も
以
っ
て
和
好
を
通
ず
る
こ

と
無
し
、
尚
ほ
恐
る
、
王
の
国
こ
れ
を
知
る
こ
と
未
だ
審(

つ
ま
び
ら
か)

な

ら
ざ
ら
ん
。故
に
特
に
使
を
遣
は
し
、書
を
持
し
て
朕
の
志
を
布
告
せ
し
む
。

冀(

こ
い
ね
が
わ
く)

は
今
よ
り
以
往
、通
問
結
好
し
、以
っ
て
相
親
睦
せ
ん
。

…
…
」 

 

ち
な
み
に
こ
の
書
状
は
、
今
現
在
も
東
大
寺
尊
勝
院
に
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。 さ

ら
に
フ
ビ
ラ
イ
は
、
日
本
の
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
服
属
を
強
要
す
る
使
者
を

二
回
も
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

一
回
目
は
、
文
永
の
役
の
一
年
後
の
こ
と
で
、
使
者
は
杜
世
忠
ら
五
人
で

す
。 彼

ら
が
鎌
倉
へ
の
入
口
で
あ
る
相
模
の
龍
の
口(

現
藤
沢
市
片
瀬)

に
到
着

す
る
と
、
時
宗
は
部
下
に
命
じ
、
全
員
を
斬
殺
し
た
の
で
す
。 

二
回
目
は
、釣
魚
城
投
降
の
年
に
あ
た
る
一
二
七
九
年(

元
の
至
元
一
六
年
、

日
本
の
弘
安
二
年)

の
こ
と
で
あ
り
、
使
者
は
周
福
、
鸞
中
の
二
人
で
し
た
。 

だ
が
彼
ら
は
博
多
に
着
く
な
り
時
宗
の
命
で
斬
り
殺
さ
れ
た
の
で
す
。 

当
然
の
こ
と
な
が
ら
時
宗
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
襲
来
が
必
至
、
と
見
做
し
ま

し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
す
で
に
時
宗
は
、
文
永
の
役
の
後
、
菊
地
氏
な
ど
九
州
の

武
家
集
団
、
い
わ
ゆ
る
ご
家
人
に
対
し
「
異
国
警
固
番
役
」
の
元
、
博
多
な

ど
筑
紫
地
方
の
沿
岸
に
石
造
り
の
堡
塁
を
造
ら
せ
る
な
ど
厳
重
に
警
戒
を
固

め
さ
せ
て
い
た
の
で
す
。 

こ
の
堡
塁
造
り
は
、
鎌
倉
時
代
が
終
わ
る
頃
ま
で
続
き
ま
し
た
。 

時
宗
自
身
も
自
分
の
指
を
切
っ
て
血
を
出
し
、
そ
の
血
で
金
剛
経
と
円
覚

経
を
書
き
、
こ
の
二
つ
の
お
経
を
中
国
か
ら
渡
来
し
て
来
て
い
た
南
宋
の
禅

僧
、
無
学
祖
元
に
読
経
し
て
も
ら
い
、
モ
ン
ゴ
ル
打
倒
を
祈
念
し
て
い
た
の

で
す
。 

案
の
定
、
一
二
八
一
年(

元
の
至
元
一
八
年
、
日
本
の
弘
安
四
年)

、
モ
ン

ゴ
ル
と
高
麗
の
連
合
軍
は
一
四
万
人
も
の
大
軍
を
擁
し
、東
路
軍(

モ
ン
ゴ
ル

と
高
麗
の
連
合
軍)

、
江
南
軍(

モ
ン
ゴ
ル
軍
の
み)

の
二
手
に
分
か
れ
、
大
半

が
博
多
湾
か
ら
上
陸
し
ま
し
た
が
、
こ
の
時
も
暴
風
雨
や
台
風
に
遭
い
、
壊

滅
し
、
一
部
の
兵
は
本
国
に
逃
げ
帰
り
ま
し
た
。 
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こ
の
二
回
目
の
襲
来
は
、
弘
安
の
役
、
と
い
い
ま
す
が
、
中
国
の
歴
史
書

に
は
、
同
時
に
高
麗
船
が
対
馬
を
襲
撃
し
た
、
と
い
う
史
実
も
書
か
れ
て
い

ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
釣
魚
城
投
降
と
日
本
へ
の
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
は
、
間
違
い
な
く

連
動
し
て
い
た
の
で
す
。 

こ
う
し
た
状
況
も
あ
り
、
筆
者
は
、
釣
魚
城
の
現
状
、
と
り
わ
け
忠
義
祠

と
賢
良
祠
が
今
現
在
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
知
ろ
う
と
二
〇
一
六
年
一
〇

月
と
翌
二
〇
一
七
年
六
月
、
現
地
に
出
向
き
、
直
接
、
取
材
を
行
な
っ
た
の

で
す
。 

だ
が
忠
義
祠
と
賢
良
祠
に
関
し
て
は
、
釣
魚
城
は
も
と
よ
り
重
慶
市
図
書

館
、
三
峡
博
物
館
、
国
立
重
慶
師
範
大
学
な
ど
に
ま
い
り
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
も
〝
空
振
り
〟
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

一
部
の
方
々
は
「
文
化
大
革
命
の
際
、
全
て
破
壊
さ
れ
尽
く
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
で
す
か
」
と
い
う
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
幸
運
な
こ
と
に
今
回
の
取
材
で
は
、
忠
義
祠
、
賢
良
祠
と
も
釣

魚
城
内
に
大
切
に
保
護
さ
れ
て
お
り
、十
分
、調
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

詳
細
に
説
明
し
ま
す
と
、重
慶
に
到
着
し
た
翌
四
月
二
二
日
午
前
九
時
半
、

重
慶
の
中
心
地
に
あ
る
ホ
テ
ル
か
ら
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
使
い
、
二
時
間
が
か
り

で
釣
魚
城
に
到
着
し
ま
し
た
。 

前
年
、
前
前
年
の
釣
魚
城
の 

取
材
で
釣
魚
城
の
地
理
に
つ
い 

て
は
あ
る
程
度
わ
か
っ
て
い
た 

の
で
、
今
回
は
裏
門
か
ら
中
に 

入
り
、
李
徳
輝
、
王
立
、
熊
耳 

夫
人
三
人
を
祀
っ
て
あ
る
祠
を 

探
す
こ
と
に
し
た
の
で
す
。 

と
こ
ろ
が
裏
門
一
帯
は
鬱
蒼 

と
し
た
雑
木
と
竹
の
林
が
茂
る
ほ
か
、
急
勾
配
の
階
段
が
長
々
と
続
き
、
手

掛
か
り
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

〝
万
事
休
す
〟
と
取
材
を
諦
め
、ゆ
う
に
百
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
階
段
を
上
り
、

ホ
テ
ル
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

息
を
切
ら
し
な
が
ら
階
段
を
上
り
き
り
、
通
り
に
出
る
と
、
右
側
に
「
護

国
門
」
と
刻
し
た
石
製
の
門
が
あ
っ
た
の
で
す
。 

疲
労
困
憊
し
て
い
ま
し
た
が
、
案
内
役
に
「
ひ
と
踏
ん
張
り
し
て
行
っ
て

み
ま
し
ょ
う
」
と
誘
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
一
四
段
程
あ
る
階
段
を
上
り
き

る
と
、
そ
こ
に
三
層
か
ら
成
る
立
派
な
門
が
あ
り
ま
し
た
一
層
は
石
造
り
で

入
口
が
あ
り
、
二
層
、
三
層
は
木
造
だ
っ
た
の
で
す
。 

中
に
入
る
と
す
ぐ
正
面
に
「
護
国
寺
」
が
あ
り
、
そ
の
左
側
に
苔
む
し
た

無
人
の
家
が
あ
り
ま
し
た
。 

本
堂
の
前
に
所
在
な
げ
に
立
っ
て
い
る
老
僧
に
「
こ
こ
に
熊
耳
夫
人
の
お

位
牌
が
あ
り
ま
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
老
僧
は
左
手
の
無
人
の
家
を
指
さ
し

「
あ
の
建
物
の
中
に
あ
り
ま
す
よ
」
と
無
造
作
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

朗
報
に
喜
び
は
ひ
と
し
お
で 

し
た
。 

中
に
入
る
と
、
建
物
は
二
つ 

に
仕
切
ら
れ
、
右
側
の
部
屋
に 

は
右
か
ら
王
堅
、
冉
璡
、
余
玠
、 

冉
璞
、
張
珏
の
順
に
戒
名
の
な 

い
位
牌
が
あ
り
、
そ
の
上
部
に 

各
人
の
絵
が
付
い
て
い
ま
し
た
。 

さ
ら
に
位
牌
の
下
段
に
は
、 

各
々
電
灯
式
、
蝋
燭
式
の
灯
籠 

が
あ
り
、
電
灯
式
の
灯
籠
に
は
す
で
に
灯
り
が
点
い
て
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
ま
た
そ
の
脇
に
は
リ
ン
ゴ
、
バ
ナ
ナ
な
ど
の
果
物
も
供
え
て
あ
っ

た
の
で
す
。 

加
え
て
位
牌
の
上
段
に
は
「
忠
義
千
秋
」
と
記
さ
れ
た
横
額
が
全
体
を
覆

昼なお暗くしている

釣魚城の竹林 

 

忠義祠に祀られている王堅

冉璡、余玠、冉璞、張珏 
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う
よ
う
に
配
置
し
て
あ
り
ま
し
た
。 

ま
さ
に
そ
こ
が
「
忠
義
祠
」
だ
っ
た
の
で
す
。 

歩
を
移
し
て
仕
切
ら
れ
た
左 

側
の
部
屋
に
入
る
と
、
右
か
ら 

李
徳
輝
、
王
立
、
熊
耳
夫
人
の 

順
に
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

位
牌
な
ど
の
仏
具
は
忠
義
祠 

と
全
く
同
じ
で
し
た
。 

仏
の
世
界
で
は
、
差
別
、
区 

別
が
な
い
こ
と
を
見
事
に
具
示 

し
て
い
た
の
で
す
。 

さ
す
が
に
「
忠
義
千
秋
」
と
い
う
横
額
だ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

こ
の
こ
と
は
、
そ
こ
が
「
賢
良
祠
」
な
こ
と
を
示
し
て
い
た
の
で
す
。 

忠
義
祠
、
賢
良
祠
共
通
し
て
強
く
印
象
に
残
っ
た
の
は
①
塵
一
つ
な
い
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
る
ほ
ど
清
潔
な
こ
と
②
存
在
を
示
す
広
告
や
案
内
書
が

な
く
、
商
業
主
義
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
し
た
。 

す
で
に
夕
刻
近
く
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
清
々
し
さ
を
残
し
て
釣
魚
城

を
去
っ
た
の
で
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
郭
沫 

若
も
モ
ン
ゴ
ル
の
釣
魚
城
攻
略 

や
二
度
に
わ
た
る
日
本
襲
来
に 

つ
い
て
は
、
強
い
関
心
を
持
っ 

て
い
ま
し
た
。 

九
大
時
代
、
モ
ン
ゴ
ル
襲
来 

に
備
え
て
筑
紫
海
岸
に
造
ら
れ 

た
堡
塁
を
視
察
し
た
り
、
末
弟 

の
開
運
に
前
記
に
関
す
る
資
料
の
採
取
を
依
頼
し
た
り
し
て
い
た
の
で
す
。 

ま
た
一
九
五
五
年
一
二
月
、
中
国
の
学
術
団
を
引
き
連
れ
一
八
年
ぶ
り
に

来
日
し
、
早
稲
田
大
学
で
中
日
文
化
交
流
に
つ
い
て
講
演
し
た
際
、「
中
日
間

の
長
い
歴
史
の
中
で
六
七
〇
余
年
前
、
モ
ン
ゴ
ル
の
フ
ビ
ラ
イ
は
大
量
の
動 

員
を
か
け
て
日
本
に
対
し
侵
略
を
行
な
い
、
日
本
に
迷
惑
を
か
け
た
が
、
日

本
も
最
近
数
十
年
間
、
外
国
の
植
民
地
主
義
を
真
似
て
中
日
両
国
に
莫
大
な

災
難
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
我
々
は
、
こ
の
過
去
の
不
愉
快
な
出
来
事
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
愉
快
な
思
い
出
を
残
し
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
、

学
生
の
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
時
の
警
句
は
、
日
中
関
係
が
落
ち
着
か
な
い
今
日
、
他
山
の
石
に
す

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。(

敬
称
略) 
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孝
治
著 

 
 
 
 
 

シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
ク
編
集
出
版
委
員
会 

 

李徳輝、王立、熊耳

夫人の位牌 
外から見た忠義祠、賢良祠

が入っている建物 
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書
評 

藤
田
梨
那
『
詩
人
郭
沫
若
と
日
本
』
武
蔵
野
書
院 

２
０
１
７
・
９ 

『女
神
』へ
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 

武 

継
平 

 

 

昨
年
十
月
の
下
旬
、
本
書
の
書
評
を
新
聞
社
か
ら
頼
ま
れ
た
と
き
、
正
直

一
瞬
躊
躇
し
た
。
と
い
う
の
は
、
本
は
ま
だ
読
ん
で
い
な
い
し
、
そ
し
て
三

六
〇
ペ
ー
ジ
も
の
研
究
書
の
書
評
を
注
文
の
二
〇
〇
〇
字
以
内
で
書
け
る
か

と
一
抹
の
不
安
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。 

 

と
は
い
え
、
わ
た
く
し
も
「
創
造
社
同
人
と
日
本
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
関

す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
者
の
一
人
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
郭
沫

若
が
日
本
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
二
〇
年
間
、
特
に
日
本
留
学
の
一
〇
年

間
（
一
九
一
四
〜
一
九
二
四
）
の
在
日
留
学
生
活
や
文
学
活
動
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
行
っ
て
き
た
し
、
公
刊
さ
れ
る
他
の
研
究
者
の
著
書
や
論
文
も
入

手
可
能
な
限
り
読
む
よ
う
に
は
し
て
い
る
。 

 

さ
て
、
で
は
、
本
題
に
移
っ
て
本
書
の
内
容
を
見
て
み
よ
う
。 

ま
ず
著
者
の
問
題
意
識
だ
が
、
そ
れ
は
「
日
本
留
学
と
亡
命
と
い
う
二
つ

の
時
期
」
の
「
郭
沫
若
と
日
本
と
の
関
係
」
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
目
次
を
み
る
と
、
本
書
は
少
年
時
代
、
日
本
留
学
時
代
、
古
典

文
学
の
素
養
と
古
典
詩
創
作
、『
女
神
』
の
世
界
、
小
説
創
作
の
試
み
、
日
本

へ
亡
命
、
亡
命
期
の
作
品
、
日
本
―
―
第
二
の
故
郷
、
と
い
う
八
つ
の
章
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

 

構
成
だ
け
見
て
み
る
と
、
八
章
そ
れ
ぞ
れ
分
量
の
ば
ら
つ
き
が
ま
ず
印
象

に
残
っ
た
。「『
女
神
』
の
世
界
」
の
章
が
一
〇
七
ペ
ー
ジ
も
あ
る
の
に
対
し

て
、「
日
本
へ
亡
命
」
の
章
は
一
七
ペ
ー
ジ
し
か
な
い
。
構
成
上
の
バ
ラ
ン
ス

か
ら
み
て
、
本
書
の
重
き
は
亡
命
期
と
い
う
よ
り
も
明
ら
か
に
留
学
期
に
置

か
れ
て
お
り
、
そ
し
て
研
究
の
重
点
は
同
時
期
に
書
か
れ
た
『
女
神
』
に
あ

る
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

『
女
神
』
は
郭
沫
若
の
処
女
詩
集
で
あ
る
。
中
国
〝
五
四
〟
新
文
学
の
構

築
に
大
き
く
貢
献
し
た
先
駆
的
な
作
品
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
中

国
現
代
文
学
史
の
発
展
に
強
い
影
響
力
を
も
つ
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
な
作

品
と
し
て
も
従
来
不
動
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
『
女

神
』
は
従
来
様
々
な
原
因
で
創
作
環
境
や
郭
沫
若
の
留
学
生
活
と
切
り
離
し

て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
研
究
対
象
者
の
自
伝
、
ま
た
は
研

究
者
の
想
像
や
分
析
、
そ
し
て
推
論
な
ど
を
基
に
し
て
構
築
さ
れ
た
も
の
が

殆
ど
だ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
し
て
本
書
の
狙
い
は
、
主
に

比
較
文
学
の
研
究
手
法
を
駆
使
し
、
大
正
文
化
の
中
で
育
ま
れ
、
博
多
湾
で

生
ま
れ
た
『
女
神
』
と
日
本
文
学
お
よ
び
西
欧
近
代
文
学
と
の
関
係
性
の
解

明
に
挑
み
、
そ
し
て
独
自
な
見
解
を
見
出
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。 

 

言
っ
て
み
れ
ば
、「
郭
沫
若
と
日
本
の
二
十
年
」
と
い
う
の
は
も
は
や
新
鮮

な
研
究
課
題
で
は
な
い
。
し
か
も
日
中
両
国
の
学
界
で
は
、
過
去
に
は
「
郭

学
」
お
よ
び
「
ポ
ス
ト
郭
学
」
研
究
の
実
証
的
な
先
行
研
究
の
実
績
が
あ
る
。

特
に
「
ポ
ス
ト
郭
学
」
と
も
い
う
べ
き
研
究
の
成
果
と
し
て
、
蔡
震
氏
の
『
文

化
越
境
の
旅
―
―
日
本
に
二
十
年
も
い
た
郭
沫
若
』（
文
化
芸
術
出
版
社
二
〇

〇
五
）
で
は
、
北
京
郭
沫
若
記
念
館
と
い
う
地
の
利
を
得
て
、
秘
蔵
資
料
の

数
々
が
掘
り
起
こ
さ
れ
お
か
げ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
史
実
も
多
々
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
手
前
味
噌
で
恐
縮
だ
が
、
若
き
留
学
生
詩
人
郭
沫
若
の

人
間
像
や
『
女
神
』
創
作
時
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
心
象
風
景
の
解
明
な
ど
に

努
め
た
拙
著
『
異
文
化
の
な
か
の
郭
沫
若
―
―
日
本
留
学
の
時
代
』（
九
州
大

学
出
版
会
二
〇
〇
二
）
も
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。 

 
本
書
が
、
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
滋
養
を
吸
収
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
で
は
、
本
書
な
ら
で
は
の
学
術
面
の
貢
献
は
何
だ
ろ
う
か
。
ズ
バ

リ
い
わ
せ
て
も
ら
う
と
、
本
書
は
待
望
の
「
亡
命
期
の
郭
沫
若
」
研
究
に
お

い
て
文
化
交
流
の
視
点
で
新
た
な
史
実
を
一
部
明
ら
か
に
し
た
も
の
の
、
学

術
的
価
値
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
、
総
じ
て
い
え
ば
や
は
り
『
女
神
』
論
が
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最
も
異
彩
を
放
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
が
ま
た
研
究
者
の
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
最
も
反
映
し
、
し
か
も
本
書
一
番
の
見
ど
こ
ろ
だ
と
言

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

本
書
の
『
女
神
』
論
の
最
大
な
特
徴
は
、
研
究
視
野
の
広
さ
と
研
究
手
法

駆
使
の
柔
軟
さ
に
あ
る
と
言
い
た
い
。
そ
こ
が
特
に
評
価
に
値
す
る
と
思
っ

て
い
る
。
西
洋
絵
画
の
視
覚
的
効
果
と
郭
沫
若
の
作
詩
と
の
関
連
づ
け
と
い

い
、
作
品
か
ら
滲
み
出
る
詩
人
の
生
命
観
や
宇
宙
観
な
ど
に
対
し
て
行
な
っ

た
物
理
学
的
、
ま
た
解
剖
学
的
な
分
析
と
い
い
、
ま
さ
に
「
得
心
応
手
」
と

言
え
な
く
も
な
い
。
論
者
の
雄
弁
ぶ
り
に
思
わ
ず
脱
帽
す
る
。
さ
ら
に
、
詩

論
の
展
開
も
近
代
西
洋
美
学
の
受
容
か
ら
東
西
両
洋
哲
学
の
観
照
ま
で
実
に

幅
広
い
。
噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
味
の
あ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。 

 

最
後
に
、
本
書
の
遺
憾
な
点
に
率
直
に
触
れ
る
形
で
筆
者
の
希
望
を
書
い

て
お
こ
う
。 

本
書
で
は
、
郭
沫
若
が
日
本
に
関
わ
っ
た
二
つ
の
時
期
（
留
学
期
と
亡
命

期
）」
の
研
究
と
い
う
比
較
的
幅
の
あ
る
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

な
ぜ
か
亡
命
期
に
関
す
る
も
の
は
少
な
か
っ
た
。
一
九
二
八
〜
一
九
三
七
と

い
う
亡
命
の
一
〇
年
間
に
お
い
て
は
、
郭
沫
若
は
文
学
者
と
し
て
は
鳴
り
を

潜
め
て
い
た
が
、
考
古
学
、
歴
史
学
お
よ
び
中
国
古
代
文
字
研
究
の
領
域
で

は
前
人
未
踏
の
域
に
到
達
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
極
端
に
い
え
ば
、
革
命

家
、
歴
史
学
者
、
考
古
学
者
と
い
う
複
雑
な
要
素
を
統
合
し
た
存
在
で
あ
る

亡
命
期
の
郭
沫
若
に
関
す
る
研
究
は
ま
だ
第
一
歩
も
踏
み
出
し
て
い
な
い
。

そ
の
一
〇
年
の
歴
史
的
事
実
を
検
証
す
る
に
は
、
新
た
に
学
際
的
な
研
究
手

法
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
と
も
か
く
課
題
は
多
か
ろ

う
。
当
該
分
野
に
関
し
て
は
、
一
次
資
料
の
欠
如
が
原
因
か
、
日
中
両
国
の

郭
沫
若
研
が
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
過
去
が
あ
る
だ
け
に
、

今
後
こ
の
分
野
に
お
け
る
著
者
の
実
り
多
い
研
究
を
期
待
し
た
い
。 

（
な
お
、
小
文
は
二
〇
一
八
年
一
月
二
〇
日
付
の
『
図
書
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た

同
題
の
書
評
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
―
筆
者
） 

（
29
頁
か
ら
続
く
）
こ
の
こ
と
を
報
告
し
て
謝
罪
し
、
報
告
集
か
ら
私
の
報
告

を
事
後
的
で
あ
っ
て
も
削
除
し
て
ほ
し
い
こ
と
と
、
こ
の
メ
ー
ル
を
全
参
加
者
に

転
送
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
依
頼
し
た
。
や
り
と
り
が
あ
っ
て
、
最
終
的
に
事
務
局

は
私
の
要
求
を
諒
と
さ
れ
、
そ
の
通
り
に
処
置
さ
れ
た
。
い
く
つ
か
の
反
響
が
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
書
か
な
い
。
単
純
な
見
誤
り
と
、
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
か
っ

た
研
究
者
と
し
て
の
怠
慢
が
引
き
起
こ
し
た
恥
ず
か
し
い
誤
り
で
、
今
後
の
教
訓

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

さ
て
、
参
加
記
を
書
く
つ
も
り
が
横
道
に
逸
れ
た
。
残
り
僅
か
な
字
数
だ
が
、

大
会
の
報
告
集
を
読
ん
だ
感
想
を
記
し
て
、
中
途
半
端
な
参
加
記
を
終
え
た
い
。 

前
日
配
布
さ
れ
た
分
厚
い
『
会
議
報
告
集
』
を
拾
い
読
み
し
て
驚
い
た
。
発
表

の
多
く
が
、
対
象
を
絞
り
、
そ
の
対
象
に
実
証
的
な
検
討
を
加
え
た
、
あ
る
意
味

で
読
み
ご
た
え
の
あ
る
堅
実
な
議
論
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
文
学

研
究
が
、
抽
象
的
で
大
き
な
（
あ
る
意
味
で
空
疎
な
）
理
論
研
究
か
ら
、
個
別
の

対
象
に
対
す
る
具
体
的
な
実
証
研
究
に
移
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
私
も
こ
の
十
年

く
ら
い
の
趨
勢
と
し
て
感
じ
て
い
た
こ
と
だ
。
だ
が
、
そ
の
風
潮
が
こ
こ
ま
で
広

が
る
と
、
逆
に
昔
が
懐
か
し
く
な
り
、
自
分
の
発
表
を
棚
に
あ
げ
て
、
も
う
少
し

「
大
理
論
」
を
展
開
し
て
よ
、
と
言
い
た
く
な
る
か
ら
勝
手
な
も
の
で
あ
る
。 

そ
れ
ら
の
中
で
私
が
強
い
印
象
を
受
け
た
の
が
王
学
東
の「
海
外
郭
沫
若
研
究

的
歴
史
与
現
状
―
訪
中
国
郭
沫
若
研
究
会
執
行
会
長
蔡
震
」
だ
っ
た
。
タ
イ
ト
ル

の
通
り
、
王
学
東
・
西
華
大
学
教
授
に
よ
る
蔡
震
会
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
記

録
で
あ
る
。
こ
の
中
で
蔡
震
氏
は
日
本
の
郭
沫
若
研
究
の
長
所
と
し
て
実
証
主
義

を
あ
げ
た
上
で
、
そ
の
「
不
足
之
処
」
と
し
て
こ
う
指
摘
し
て
い
た
。 

「
た
と
え
ば
、
彼
ら
は
時
に
あ
る
極
め
て
小
さ
な
歴
史
の
細
部
を
こ
ま
ご
ま
と
微

細
な
点
に
至
る
ま
で
考
証
し
ま
す
。
だ
が
、
そ
の
細
部
に
史
的
価
値
が
あ
る
か
ど

う
か
は
問
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
い
さ
さ
か
考
証
の
「
や
り
す
ぎ
」
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」 

 

蔡
震
氏
の
指
摘
は
や
や
極
端
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
へ
の
頂
門
の
一
針
で
あ

る
。
同
時
に
中
国
の
研
究
の
未
来
へ
の
警
告
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
た
の
だ
っ
た
。 
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新
刊
紹
介
―
―
林
甘
泉
・
蔡
震
主
編
『
郭
沫
若
年
譜
長
編
（
１
８
９
２
～
１
９
７

８
年
）』
全
５
巻
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
十
月
刊 

 
 
 

                                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

か
ね
て
編
集
中
だ
っ
た 

 

郭
沫
若
年
譜
の
決
定
版 

 

『
郭
沫
若
年
譜
長
編
（
１ 

８
９
２
～
１
９
７
８
）』 

 

全
５
巻
が
、
二
〇
一
七
年 

十
月
刊
行
さ
れ
た
。
社
会 

科
学
院
の
「
A
類
重
大
課 

題
」
と
し
て
申
請
し
て 

 

か
ら
印
刷
に
付
す
ま
で
十 

年
の
時
間
を
経
た
と
「
後 

記
」
に
書
か
れ
て
い
る
。 

林
甘
泉
（
元
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
所
長
・
中
国
郭
沫
若
研
究
会
長
）

と
蔡
震
（
中
国
郭
沫
若
研
究
会
前
会
長
）
を
主
編
と
し
、
執
筆
は
秦
川
、
魏

紅
珊
、
黄
淳
浩
、
蔡
震
、
趙
凱
、
翟
清
福
、
楊
志
清
、
李
暁
虹
、
鍾
作
英
、

趙
笑
潔
、
梁
雪
松
、
郭
平
英
ら
が
各
年
度
の
事
項
を
分
担
執
筆
、
41
～
48
年

部
分
は
李
斌
が
初
稿
の
修
改
を
行
な
っ
た
。
ま
た
歴
史
部
分
は
謝
保
成
、
古

文
字
、
考
古
部
分
は
王
世
民
が
執
筆
、
全
体
を
林
甘
泉
、
蔡
震
、
謝
保
成
が

通
読
、
監
閲
し
た
（「
後
記
」
に
よ
る
）。
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
北
京
郭

沫
若
記
念
館
が
蓄
積
す
る
一
次
資
料
を
駆
使
し
、
館
外
の
専
門
家
の
助
力
を

得
な
が
ら
、
ま
さ
に
総
力
戦
で
編
ん
だ
年
譜
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

総
ペ
ー
ジ
数
は
２
３
５
８
頁
、
巨
冊
で
あ
る
。
第
１
巻
は
誕
生
か
ら
四
〇

歳
の
一
九
三
二
年
ま
で
、
第
２
巻
は
33
年
か
ら
五
〇
歳
に
な
っ
た
42
年
ま

で
、
以
下
第
３
巻
、
52
年
六
〇
歳
ま
で
。
第
４
巻
62
年
、
七
〇
歳
ま
で
。

第
５
巻
が
、
逝
去
の
78
年
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
。
出
生

か
ら
逝
去
の
年
ま
で
、毎
年
の
記
述
に
精
粗
な
く
、生
涯
の
活
動
が
辿
れ
る
。 

 

特
に
す
ご
い
の
が
日
常
活
動
の
記
録
の
い
ち
い
ち
に
全
て
記
述
の
根
拠
と

な
る
資
料
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。「
後
記
」
に
「
こ
れ
ま
で
に
収
集

で
き
た
郭
沫
若
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
文
献
史
料
、お
よ
び
そ
れ
と
関
係
あ
る
』

そ
の
他
の
歴
史
資
料
に
基
づ
き
」「
郭
沫
若
の
一
生
の
経
歴
、
活
動
、
創
作
、

著
述
、
翻
訳
、
思
想
の
発
展
変
化
、
交
友
関
係
を
、
全
面
的
に
、
真
実
に
、

詳
細
に
記
述
す
る
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
が
最
初
か
ら
確
定
し
て
い
た
編
集
方

針
だ
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
ほ
ぼ
実
現
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
創
作
、
著
述
、
翻
訳
な
ど
は
、
単
に
「
某
月
某
日 

小
説
「
〇
〇
」

を
「
△
△
』
雑
誌
に
発
表
」
と
だ
け
書
く
の
で
は
な
く
、
そ
の
概
要
や
執
筆

意
図
の
よ
う
な
も
の
ま
で
原
文
を
引
用
し
て
付
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
20
年

１
月
６
日
の
項
「
夜
、
小
説
『
他
』
を
書
く
。
24
日
上
海
『
時
事
新
報
・
学

灯
』
に
発
表
。
三
人
の
人
間
が
街
角
で
出
会
っ
た
こ
ま
ご
ま
し
た
出
来
事
を

十
数
行
の
文
字
で
描
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
題
名
に
「
近
頃
、
西
欧
の
文
芸
で

は
短
編
小
説
が
流
行
し
て
い
る
。
短
い
も
の
で
は
十
二
、
三
行
の
も
の
ま
で

あ
る
。ぼ
く
の
こ
の
一
編
も
小
説
の
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
」と
あ
る
。」。 

そ
の
前
日
５
日
に
は
詩
『
三
個P

a
n

ty
eism

』
を
『
学
灯
』
に
発
表
。
題
名

英
文
は
「
誤
り
、P

a
n

th
eists

と
す
べ
し
」
と
あ
る
。
詩
が
荘
子
、
ス
ピ
ノ

ザ
、
カ
ピ
ー
ル
の
３
人
の
汎
神
論
者
を
賛
美
し
た
詩
、
と
説
明
し
た
あ
と
、

21
年
８
月
『
女
神
』
初
版
本
に
収
め
ら
れ
、
後
「
三
個
汎
神
論
者
」
と
題
名

を
か
え
『
郭
沫
若
文
集
』
第
１
巻
に
収
載
、
今
は
『
全
集
・
文
学
編
』
第
１

巻
に
入
っ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
ど
の
作
品
に
も
こ
の
よ
う
な
書
誌
的

解
説
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
作
品
事
典
の
役
割
も
兼
ね
て
い
る
。 

ま
た
原
文
の
引
用
に
は
紙
面
を
費
や
す
こ
と
を
厭
わ
な
い
。
長
い
場
合
は

一
頁
を
こ
え
る
こ
と
も
ざ
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
21
年
１
月
の
項
に
見
え
る
李

石
岑
に
宛
て
た
手
紙
、
い
ま
『
全
集
・
文
学
編
』
第
15
巻
所
収
の
「
論
詩
三

札
」、
な
ど
そ
の
例
で
あ
る
。 

 

以
上
、
駆
け
足
で
見
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
年
譜
の
出
現
が
、
郭
沫
若

研
究
を
大
い
に
進
展
さ
せ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
こ
れ
ま
で
、
あ
の
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本
を
開
き
、
こ
の
雑
誌
を
の
ぞ
き
、
時
間
を
か
け
て
図
書
館
に
通
い
、
大
変

な
手
間
を
か
け
て
や
っ
と
探
し
当
て
た
よ
う
な
資
料
を
、
こ
の
本
は
手
掛
り

さ
え
知
っ
て
い
れ
ば
、
さ
っ
と
示
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
役
に
た
つ
。
だ

が
、私
の
よ
う
な
怠
け
者
で
も
、そ
う
い
う
手
間
が
ま
た
楽
し
み
で
も
あ
る
。

手
間
か
け
る
こ
と
で
知
識
が
身
に
つ
い
た
よ
う
な
気
に
も
な
る
。『
郭
沫
若
年

譜
長
編
』
は
そ
う
し
た
楽
し
み
を
減
ら
す
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
も
う
一
つ

確
か
な
こ
と
は
、
私
が
今
後
こ
の
年
譜
を
せ
っ
せ
と
引
き
出
し
、
そ
れ
を
楽

し
み
と
感
じ
始
め
る
だ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。 

価
格
は
７
８
８
元
。 

 

な
お
、
主
編
の
一
人
・
林
甘
泉
先
生
は
年
譜
刊
行
の
二
〇
一
七
年
十
月
逝

去
さ
れ
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。 

 
 
 

（ 

岩
佐 

昌
暲 

） 

 

―
―
―
― 

編
集
後
記 

■ 

訃
報
で
あ
る
。
鈴
木
義
昭
元
早
稲
田
大
学
教
授
が
亡
く
な
ら
れ
た
。
去 

年
の
５
月
の
こ
と
だ
と
い
う
。
鈴
木
さ
ん
は
郭
沫
若
研
究
か
ら
研
究
活
動
を

始
め
ら
れ
た
。
本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
日
本
に
お
け
る
郭
沫
若
『
女

神
』
研
究
」
で
は
、
鈴
木
さ
ん
の
研
究
を
紹
介
し
て
「
７
０
年
代
に
『
女
神
』

研
究
を
推
進
し
た
の
は
鈴
木
義
昭
で
あ
る
」と
、高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。

後
に
は
聞
一
多
の
研
究
に
傾
注
さ
れ
、
郭
沫
若
か
ら
離
れ
ら
れ
た
が
、
長
期

に
わ
た
り
本
会
会
員
と
し
て
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
。
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
。 

■ 

前
号
の
お
詫
び
で
あ
る
。「
成
家
徹
郎
」
氏
の
名
を
前
号
の
執
筆
者
紹
介 

で
「
哲
郎
」
と
し
て
し
ま
っ
た
。
成
家
さ
ん
か
ら
注
意
を
受
け
た
。
入
力
時

の
変
換
ミ
ス
だ
が
、
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。
お
詫
び
し
ま
す
。 

■ 

次
は
今
号
の
お
詫
び
で
あ
る
。
発
行
が
１
カ
月
も
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。 

締
め
切
り
を
守
っ
て
早
く
か
ら
原
稿
を
頂
い
た
方
に
は
、
大
変
申
し
訳
な
い

こ
と
で
あ
る
。
今
号
の
発
行
が
遅
れ
た
の
は
、
主
に
、
予
告
に
も
書
い
た
が

郭
沫
若
は
周
作
人
に
宛
て
て
出
し
た
ハ
ガ
キ
の
扱
い
で
方
針
が
ぐ
ら
つ
い
た

た
め
だ
っ
た
。
研
究
会
発
起
人
た
ち
と
相
談
し
て
次
号
を
特
集
号
と
す
る
こ

と
で
、
よ
う
や
く
、
今
号
発
行
の
運
び
と
な
っ
た
。 

 

次
号
は
定
時
に
発
行
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。（ 

編
集
部 

） 

 

本
号
執
筆
者
紹
介
（
掲
載
順
） 

 

松
宮
貴
之
（
ま
つ
み
や 

た
か
ゆ
き
）
書
家
・
西
安
培
華
学
院
客
員
教
授 

廖 

久
明
（
り
ょ
う 

き
ゅ
う
め
い
）
楽
山
師
範
学
院
教
授
・
四
川
郭
沫
若
研

究
中
心
主
任 

新
谷
秀
明
（
し
ん
た
に 

ひ
で
あ
き
）
西
南
学
院
大
学
教
授 

成
家
徹
郎
（
な
り
け 

て
つ
ろ
う
）
大
東
文
化
大
学
人
文
科
学
研
究
所 

岩
佐
昌
暲
（
い
わ
さ 

ま
さ
あ
き
）
九
州
大
学
名
誉
教
授 

上
野
恵
司
（
う
え
の 

け
い
じ
）
日
本
中
国
語
検
定
協
会
理
事
長
・
共
立
女
子

大
学
名
誉
教
授 

斉
藤
孝
治
（
さ
い
と
う 

こ
う
じ
）
著
述
家
・
中
日
文
化
研
究
所
所
長 

武 

継
平
（
ぶ 

け
い
へ
い
）
福
岡
県
立
女
子
大
学
教
授 
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